井伏鱒二「兼行寺の池」漢字字体・字形推移一覧稿 : 自筆原稿から初出『新潮』本文へ by 前田, 貞昭
二
五
頁
井
伏
鱒
二
「
兼
行
寺
の
池
」
漢
字
字
体
・
字
形
推
移
一
覧
稿
―
自
筆
原
稿
か
ら
初
出
『
新
潮
』
本
文
へ―
前
田
貞
昭
○
目
的
井
伏
鱒
二
「
兼
行
寺
の
池
」（『
新
潮
』（
第
七
十
五
巻
第
一
号
～
第
五
号
、
一
九
七
八
年
一
月
～
五
月
）
自
筆
原
稿
に
つ
い
て
、
拙
稿
「「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」（『
井
伏
鱒
二
著
「
兼
行
寺
の
池
」』
後
編
〈『
福
山
の
文
学
』
ふ
く
や
ま
文
学
館
所
蔵
シ
リ
ー
ズ
第
十
二
集
〉、
ふ
く
や
ま
文
学
館
、
二
〇
一
〇
年
九
月
十
日
）
で
は
、
自
筆
原
稿
か
ら
初
出
『
新
潮
』
へ
の
本
文
推
移
の
目
立
っ
た
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
、
続
く
「
井
伏
鱒
二
「
兼
行
寺
の
池
」
本
文
推
移
一
覧―
自
筆
原
稿
か
ら
初
出
『
新
潮
』
本
文
へ―
」（『
兵
庫
教
育
大
学
近
代
文
学
雑
志
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
二
十
日
）
で
は
、
本
文
異
同
の
一
覧
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
二
三
の
補
足
を
し
た
。
本
稿
で
は
、
前
稿
で
言
及
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
自
筆
原
稿
と
初
出
誌
に
見
ら
れ
る
漢
字
字
体
・
字
形
に
関
わ
る
現
象
に
つ
い
て
、
そ
の
一
斑
で
も
窺
い
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に
は
、
及
ぶ
範
囲
で
、「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
と
『
新
潮
』
本
文
と
の
間
に
見
ら
れ
る
漢
字
字
体
・
字
形
の
異
同
の
一
覧
を
作
成
し
て
、
自
筆
原
稿
内
部
に
お
け
る
漢
字
字
体
・
字
形
の
異
同
の
状
況
を
示
す
と
と
も
に
、
書
き
文
字
か
ら
印
刷
文
字
に
写
／
移
さ
れ
る
際
に
ど
の
よ
う
な
処
理
が
な
さ
れ
て
来
た
の
か
と
い
う
事
例
に
も
多
少
は
及
ん
で
み
た
い
。
な
お
、「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
は
、
も
っ
ぱ
ら
『
井
伏
鱒
二
著
「
兼
行
寺
の
池
」』
前
編
〈『
福
山
の
文
学
』
ふ
く
や
ま
文
学
館
所
蔵
シ
リ
ー
ズ
第
十
一
集
〉、
ふ
く
や
ま
文
学
館
、
二
〇
一
〇
年
三
月
三
十
一
日
）
及
び
前
掲
「『
井
伏
鱒
二
著
「
兼
行
寺
の
池
」』
後
編
」
の
写
真
複
製
に
拠
り
、
そ
れ
に
拠
り
難
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
自
筆
原
稿
を
直
接
閲
覧
す
る
こ
と
で
補
っ
た
。
｢ 兼
行
寺
の
池
｣ 自
筆
原
稿
閲
覧
の
便
を
は
か
っ
て
戴
い
た
、
ふ
く
や
ま
文
学
館
に
深
く
感
謝
す
る
。
○
配
列
等
配
列
は
出
現
順
と
し
、
自
筆
原
稿
と
『
新
潮
』
本
文
と
の
間
で
、
字
体
・
字
形
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
漢
字
が
出
現
し
た
最
初
の
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
降
の
用
例
も
ま
と
め
て
置
い
た
。
な
お
、
関
連
性
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
自
筆
原
稿
で
は
別
の
字
体
・
字
形
で
書
か
二
六
頁
れ
て
い
て
も
、『
新
潮
』本
文
で
同
一
の
字
体
・
字
形
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の（『
新
潮
』
本
文
で
は
「
器
」・「
真
」・「
弁
」
な
ど
と
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
れ
に
当
た
る
）
は
、
最
初
に
出
現
す
る
と
こ
ろ
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
字
体
・
字
形
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
自
筆
原
稿
の
か
た
ち
を
示
し
、
→
の
下
に
『
新
潮
』
本
文
の
か
た
ち
を
示
し
た
。
そ
の
際
、
日
本
工
業
規
格
第
一
水
準
・
第
二
水
準
に
あ
る
字
体
・
字
形
を
用
い
て
表
示
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
日
本
工
業
規
格
第
一
水
準
・
第
二
水
準
に
な
い
場
合
は
、
日
本
工
業
規
格
第
一
水
準
・
第
二
水
準
で
近
似
す
る
字
体
・
字
形
を
掲
げ
、
そ
の
下
に
小
さ
く
Ｘ
Ｙな
ど
の
符
号
を
附
し
て
説
明
を
加
え
た
。
自
筆
原
稿
の
字
体
・
字
形
が
文
化
庁
国
語
課
編
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧―
一
八
二
〇
年
～
一
九
四
六
年―
』
に
収
載
さ
れ
た
活
字
見
本
帳
な
ど
に
見
え
る
も
の
は
当
該
文
字
の
下
に
◎
を
附
し
、
そ
こ
に
見
出
し
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
×
を
附
し
た
。
自
筆
原
稿
の
文
字
が
行
書
体
・
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
て
、
見
出
し
に
用
い
た
明
朝
体
活
字
と
大
き
く
相
違
す
る
場
合
は
、
自
筆
原
稿
に
用
い
ら
れ
て
い
る
書
体
を
記
し
た
。
日
本
工
業
規
格
第
一
水
準
・
第
二
水
準
に
あ
る
字
体
・
字
形
を
除
い
て
、
同
じ
字
体
・
字
形
が
、
黒
柳
勲
『
俗
字
畧
字
』（
杉
本
つ
と
む
編
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
』
第
十
巻
所
収
の
も
の
に
拠
っ
た
）
に
俗
字
・
略
字
と
し
て
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、〔
当
該
字
＝
□
俗
畧
〕
と
記
し
、『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
』
の
掲
載
頁
を
（
）
内
に
附
し
た
。
掲
出
し
た
自
筆
原
稿
の
字
体
・
字
形
の
な
か
で
、
黒
柳
勲
『
俗
字
畧
字
』
が
正
字
と
す
る
も
の
も
、
そ
の
旨
を
附
記
し
た
掲
げ
た
。
ま
た
、『
新
潮
』
本
文
と
は
別
の
字
体
・
字
形
と
判
断
す
る
根
拠
と
な
っ
た
当
該
文
字
の
構
成
要
素
で
、
黒
柳
勲
『
俗
字
畧
字
』
に
別
字
の
構
成
要
素
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
〔
当
該
字
＝
■
俗
畧
〕
と
記
し
た
（
例
え
ば
、
魚
偏
の
下
の
点
が
「
大
」
の
か
た
ち
を
し
た
「
鱒
Ｘ」
は
、『
俗
字
畧
字
』
に
は
見
え
な
い
が
、
下
の
点
が
「
大
」
の
か
た
ち
を
し
た
「
魚
」
が
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
』
の
二
三
七
頁
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
〔
鱒
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
七
頁
）〕
と
示
し
た
）。
続
い
て
、
当
該
の
字
体
・
字
形
が
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
列
を
●
の
下
に
記
し
、（
）
内
に
自
筆
原
稿
・『
新
潮
』
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
箇
所
を
示
し
た
。
自
筆
原
稿
で
の
所
在
を
示
す
と
き
は
原
稿
用
紙
の
数
え
方
に
従
っ
て
「
枚
」
を
用
い
、
欄
外
に
記
さ
れ
た
挿
入
・
訂
正
な
ど
に
つ
い
て
は
、
挿
入
・
訂
正
す
る
べ
き
原
稿
用
紙
の
当
該
の
行
と
し
た
。『
新
潮
』
で
の
所
在
を
示
す
と
き
に
は
「
頁
」
を
使
い
、
行
空
き
は
数
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
二
段
組
の
頁
に
お
け
る
所
在
は
、
上
・
下
の
文
字
を
加
え
て
示
し
た
。
参
考
の
た
め
、
●
で
示
し
た
の
と
同
じ
文
字
が
、
自
筆
原
稿
の
別
の
箇
所
で
は
『
新
潮
』
本
文
と
同
じ
字
体
・
字
形
で
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
全
用
例
を
、
○
の
後
に
掲
げ
た
。
●
に
挙
例
し
た
字
体
・
字
形
と
の
異
同
を
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
自
筆
原
稿
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
△
の
後
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
①
～
⑤
の
丸
数
字
は
連
載
回
を
示
し
、「
・
」
は
、「
・
」
の
上
下
の
い
ず
れ
か
の
字
体
・
字
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
自
筆
原
稿
の
書
体
な
ど
、
特
記
す
る
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
、
適
宜
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
後
に
記
し
て
お
い
た
。
自
筆
原
稿
の
文
字
が
原
稿
用
紙
の
枡
目
内
に
書
か
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
欄
外
に
吹
き
出
し
を
用
い
て
訂
正
さ
れ
た
中
に
あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
箇
所
の
み
に
つ
い
て
〔
〕
内
に
注
記
し
た
。
○
掲
出
し
な
か
っ
た
字
体
・
字
形
自
筆
原
稿
と
『
新
潮
』
と
の
間
で
字
体
・
字
形
の
異
同
が
生
じ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
△
の
後
に
挙
例
し
た
も
の
を
除
い
て
、
こ
こ
に
は
掲
げ
て
い
な
い
。
以
下
、
具
体
例
を
引
く
。
自
筆
原
稿
の
「
産
」
の
上
部
が
「
立
」
の
か
た
ち
で
あ
る
の
か
「
文
」
の
か
た
ち
で
あ
二
七
頁
る
の
か
を
明
確
に
区
別
で
き
ず（
同
じ
構
成
要
素
を
持
つ「
顔
」も
同
様
）、「
起
」の「
己
」
の
最
終
画
の
起
筆
位
置
も
判
然
と
し
な
い
。「
切
」の
偏
の
相
違（
二
画
か
三
画
か
の
相
違
。
同
じ
構
成
要
素
を
含
む
「
頃
」
な
ど
も
含
む
）
や
、「
角
」
の
下
部
の
中
央
縦
画
を
「
用
」
の
よ
う
に
貫
く
か
貫
か
な
い
か
の
相
違
も
、
十
分
に
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
『
新
潮
』
連
載
第
一
回
頁
下
５
行
目
に
は
「
標
柱
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
自
10
筆
原
稿
連
載
第
一
回
枚
目
行
目
の
文
字
の
内
「
標
」
は
確
か
に
木
偏
だ
が
、「
柱
」
の
10
20
方
は
手
偏
に
見
紛
う
。
同
じ
く
自
筆
原
稿
連
載
第
一
回
６
枚
目
行
目
「
標
準
語
」
と
書
10
か
れ
た
「
標
」
の
偏
は
手
偏
に
見
え
る
。
ま
た
、
自
筆
原
稿
連
載
第
二
回
枚
目
行
目
11
13
「
挨
拶
」の
「
挨
」は
手
偏
だ
が
、「
拶
」の
文
字
は
手
偏
と
い
う
よ
り
も
土
偏
に
見
え
る
。
自
筆
原
稿
連
載
第
二
回
枚
目
６
行
目
の
「
菩
提
寺
」
の
「
提
」
も
「
堤
」
に
紛
う
。
自
13
筆
原
稿
に
数
多
く
あ
る
「
雑
」・「
新
」
の
構
成
要
素
「
木
」
も
「
土
」
に
見
え
な
く
も
な
い
。「
木
偏
と
手
偏
が
通
用
す
る
の
は
」「
広
く
一
般
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
（
注
１
）だ
が
、
あ
る
い
は
、
井
伏
に
そ
う
し
た
意
識
は
な
く
、
手
早
く
書
い
た
結
果
と
し
て
、
木
偏
と
手
偏
と
が
同
じ
か
た
ち
に
な
る
と
い
う
運
筆
上
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
判
断
す
る
十
分
な
材
料
を
持
た
な
い
。
右
に
具
体
例
を
述
べ
た
よ
う
な
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
は
、
こ
の
一
覧
稿
に
は
原
則
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、『
新
潮
』
本
文
で
｢ 拙
｣ と
さ
れ
た
「
柮
Ｘ」〔
柮
Ｘは
「
柮
」
の
旁
が
「
山
」
を
上
下
に
二
つ
重
ね
た
か
た
ち
〕、
あ
る
い
は
、
同
じ
く
｢ 炭
坑
｣ と
さ
れ
た
「
炭
抗
」
な
ど
、
誤
記
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
こ
こ
に
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
○
参
考
文
献
字
体
・
字
形
の
弁
別
に
当
た
っ
て
は
、
主
と
し
て
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
・
黒
柳
勲
『
俗
字
畧
字
』（
一
九
一
〇
年
成
立
。
杉
本
つ
と
む
編
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
』
第
十
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
七
五
年
六
月
十
五
日
所
収
）
・
小
川
環
樹
ほ
か
編
『
角
川
新
字
源
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
一
月
五
日
）
・
伏
見
冲
敬
編
『
常
用
書
体
字
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
六
年
三
月
三
十
一
日
）
・
文
化
庁
国
語
課
編
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧―
一
八
二
〇
年
～
一
九
四
六
年
―
』
上
・
下
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
九
年
九
月
二
十
日
）
・
新
潮
社
編
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
五
日
）
・
江
守
賢
治
編
『
楷
行
草
筆
順
・
字
体
字
典
』
第
二
版
（
三
省
堂
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
日
）
・
陸
軍
幼
年
学
校
編
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
刊
記
な
し
）
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
『
用
字
便
覧
』（
一
九
一
五
年
刊
行
と
推
定
）
は
全
七
二
六
頁
で
、
扉
に
は
編
纂
者
が
「
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
編
纂
」
と
あ
る
。
本
一
覧
稿
で
参
照
し
た
架
蔵
本
は
全
七
八
二
頁
で
、
扉
に
は
「
陸
軍
幼
年
学
校
編
纂
」
と
あ
る
。
六
十
頁
近
い
増
補
、
ま
た
、
陸
軍
幼
年
学
校
の
変
遷
、
保
存
状
態
か
ら
判
断
す
る
と
、
架
蔵
本
は
昭
和
十
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
二
八
頁
鱒
Ｘ×
→
鱒
鱒
Ｘは
「
魚
」
の
下
の
点
が
「
大
」
の
か
た
ち
。
『
常
用
書
体
字
典
』（
四
八
七
頁
）
は
、「
伝
統
的
に
は
、
魚
偏
は
下
の
四
点
を
三
点
ま
た
は
大
に
作
る
こ
と
も
あ
る
」
と
す
る
。
ま
た
、『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
三
八
八
頁
）
は
下
の
四
点
を
大
に
作
っ
た
か
た
ち
を
、「
魚
」
の
俗
字
と
す
る
。
自
筆
原
稿
に
は
「
鮎
」・「
魚
」・「
漁
」
の
か
た
ち
も
、「
鮎
の
魚
田
」（
③
２
枚
目
７
行
目
）、「
漁
つ
て
」（
⑤
４
枚
目
５
行
目
）
の
よ
う
に
存
在
す
る
。
鱒
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
七
頁
）
●
井
伏
鱒
Ｘ二
→
井
伏
鱒
二
（
①
１
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
６
頁
３
行
目
）
（
②
１
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
３
行
目
）
159
（
④
１
枚
目
４
行
目
）
→
（
④
頁
２
行
目
）
140
（
⑤
１
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
２
行
目
）
121
團
◎
→
団
團
は
草
書
体
。
●
團
体
→
団
体
（
①
１
枚
目
７
行
目
）
→
（
①
６
頁
５
行
目
）
●
蒲
團
→
蒲
団
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
14
18
12
11
●
座
蒲
團
→
座
蒲
団
（
②
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
12
163
17
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
11
164
19
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
11
164
20
●
坐
蒲
團
→
坐
蒲
団
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
14
178
18
状
Ｘ◎
→
状
状
Ｘは
「
状
」
の
旧
字
体
で
、
偏
が
「
爿
」
の
か
た
ち
。
●
状
Ｘ况
→
状
況
（
①
１
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
６
頁
６
行
目
）
况
◎
→
況
●
状
Ｘ况
→
状
況
〔
状
Ｘは
「
状
」
の
旧
字
体
で
、
偏
が
「
爿
」
の
か
た
ち
〕
（
①
１
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
６
頁
６
行
目
）
品
Ｘ×
→
品
品
Ｘは
「
品
」
の
下
部
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
。
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
四
一
〇
頁
）
は
、
品
Ｘ
を
「
品
」
の
俗
字
と
す
る
。
品
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
土
産
品
Ｘ→
土
産
品
（
①
２
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
６
頁
行
目
）
12
●
品
Ｘ数
→
品
数
（
③
１
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
17
18
176
11
●
品
Ｘ數
→
品
目
（
③
２
枚
目
２
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
176
13
餘
◎
→
余
●
残
餘
→
残
余
（
①
２
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
６
頁
行
目
）
13
●
餘
分
→
余
分
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
19
176
11
●
餘
興
→
余
興
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
11
177
19
●
餘
情
→
余
情
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
142
20
豫
◎
→
予
●
豫
定
→
予
定
（
①
２
枚
目
５
行
目
）
→
（
①
６
頁
行
目
）
15
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
４
行
目
）
15
12
12
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
１
行
目
～
２
行
目
）
11
142
氣
◎
→
気
●
氣
前
→
気
前
（
①
２
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
６
頁
行
目
）
15
●
氣
持
→
気
持
二
九
頁
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）〔
原
稿
用
紙
18
17
13
15
末
尾
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
筆
蹟
部
分
。
速
筆
で
書
こ
う
と
し
た
形
跡
が
筆
蹟
に
残
る
〕
○
そ
の
気
→
そ
の
気
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
下
８
行
目
～
９
行
目
）
11
10
○
気
が
ね
→
気
が
ね
（
①
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
11
10
10
○
気
恥
し
い
→
気
恥
し
い
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
７
行
目
）
13
140
○
秋
気
→
秋
気
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
17
140
10
○
呑
Ｘ気
→
呑
気
〔
呑
Ｘは
「
呑
」
の
第
一
画
が
左
払
い
で
は
な
く
、
横
画
の
か
た
ち
〕
（
④
３
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
16
○
に
掲
げ
た
以
外
に
も
自
筆
原
稿
に
「
気
」
と
使
っ
た
箇
所
は
多
く
あ
る
が
、
挙
例
は
略
し
た
。
數
◎
→
数
●
數
人
→
数
人
（
①
２
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
３
行
目
）
（
①
６
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
８
頁
上
行
目
）
21
●
人
數
→
人
数
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
４
行
目
）
15
12
12
●
点
Ｘ數
→
点
数
〔
点
Ｘは
「
点
」
の
列
火
点
が
「
大
」
の
か
た
ち
〕
（
②
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
上
１
行
目
～
２
行
目
）
15
165
●
品
Ｘ數
→
品
目
〔
品
Ｘは
「
品
」
の
下
部
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
〕
（
③
２
枚
目
２
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
176
13
●
數
行
→
数
行
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
18
140
10
○
品
Ｘ数
→
品
数
〔
品
Ｘは
「
品
」
の
下
部
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
〕
（
③
１
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
17
18
176
11
○
点
Ｘ数
→
点
数
〔
点
Ｘは
「
点
」
の
列
火
点
が
「
大
」
の
か
た
ち
〕
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
６
行
目
）
20
178
彌
◎
→
弥
●
彌
彦
山
→
弥
彦
山
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
４
行
目
）
11
●
弥
彌
壇
→
須
弥
壇
（
①
枚
目
２
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
13
11
21
○
弥
彦
山
→
弥
彦
山
（
③
９
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
③
頁
下
９
行
目
）
14
15
179
瀉
◎
→
潟
瀉
は
草
書
体
。
●
新
瀉
→
新
潟
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
５
行
目
）
12
（
①
３
枚
目
７
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
18
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
５
行
目
）
11
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
11
10
12
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
下
５
行
目
）
18
13
（
④
６
枚
目
６
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
142
15
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
11
144
10
焉
Ｘ×
→
焉
焉
Ｘは
「
焉
」
の
下
部
が
「
与
」
の
か
た
ち
。
伏
見
冲
敬
編
『
書
道
大
字
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
九
月
二
〇
日
）
の
「
焉
」
の
項
（
上
、
一
三
七
二
頁
）
に
も
下
の
四
つ
の
点
が
横
画
一
本
に
省
筆
さ
れ
た
例
は
見
え
る
が
、
そ
の
横
画
が
縦
画
と
交
叉
し
た
か
た
ち
は
見
当
た
ら
な
い
。
●
終
焉
Ｘ→
終
焉
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
６
行
目
）
13
念
Ｘ×
→
念
念
Ｘは
「
念
」
の
上
部
「
今
」
の
最
終
画
が
「
フ
」
で
は
な
く
、
横
画
「
一
」
と
、
そ
の
中
央
か
ら
下
ろ
し
た
縦
画
も
し
く
は
左
払
い
と
で
構
成
さ
れ
た
か
た
ち
。
念
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
八
頁
）
●
記
念
Ｘ舘
→
記
念
館
三
〇
頁
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
６
行
目
）
13
●
記
念
Ｘ碑
→
記
念
碑
（
①
３
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
～
行
目
）
15
16
●
念
Ｘ仏
→
法
事
ね
ん
ぶ
つ
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
12
13
11
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
15
19
12
10
●
念
Ｘ仏
→
念
仏
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）〔
ボ
ー
ル
ペ
18
15
13
14
ン
の
筆
蹟
部
分
〕
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
16
179
16
●
祈
念
Ｘ→
祈
念
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
10
166
17
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
21
16
167
舘
◎
→
館
●
記
念
舘
→
記
念
館
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
６
行
目
）
13
●
旅
舘
→
旅
館
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
頁
下
９
行
目
）
18
13
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
頁
下
９
行
目
）
18
13
●
一
号
舘
→
一
号
館
（
①
７
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
９
行
目
）
10
（
①
９
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
行
目
）
13
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
18
13
13
12
（
②
７
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
161
20
●
檀
信
徒
Ｘ会
舘
→
檀
信
徒
会
館〔
徒
Ｘは「
徒
」の
旁
が「
赱
」
の
か
た
ち
〕
（
②
２
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
６
行
目
～
７
行
目
）
13
160
●
檀
徒
会
舘
→
檀
徒
会
館
（
⑤
４
枚
目
１
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
10
●
会
舘
→
会
館
（
⑤
４
枚
目
４
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
12
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
２
行
目
）
15
123
○
公
民
館
→
公
民
館
（
①
２
枚
目
９
行
目
）→
（
①
７
頁
上
３
行
目
）〔
加
筆
部
分
〕
○
一
号
館
→
一
号
館
（
①
６
枚
目
行
目
）
→
（
①
８
頁
下
行
目
）
17
16
（
①
７
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
８
頁
下
行
目
）
22
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
行
目
）
17
10
（
④
６
枚
目
７
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
142
16
（
⑤
１
枚
目
８
行
目
）
→
（
⑤
頁
３
行
目
）
121
鯖
Ｘ×
→
鯖
鯖
Ｘは
「
魚
」
の
下
の
点
が
「
大
」
の
か
た
ち
。
鯖
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
三
七
頁
）
●
鯖
Ｘ石
川
→
鯖
石
川
（
①
２
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
８
行
目
）
15
16
（
①
枚
目
５
行
目
）
→
（
①
頁
下
９
行
目
）
11
10
乘
◎
→
乗
●
乘
る
→
乗
る
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
18
10
（
④
４
枚
目
９
行
目
）
→
（
④
頁
下
６
行
目
）
141
●
乘
せ
ら
れ
→
乗
せ
ら
れ
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
11
12
10
15
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
頁
上
２
行
目
）
12
11
●
乘
つ
て
→
乗
つ
て
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
11
13
10
16
（
④
３
枚
目
７
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
15
●
乘
馬
→
乗
馬
（
④
４
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
下
６
行
目
）
141
●
乘
せ
て
→
乗
せ
て
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
14
144
13
●
乘
つ
た
→
乗
つ
た
（
⑤
９
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
８
行
目
）
20
125
●
乘
客
→
乗
客
（
⑤
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
125
11
轉
◎
→
転
轉
は
草
書
体
。
●
運
轉
→
運
転
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
19
11
三
一
頁
（
①
３
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
12
（
①
３
枚
目
２
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
13
●
轉
が
る
→
転
が
る
（
④
８
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
６
行
目
）
10
143
●
有
為
変
轉
→
有
為
転
変
（
④
９
枚
目
２
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
143
18
●
運
轉
手
→
運
転
手
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
14
144
13
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
16
144
14
（
④
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
～
行
目
）
12
144
18
19
（
④
枚
目
６
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
12
144
24
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
４
行
目
）
12
10
144
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
６
行
目
）
12
12
144
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
８
行
目
）
12
14
144
（
④
枚
目
９
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
13
144
23
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
５
行
目
）
11
121
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
７
行
目
）
14
121
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
行
目
）
20
121
10
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
４
行
目
）
10
122
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
７
行
目
）
14
122
（
⑤
３
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
122
11
（
⑤
３
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
６
行
目
）
18
122
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
２
行
目
）
15
123
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
６
行
目
）
20
123
（
⑤
５
枚
目
８
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
123
12
（
⑤
５
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
17
123
19
（
⑤
６
枚
目
２
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
２
行
目
）
123
（
⑤
９
枚
目
８
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
124
18
（
⑤
９
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
６
行
目
）
17
125
（
⑤
枚
目
２
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
９
行
目
）
10
125
（
⑤
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
11
125
17
（
⑤
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
12
125
18
（
⑤
枚
目
行
目
～
枚
目
１
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
２
10
20
11
125
行
目
）
○
転
ぶ
→
転
ぶ
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
９
行
目
）
13
12
11
赱
×
→
走
『
常
用
書
体
字
典
』（
四
一
八
頁
）
の
「
走
部
」
冒
頭
の
「
字
説
」
に
は
「
伝
統
的
に
は
赱
に
作
る
の
が
通
例
」
と
あ
る
。
赱
＝
□
俗
畧
（
二
五
二
頁
）
●
赱
ら
せ
→
走
ら
せ
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
20
11
●
御
馳
赱
→
御
馳
走
（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
②
頁
上
９
行
目
）
20
15
16
167
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
17
176
11
（
③
３
枚
目
３
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
177
13
○
御
馳
走
→
御
馳
走
（
②
枚
目
７
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
164
16
（
③
３
枚
目
５
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
177
15
○
走
り
書
き
→
走
り
書
き
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
16
11
165
○
走
り
→
走
り
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
12
140
16
免
Ｘ◎
→
免
免
Ｘは
「
免
」
の
旧
字
体
で
、
上
部
が
「
刀
」
の
か
た
ち
。
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』（
上
、
二
十
七
頁
）
に
は
「
免
Ｘ」
・「
免
」
の
二
種
を
掲
げ
る
。
●
免
Ｘ許
→
免
許
（
①
３
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
12
●
御
免
Ｘ→
御
免
（
①
５
枚
目
行
目
）
→
（
①
８
頁
上
行
目
～
行
目
）
13
10
11
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
11
14
10
17
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
12
177
20
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
７
行
目
）
18
142
觀
◎
→
観
●
觀
光
資
源
→
観
光
資
源
（
①
３
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
19
（
①
３
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
行
目
）
11
12
22
●
觀
音
→
観
音
三
二
頁
（
①
５
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
８
頁
上
７
行
目
）
●
觀
察
Ｘ→
観
察〔
察
Ｘは
、構
成
要
素「
祭
」の
部
分
が
、「
処
」
の
「
几
」
に
換
え
て
「
ソ
」
の
運
筆
を
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
二
画
を
置
き
、
そ
の
下
に
「
示
」
を
配
し
た
か
た
ち
〕
（
④
枚
目
３
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
12
144
22
帶
◎
→
帯
●
豪
雪
地
帶
→
豪
雪
地
帯
（
①
３
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
２
行
目
）
13
●
妻
帶
→
妻
帯
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
13
20
11
15
●
高
原
地
帶
→
高
原
地
帯
（
②
１
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
７
行
目
）
11
159
●
携
帶
→
携
帯
（
②
８
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
162
11
今
Ｘ×
→
今
今
Ｘは
「
今
」
の
最
終
画
が
「
フ
」
で
は
な
く
、
横
画
「
一
」
と
、
そ
の
中
央
か
ら
下
ろ
し
た
縦
画
も
し
く
は
左
払
い
と
で
構
成
さ
れ
た
か
た
ち
。
『
楷
行
草
筆
順
・
字
体
字
典
』（
六
三
三
頁
）
は
今
Ｘを
「
書
写
体
」（「
昔
か
ら
、
漢
和
辞
典
に
は
な
い
形
の
字
が
書
か
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
書
写
体
と
い
う
」
同
書
、
六
〇
二
頁
）
と
す
る
。
今
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
八
頁
）
●
今
Ｘ年
→
今
年
（
①
３
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
７
行
目
）
19
（
⑤
７
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
17
124
15
●
今
Ｘの
→
今
の
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
10
16
（
②
４
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
160
10
●
今
Ｘや
→
今
や
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
19
21
●
今
Ｘ日
→
今
日
（
①
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
頁
上
９
行
目
）
12
11
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
３
行
目
）
20
10
167
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
18
177
18
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
11
178
14
●
今
Ｘ度
→
今
度
（
①
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
頁
上
３
行
目
）
16
13
（
④
５
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
141
24
●
今
Ｘ→
今
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
17
13
21
（
②
３
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
160
16
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
16
18
165
10
（
③
８
枚
目
３
行
目
）
→
（
③
頁
上
２
行
目
）
179
（
④
４
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
25
（
④
４
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
下
３
行
目
）
141
（
④
７
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
下
９
行
目
）
142
（
⑤
５
枚
目
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
16
123
17
●
今
Ｘは
→
今
は
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
17
176
10
●
今
Ｘ様
→
今
様
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）〔
鉛
筆
に
よ
14
178
10
る
書
き
込
み
部
分
〕
●
今
Ｘに
→
今
に
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
17
178
11
●
只
今
Ｘ→
只
今
（
③
７
枚
目
９
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
178
13
●
今
Ｘま
で
→
今
ま
で
（
④
９
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
４
行
目
）
13
143
○
今
日
→
今
日
（
①
６
枚
目
行
目
）
→
（
①
８
頁
下
行
目
）〔
ボ
ー
ル
ペ
13
12
ン
の
筆
蹟
部
分
〕
（
②
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
164
11
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
164
15
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
16
18
165
16
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
１
行
目
）
17
12
166
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
10
166
17
（
②
枚
目
２
行
目
）
→
（
②
頁
下
１
行
目
）
19
166
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
８
行
目
）
20
15
167
（
③
３
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
～
行
目
）
177
16
17
三
三
頁
（
③
４
枚
目
２
行
目
）
→
（
③
頁
下
７
行
目
）
177
（
③
５
枚
目
４
行
目
）
→
（
③
頁
上
２
行
目
）
178
（
③
７
枚
目
１
行
目
）
→
（
③
頁
下
７
行
目
）
178
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
５
行
目
）
11
121
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
８
行
目
）
15
122
○
今
→
今
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
14
11
20
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
12
166
18
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
21
167
20
（
⑤
６
枚
目
１
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
１
行
目
）
123
○
今
は
→
今
は
（
②
４
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
10
160
15
○
今
の
→
今
の
（
②
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
上
８
行
目
）
18
166
○
今
ど
き
→
今
ど
き
（
②
５
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
上
５
行
目
）
161
○
今
ほ
ど
→
今
ほ
ど
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
19
14
166
14
○
今
か
ら
→
今
か
ら
（
②
枚
目
４
行
目
～
５
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
20
166
22
○
今
後
→
今
後
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
６
行
目
）
20
13
167
○
今
に
→
今
に
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
～
行
目
）
19
178
12
13
○
今
度
→
今
度
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
４
行
目
）
18
178
（
④
３
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
10
141
17
（
⑤
２
枚
目
８
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
２
行
目
）
122
○
只
今
→
只
今
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
10
142
19
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
４
行
目
）
20
142
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
10
15
143
21
○
今
で
も
→
今
で
も
（
④
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
10
143
10
△
今
Ｘ・
今
日
→
今
日
〔
今
Ｘ・「
今
」
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
〕
（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
②
頁
下
１
行
目
）
18
18
19
166
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
10
179
10
点
Ｘ×
→
点
点
Ｘは
「
点
」
の
列
火
点
が
「
大
」
の
か
た
ち
。
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
一
三
七
四
頁
）
は
点
Ｘを
「
点
」
の
別
体
と
す
る
。
●
極
地
点
Ｘ→
極
地
点
（
①
４
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
～
行
目
）
14
15
●
こ
の
点
Ｘ→
こ
の
点
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
２
行
目
）
11
163
●
点
Ｘ數
・
数
→
点
数
〔「
數
」・「
数
」
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
〕
（
②
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
上
１
行
目
～
２
行
目
）
15
165
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
６
行
目
）
20
178
盡
◎
→
尽
●
盡
き
る
→
尽
き
る
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
11
17
●
盡
し
→
尽
し
（
④
８
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
～
行
目
）
19
143
14
15
第
Ｘ×
→
第
第
Ｘは
「
才
」
の
左
上
隅
に
点
を
一
画
を
加
え
た
よ
う
な
か
た
ち
。
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
一
六
六
八
頁
）
は
第
Ｘを
「
第
」
の
別
体
と
し
、「「
弟
」
の
略
字
か
」
と
解
説
す
る
。
●
次
第
Ｘ→
次
第
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
12
18
（
④
３
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
10
141
17
●
第
Ｘ一
号
館
・
舘
→
第
一
号
館
（
①
６
枚
目
行
目
）
→
（
①
８
頁
下
行
目
）
17
16
（
①
７
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
８
頁
下
行
目
）
22
（
①
７
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
９
行
目
）
10
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
９
行
目
）
16
（
①
８
枚
目
行
目
～
９
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
20
13
三
四
頁
行
目
）
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
18
13
13
12
（
②
７
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
161
20
（
④
６
枚
目
７
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
142
16
（
⑤
１
枚
目
８
行
目
）
→
（
⑤
頁
３
行
目
）
121
●
第
Ｘ一
目
的
→
第
一
目
的
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
４
行
目
）
16
19
13
●
第
Ｘ一
→
第
一
（
②
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
下
行
目
）
17
165
16
（
⑤
枚
目
４
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
125
11
●
第
Ｘ一
節
→
第
一
節
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
18
179
18
●
第
Ｘ二
節
→
第
二
節
（
③
９
枚
目
１
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
179
21
（
③
９
枚
目
３
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
179
22
●
第
Ｘ三
節
目
→
第
三
節
目
（
③
９
枚
目
８
行
目
）
→
（
③
頁
下
３
行
目
）
179
（
③
９
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
９
行
目
）
14
179
●
第
Ｘ五
節
目
→
第
五
節
目
（
③
枚
目
３
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
10
179
16
咏
◎
→
詠
『
新
字
源
』（
一
七
四
頁
）
は
「
咏
」
を
「
詠
」
の
俗
字
と
す
る
。『
俗
字
畧
字
』（
二
三
六
頁
）は
、「
咏
」に
つ
い
て
、「
詠
」
と
「
音
モ
義
モ
同
ジ
ク
シ
テ
畧
字
視
セ
ラ
ル
ヽ
」
と
す
る
。
●
咏
嘆
Ｘ→
詠
嘆
〔
嘆
Ｘは
「
嘆
」
の
旧
字
体
で
、
旁
の
上
部
が
「
廿
」
の
か
た
ち
〕
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
15
19
嘆
Ｘ◎
→
嘆
嘆
Ｘは
「
嘆
」
の
旧
字
体
で
、
旁
の
上
部
が
「
廿
」
の
か
た
ち
。
●
咏
嘆
Ｘ→
詠
嘆
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
15
19
●
感
嘆
Ｘ→
感
嘆
（
⑤
８
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
18
124
11
縁
Ｘ◎
→
縁
縁
Ｘは
「
縁
」
の
旧
字
体
で
、
旁
が
「
彖
」
を
基
本
と
し
た
草
書
体
。
●
縁
Ｘ起
→
縁
起
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
17
20
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
上
９
行
目
～
行
目
）
17
13
10
（
⑤
２
枚
目
４
行
目
）
→
（
⑤
頁
５
行
目
）
121
（
⑤
２
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
１
行
目
）
122
△
角
縁
Ｘ・
縁
→
角
縁
〔
縁
Ｘ・「
縁
」
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
〕
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
９
行
目
）
20
142
癈
Ｘ×
→
廃
癈
Ｘは
「
疒
」
の
中
が
「
発
」
の
草
書
体
に
見
え
る
か
た
ち
。
『
新
潮
日
本
漢
語
辞
典
』
は
癈
Ｘを
「
癈
」
の
別
体
と
す
る
。
「
癈
」
は
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』（
上
、
三
二
五
頁
）
に
見
え
る
。
癈
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
七
頁
）
●
荒
癈
Ｘ→
荒
廃
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
19
21
拙
Ｘ×
→
拙
拙
Ｘは
「
拙
」の
旁
が
「
山
」を
上
下
に
二
つ
重
ね
た
か
た
ち
。
拙
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
八
頁
）
●
拙
Ｘ僧
→
拙
僧
（
①
４
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
行
目
）
20
22
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
10
10
10
（
①
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
10
10
11
（
①
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
10
10
12
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
７
行
目
）
16
20
13
（
②
６
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
161
（
②
６
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
７
行
目
）
12
161
（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
11
12
164
13
（
②
枚
目
２
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
15
164
21
（
⑤
７
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
16
124
14
（
⑤
８
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
６
行
目
）
11
124
三
五
頁
（
⑤
８
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
17
124
11
（
⑤
８
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
20
124
13
（
⑤
９
枚
目
２
行
目
～
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
124
15
●
拙
Ｘか
つ
た
→
拙
か
つ
た
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
19
144
17
●
拙
Ｘい
→
拙
い
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
６
行
目
）
13
144
柮
Ｘ→
拙
柮
Ｘは
「
柮
」の
旁
が
「
山
」を
上
下
に
二
つ
重
ね
た
か
た
ち
。
●
柮
Ｘ僧
→
拙
僧
（
⑤
７
枚
目
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
２
行
目
）
124
勤
Ｘ◎
→
勤
勤
Ｘは
「
勤
」
の
旧
字
体
。
偏
の
上
部
が
「
廿
」
の
か
た
ち
だ
が
、「
廿
」
の
下
部
は
略
体
化
さ
れ
て
い
る
。
●
勤
Ｘ務
Ｘ→
勤
務
〔
務
Ｘは
「
力
」
を
下
部
に
し
て
、
そ
れ
以
外
の
要
素
を
上
部
に
ま
と
め
た
か
た
ち
〕
（
①
５
枚
目
２
行
目
）
→
（
①
８
頁
上
１
行
目
～
２
行
目
）
●
出
勤
Ｘ→
出
勤
（
①
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
10
10
11
●
勤
Ｘ行
→
勤
行
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
12
15
11
15
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
13
11
19
（
①
枚
目
５
行
目
）
→
（
①
頁
下
１
行
目
）
13
11
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
７
行
目
）
15
16
12
●
精
勤
Ｘ→
精
勤
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
13
18
11
12
●
勤
Ｘめ
→
勤
め
（
①
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
14
11
21
（
⑤
３
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
７
行
目
）
19
122
●
勤
Ｘ人
→
勤
人
（
②
８
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
17
162
務
Ｘ×
→
務
務
Ｘは
「
力
」
を
下
部
に
し
て
、
そ
れ
以
外
の
要
素
を
上
部
に
ま
と
め
た
か
た
ち
。
務
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
六
二
頁
）
●
勤
Ｘ務
Ｘ→
勤
務
〔
勤
Ｘは
「
勤
」
の
旧
字
体
。「
勤
」
の
偏
の
上
部
が
「
廿
」
の
か
た
ち
で
、
そ
の
下
部
は
略
体
化
さ
れ
て
い
る
〕
（
①
５
枚
目
２
行
目
）
→
（
①
８
頁
上
１
行
目
～
２
行
目
）
●
女
事
務
Ｘ員
→
女
事
務
員
（
②
１
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
）
18
159
12
（
②
２
枚
目
２
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
～
行
目
）
159
14
15
聲
◎
→
声
●
聲
→
声
（
①
５
枚
目
行
目
）
→
（
①
８
頁
上
行
目
）
13
11
（
①
６
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
８
頁
下
２
行
目
）
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
15
20
165
17
（
③
３
枚
目
２
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
177
11
（
③
６
枚
目
３
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
178
16
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
２
行
目
）〔
欄
外
の
吹
16
178
き
出
し
に
訂
正
〕
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
15
179
16
（
③
９
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
下
２
行
目
）
179
（
③
９
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
７
行
目
）〔
欄
外
の
吹
10
179
き
出
し
に
加
筆
〕
（
③
９
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
９
行
目
）
13
179
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
８
行
目
）
14
140
（
④
３
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
11
（
④
３
枚
目
４
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
13
（
④
３
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
10
141
18
（
④
４
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
16
141
13
（
④
７
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
14
142
17
（
⑤
１
枚
目
９
行
目
）
→
（
⑤
頁
４
行
目
）
121
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
５
行
目
）
12
122
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
７
行
目
）
14
122
（
⑤
５
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
123
11
（
⑤
７
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
１
行
目
）〔
欄
外
の
吹
124
き
出
し
に
加
筆
〕
（
⑤
７
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
２
行
目
）
124
三
六
頁
（
⑤
８
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
18
124
11
（
⑤
９
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
10
124
21
●
鳴
聲
→
鳴
声
（
②
７
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
161
16
（
⑤
９
枚
目
７
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
124
18
（
⑤
９
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
６
行
目
）
19
125
●
聲
明
→
声
明
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
～
行
目
）
14
14
164
15
16
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
17
164
18
●
掛
聲
→
掛
声
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
８
行
目
）
11
178
●
歌
聲
→
歌
声
（
③
６
枚
目
４
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
178
16
（
③
６
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
178
20
（
③
９
枚
目
９
行
目
）
→
（
③
頁
下
４
行
目
）
179
●
悪
聲
→
悪
声
（
③
７
枚
目
１
行
目
）
→
（
③
頁
下
７
行
目
）
178
（
③
７
枚
目
２
行
目
）
→
（
③
頁
下
７
行
目
～
８
行
目
）
178
●
大
聲
→
大
声
（
③
枚
目
１
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
10
179
14
●
鞭
聲
→
鞭
声
（
④
２
枚
目
３
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
140
13
○
声
→
声
（
④
３
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）〔
欄
外
の
吹
10
141
17
き
出
し
に
加
筆
。
た
だ
し
、
同
じ
行
の
抹
消
さ
れ
た
部
分
に
「
聲
」
の
表
記
が
あ
る
〕
敎
◎
→
教
●
敎
へ
て
→
教
へ
て
（
①
７
枚
目
２
行
目
）
→
（
①
８
頁
下
行
目
）
21
●
敎
へ
る
→
教
へ
る
（
①
７
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
３
行
目
）
●
佛
・
仏
敎
→
仏
教
（
①
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
14
11
19
（
②
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
頁
上
３
行
目
）
15
165
●
敎
は
つ
て
→
教
は
つ
て
（
②
１
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
５
行
目
）
159
（
⑤
２
枚
目
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
行
目
）
121
16
●
敎
室
→
教
室
（
②
８
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
162
19
●
宗
敎
→
宗
教
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
13
20
164
●
密
敎
→
密
教
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
17
164
18
●
仏
敎
徒
Ｘ→
仏
教
徒
〔
徒
Ｘは
「
徒
」
の
旁
が
赱
の
か
た
ち
〕
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
165
15
●
敎
へ
→
教
へ
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
166
16
（
④
４
枚
目
２
行
目
）
→
（
④
頁
下
１
行
目
）
141
（
④
４
枚
目
３
行
目
）
→
（
④
頁
下
１
行
目
）
141
●
説
敎
→
説
教
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
19
15
166
14
●
敎
は
つ
た
→
教
は
つ
た
（
⑤
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
125
11
拂
◎
→
払
●
拂
ひ
→
払
ひ
（
①
７
枚
目
７
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
４
行
目
）
○
明
け
払
ひ
→
明
け
払
ひ
（
①
枚
目
２
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
13
11
20
凉
◎
→
涼
●
凉
し
か
つ
た
→
涼
し
か
つ
た
（
①
７
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
６
行
目
～
７
行
目
）
10
風
Ｘ◎
→
風
風
Ｘは
「
風
」
の
第
三
画
が
横
画
の
か
た
ち
。
『
常
用
書
体
字
典
』（
四
七
六
頁
）
は
、「
第
三
画
は
古
く
か
ら
横
画
に
も
左
払
い
に
も
作
る
」
と
す
る
。
ま
た
「
常
用
漢
字
表
」
の
「
字
体
に
つ
い
て
の
解
説
」
に
掲
げ
る
「
明
朝
体
活
字
と
筆
写
の
楷
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
で
は
、
筆
写
の
楷
書
体
の
例
と
し
て
風
Ｘ・「
風
」
の
双
方
が
挙
げ
ら
れ
て
い
三
七
頁
る
。『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』
の
「
風
」
の
項
（
下
、
五
八
六
頁
）
に
は
第
三
画
が
横
画
の
か
た
ち
も
あ
る
が
、
東
京
築
地
活
版
製
造
所
『
二
号
活
字
書
体
見
本
』（
一
八
九
二
年
）
以
降
は
全
て
左
払
い
に
つ
く
る
。
風
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
〇
頁
）
●
風
Ｘ呂
場
→
風
呂
場
（
①
７
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
７
行
目
）
11
●
洋
風
Ｘ→
洋
風
（
①
７
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
７
行
目
）
11
●
風
Ｘ儀
→
風
儀
（
①
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
11
10
12
●
北
風
Ｘ→
北
風
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
13
140
19
●
風
Ｘ→
風
（
④
５
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
141
16
（
④
５
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
141
16
（
④
５
枚
目
７
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
141
23
●
風
Ｘ切
羽
→
風
切
羽
（
⑤
枚
目
４
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
125
11
風
Ｙ×
→
風
風
Ｙは
、「
風
」
の
几
の
中
に
、「
ミ
」
に
見
え
る
三
つ
の
点
を
打
っ
た
か
た
ち
。
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
四
一
一
頁
）
は
風
Ｙを
「
風
」
の
俗
字
と
し
て
掲
出
。
●
風
Ｙ→
風
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
下
９
行
目
）
11
10
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
15
178
18
（
⑤
２
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
１
行
目
）
122
△
風
・
風
Ｘ・
風
Ｙ→
風
〔
草
書
体
の
た
め
「
風
」・
風
Ｘ・
風
Ｙ
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
。
以
下
、
同
様
〕
（
①
６
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
８
頁
上
行
目
）
20
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
頁
上
２
行
目
）
12
11
△
風
・
風
Ｘ・
風
Ｙ景
→
風
景
（
②
１
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
８
行
目
）
12
159
△
風
・
風
Ｘ・
風
Ｙ呂
→
風
呂
（
②
７
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
３
行
目
）
13
162
△
風
・
風
Ｘ・
風
Ｙ味
→
風
味
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
22
167
16
△
古
風
・
風
Ｘ・
風
Ｙ→
古
風
（
③
１
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
４
行
目
）
176
△
風
・
風
Ｘ・
風
Ｙ采
→
風
采
（
③
８
枚
目
８
行
目
）
→
（
③
頁
上
９
行
目
）
179
△
関
西
風
・
風
Ｘ→
関
西
風
（
④
６
枚
目
４
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
142
13
△
酔
つ
て
ゐ
る
風
・
風
Ｘ・
風
Ｙ→
酔
つ
て
ゐ
る
風
（
④
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
13
144
18
△
風
・
風
Ｘ・
風
Ｙ切
羽
→
風
切
羽
（
⑤
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
５
行
目
）
11
125
疊
◎
→
畳
●
疊
→
畳
（
①
７
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
７
行
目
）
11
（
①
７
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
８
行
目
）
11
（
⑤
枚
目
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
125
13
隱
◎
→
隠
隱
は
草
書
体
。
●
御
隱
居
→
御
隠
居
（
①
８
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
行
目
）
21
（
①
８
枚
目
７
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
１
行
目
）
（
①
８
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
行
目
）
21
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
１
行
目
）
11
20
11
（
②
４
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
160
18
（
②
４
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
15
160
19
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
160
13
（
②
７
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
161
19
（
⑤
５
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
123
11
●
隱
れ
て
→
隠
れ
て
（
⑤
２
枚
目
７
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
２
行
目
）
122
出
Ｘ×
→
出
出
Ｘは
「
山
」
を
上
下
に
二
つ
重
ね
た
か
た
ち
。
三
八
頁
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
三
九
九
頁
）
は
出
Ｘを
「
出
」
の
俗
字
と
す
る
。
縦
画
が
一
本
し
か
な
い
か
た
ち
は
、「
出
」
と
見
た
。
出
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
八
頁
）
●
出
Ｘ資
→
出
資
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
行
目
）
18
11
●
出
Ｘ征
→
出
征
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
４
行
目
）
10
19
10
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
12
142
21
●
出
Ｘて
→
出
て
（
①
枚
目
２
行
目
）
→
（
①
頁
下
６
行
目
）
11
10
●
買
出
Ｘし
→
買
出
し
（
②
１
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
６
行
目
）
159
●
出
Ｘる
と
→
出
る
と
（
②
１
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
９
行
目
）
14
159
●
取
出
Ｘし
て
→
取
出
し
て
（
②
２
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
）
159
15
●
出
Ｘし
て
→
出
し
て
（
③
３
枚
目
６
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
177
16
（
④
７
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
14
142
17
●
出
Ｘた
→
出
た
（
③
６
枚
目
５
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）〔
同
じ
行
の
178
18
直
後
に
「
出
」
が
二
箇
所
あ
る
〕
●
出
Ｘ来
て
→
出
来
て
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
７
行
目
）
12
140
●
出
Ｘ身
→
出
身
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
13
140
18
（
④
４
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
25
（
⑤
３
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
６
行
目
）
18
122
●
日
の
出
Ｘ→
日
の
出
（
④
８
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
５
行
目
）
10
143
●
出
Ｘ廷
→
出
廷
（
④
９
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
５
行
目
）
16
143
●
思
ひ
出
Ｘさ
う
→
思
ひ
出
さ
う
（
⑤
３
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
122
20
●
思
ひ
出
Ｘし
た
→
思
ひ
出
し
た
（
⑤
３
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
５
行
目
）
17
122
●
出
Ｘま
す
ね
→
出
ま
す
ね
（
⑤
５
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
123
11
●
突
出
Ｘし
て
→
突
出
し
て
（
⑤
６
枚
目
９
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
９
行
目
～
行
目
）
123
10
○
出
雲
崎
→
出
雲
崎
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
７
行
目
）
14
○
出
来
た
→
出
来
た
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
行
目
）
18
11
○
出
し
て
→
出
し
て
（
①
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
頁
上
８
行
目
）
12
11
（
②
６
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
20
161
14
（
②
７
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
②
頁
上
６
行
目
）
17
18
162
（
③
３
枚
目
８
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
177
16
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
５
行
目
）
16
142
○
出
か
け
→
出
か
け
（
①
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
頁
上
９
行
目
）
12
11
○
出
た
→
出
た
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
５
行
目
）
14
12
12
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
17
178
11
（
③
６
枚
目
５
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）〔
自
筆
原
稿
178
18
６
枚
目
５
行
目
で
は
出
Ｘ・「
出
」・「
出
」
の
順
に
出
現
〕
（
③
６
枚
目
５
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
178
18
（
③
６
枚
目
６
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
178
19
（
③
９
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
５
行
目
）
10
179
（
⑤
８
枚
目
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
１
行
目
）
124
○
出
来
あ
が
り
→
出
来
あ
が
り
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
15
12
16
○
出
し
た
→
出
し
た
（
①
枚
目
２
行
目
）
→
（
③
頁
上
３
行
目
～
４
行
目
）
18
13
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
11
178
22
（
③
７
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
12
13
178
17
（
③
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
10
11
12
179
22
（
③
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
10
12
179
22
（
⑤
２
枚
目
９
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
４
行
目
）
122
○
取
出
し
→
取
出
し
三
九
頁
（
②
４
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
15
160
19
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
22
167
19
○
出
し
→
出
し
（
②
９
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
162
20
○
出
稼
ぎ
→
出
稼
ぎ
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
９
行
目
）
10
11
163
○
出
来
な
い
→
出
来
な
い
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
１
行
目
）
18
18
166
○
出
せ
ね
→
出
せ
ね
（
②
枚
目
３
行
目
～
４
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
20
167
21
○
出
来
る
→
出
来
る
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
５
行
目
）
20
11
167
（
⑤
８
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
５
行
目
）
11
124
○
出
征
→
出
征
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
９
行
目
）
15
176
（
③
４
枚
目
３
行
目
）
→
（
③
頁
下
８
行
目
）
177
（
④
８
枚
目
２
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
142
23
○
出
て
→
出
て
（
③
４
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
12
177
15
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
２
行
目
）
16
178
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
13
144
12
（
⑤
１
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
⑤
頁
９
行
目
）
17
18
121
○
思
ひ
出
→
思
ひ
出
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
10
178
14
（
⑤
３
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
２
行
目
）
14
122
○
出
来
て
→
出
来
て
（
③
８
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
上
８
行
目
）
179
○
出
す
と
→
出
す
と
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
11
179
11
○
出
来
な
か
つ
た
→
出
来
な
か
つ
た
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
19
179
19
○
出
れ
ば
→
出
れ
ば
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
２
行
目
）
11
142
○
目
出
度
く
→
目
出
度
く
（
④
８
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
13
143
10
○
出
発
→
出
発
（
④
９
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
143
24
（
④
９
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
８
行
目
）
18
143
（
④
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
10
143
13
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
10
15
143
21
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
17
144
15
（
④
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
12
144
20
○
出
す
→
出
す
（
④
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
④
頁
下
７
行
目
～
12
12
13
144
８
行
目
）
○
總
出
→
総
出
（
④
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
13
144
17
○
出
る
と
→
出
る
と
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
行
目
）
20
121
10
○
出
ま
せ
う
→
出
ま
せ
う
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
７
行
目
）
15
122
○
演
出
→
演
出
（
⑤
４
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
16
○
出
る
→
出
る
（
⑤
４
枚
目
７
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
17
（
⑤
４
枚
目
９
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
～
行
目
）
122
19
20
從
◎
→
従
●
從
来
→
従
来
（
①
９
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
行
目
）
15
●
從
つ
て
→
従
つ
て
（
②
８
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
162
17
（
②
９
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
下
９
行
目
）
162
（
③
８
枚
目
６
行
目
）
→
（
③
頁
上
６
行
目
）
179
●
從
ひ
→
従
ひ
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
21
15
167
歴
Ｘ◎
→
歴
歴
Ｘは
「
歴
」
の
旧
字
体
で
、「
歴
」
の
構
成
要
素
が
「
木
」
で
は
な
く
「
禾
」
を
使
う
か
た
ち
。
●
歴
Ｘ乎
と
し
た
→
歴
乎
と
し
た
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
行
目
）
11
22
四
〇
頁
逑
Ｘ◎
→
述
逑
Ｘは
「
逑
」
の
二
点
之
繞
が
一
点
之
繞
の
か
た
ち
。
「
逑
」
と
「
述
」
は
別
字
。『
新
字
源
』
は
、「
逑
」
に
つ
い
て
、「
形
声
。
音
符
求
キ」
と
し
、「
あ
つ
め
る
（
集
）」・「
あ
ウ
う（
合
）」・「
つ
れ
あ
い
」な
ど
の
意
味
を
掲
げ（
九
九
九
頁
）、
「
述
」
に
つ
い
て
、
之
繞
と
「
ひ
っ
つ
く
意
と
音
と
を
示
す
朮
と
か
ら
成
」
る
と
説
明
す
る
（
九
九
五
頁
）。
●
詳
逑
Ｘし
ま
す
→
詳
述
し
ま
す
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
２
行
目
）
14
10
●
逑
Ｘべ
る
→
述
べ
る
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
６
行
目
）
11
13
163
●
逑
Ｘべ
ま
す
→
述
べ
ま
す
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
19
164
19
●
逑
Ｘべ
た
→
述
べ
た
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
19
13
166
13
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
10
177
21
（
③
７
枚
目
７
行
目
～
８
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
178
12
●
逑
Ｘべ
て
→
述
べ
て
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
16
142
25
黄
Ｘ◎
→
黄
黄
Ｘは
「
黄
」
の
旧
字
体
で
、「
廿
」
＋
「
一
」
＋
「
由
」
＋
「
ハ
」
の
か
た
ち
。
●
琉
黄
Ｘ島
→
硫
黄
島
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
３
行
目
）
16
10
●
黄
Ｘ味
→
黄
身
（
①
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
13
13
●
硫
黄
Ｘ島
→
硫
黄
島
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
19
166
戰
Ｘ×
→
戦
戰
Ｘは
「
戰
」
の
偏
「
單
」
の
上
部
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
。
戰
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
戰
Ｘ歿
→
戦
歿
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
３
行
目
）
16
10
（
⑤
４
枚
目
４
行
目
～
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
13
●
終
戰
Ｘ→
終
戦
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
４
行
目
）
16
10
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
４
行
目
）
10
17
10
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
５
行
目
）
10
20
10
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
18
178
21
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
６
行
目
）
18
141
●
戰
Ｘ争
→
戦
争
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
３
行
目
）
10
17
10
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
４
行
目
）
10
19
10
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
16
12
13
（
②
４
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
160
13
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
16
165
19
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
16
165
20
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
〔
削
除
〕
16
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
165
17
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
165
19
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
166
15
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
～
行
目
）
18
11
166
17
18
（
②
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）
19
166
●
戰
Ｘ死
→
戦
死
（
①
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
16
12
14
（
②
５
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
161
10
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
16
12
165
（
②
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
165
13
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
５
行
目
）
19
166
●
戰
Ｘ闘
帽
→
戦
闘
帽
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
12
163
21
●
戰
Ｘ歿
者
→
戦
歿
者
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
16
165
21
●
戰
Ｘ死
者
→
戦
死
者
（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
20
17
18
167
10
●
戰
Ｘ前
→
戦
前
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
７
行
目
）
12
176
（
④
６
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
142
11
四
一
頁
●
戰
Ｘふ
→
争
ふ
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
１
行
目
）
11
142
●
戰
Ｘ力
→
戦
力
（
④
８
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
～
行
目
）
20
143
15
16
●
敗
戰
Ｘ→
敗
戦
（
④
９
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
５
行
目
）
15
143
●
戰
Ｘ犯
→
戦
犯
（
④
９
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
５
行
目
）
15
143
戰
Ｙ→
戦
戰
Ｙは
「
戦
」
の
偏
の
上
部
に
、
点
を
二
つ
打
っ
た
か
た
ち
。
●
戰
Ｙ争
→
戦
争
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
165
19
佛
◎
→
仏
●
佛
敎
→
仏
教
（
①
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
14
11
19
○
仏
参
→
仏
参
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
４
行
目
）
15
13
12
○
念
仏
→
法
事
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
15
19
12
10
○
仏
敎
→
仏
教
（
②
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
頁
上
３
行
目
）
15
165
○
仏
敎
徒
Ｘ→
仏
教
徒
〔
徒
Ｘは
「
徒
」
の
旁
が
赱
の
か
た
ち
〕
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
165
15
○
即
身
成
仏
→
即
身
成
仏
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
16
166
22
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
１
行
目
）
18
18
166
○
仏
果
→
仏
果
（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
21
15
16
167
○
念
仏
→
念
仏
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
16
179
16
禮
◎
→
礼
●
失
禮
→
失
礼
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
10
10
13
●
禮
拜
→
礼
拝
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
11
11
163
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
12
164
14
●
三
禮
→
三
礼
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
15
14
165
11
●
お
禮
→
お
礼
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
８
行
目
）
20
15
167
●
一
禮
→
一
礼
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
20
141
10
○
礼
拜
→
礼
拝
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
７
行
目
）
12
17
164
（
⑤
４
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
16
○
一
礼
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
８
行
目
）
12
18
164
（
②
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
21
167
13
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
６
行
目
）
10
178
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
15
178
19
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
16
178
20
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
17
178
20
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
１
行
目
）
18
142
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
行
目
～
行
目
）〔
加
20
121
10
11
筆
部
分
〕
○
失
礼
→
失
礼
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
21
17
167
（
④
２
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
140
15
（
④
６
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
142
14
○
返
礼
→
返
礼
（
④
４
枚
目
２
行
目
）
→
（
④
頁
下
１
行
目
）
141
壯
◎
→
壮
●
壯
丁
→
壮
丁
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
５
行
目
）
10
20
10
●
壯
行
会
→
壮
行
会
（
③
４
枚
目
５
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
177
10
（
③
４
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
177
11
（
③
４
枚
目
９
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
177
13
●
壯
年
→
壮
年
四
二
頁
（
③
９
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
18
179
12
戻
Ｘ◎
→
戻
戻
Ｘは
「
戻
」
の
旧
字
体
で
、
構
成
要
素
「
大
」
が
「
犬
」
の
か
た
ち
。
●
戻
Ｘつ
て
→
戻
つ
て
（
①
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
頁
下
７
行
目
）
11
10
●
戻
Ｘつ
た
→
戻
つ
た
（
②
枚
目
２
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
21
167
14
歸
◎
→
帰
●
歸
つ
て
→
帰
つ
て
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）〔
ボ
ー
ル
ペ
11
15
10
18
ン
の
筆
蹟
部
分
〕
○
帰
つ
て
→
帰
つ
て
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
８
行
目
）
15
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
頁
下
６
行
目
）
11
10
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
12
10
11
11
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
〔
削
除
〕
13
（
②
７
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
～
161
20
行
目
）
21
（
②
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
上
３
行
目
）
10
163
○
帰
れ
ば
→
帰
れ
ば
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
～
行
目
）
12
11
11
11
12
○
帰
省
（
①
枚
目
５
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
14
11
20
○
帰
る
→
帰
る
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
６
行
目
）
14
14
12
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
１
行
目
）
16
15
13
○
帰
り
（
②
２
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
４
行
目
）
11
160
○
に
掲
げ
た
以
外
に
も
自
筆
原
稿
に
「
帰
」
と
使
っ
た
箇
所
は
多
く
あ
る
が
、
挙
例
は
略
し
た
。
聯
Ｘ×
→
聯
聯
Ｘは
「
聯
」
の
旁
が
「
并
」
の
か
た
ち
。
●
聯
Ｘ隊
長
→
聯
隊
長
（
①
枚
目
３
行
目
）
→
（
①
頁
下
８
行
目
）
11
10
辯
◎
→
弁
●
東
京
辯
→
東
京
弁
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）〔
欄
外
の
吹
11
19
10
20
き
出
し
に
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
訂
正
〕
辯
Ｘ×
→
弁
辯
Ｘは
、「
辯
」
の
左
と
中
央
と
も
に
「
言
」
の
か
た
ち
。
連
載
第
四
回
枚
目
行
目
に
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、「
辯
」
10
11
の
か
た
ち
が
見
え
る
。
●
活
辯
Ｘ→
活
弁
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
10
11
143
19
○
弁
当
→
弁
当
〔
旧
字
体
で
は
「
辨
」〕
（
①
８
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
９
頁
上
行
目
）〔
欄
外
〕
16
○
弁
へ
て
→
弁
へ
て
〔
旧
字
体
で
は
「
辨
」〕
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
９
行
目
）
21
20
167
丈
Ｘ×
→
丈
丈
Ｘは
「
丈
」
の
右
肩
に
点
を
打
っ
た
か
た
ち
。
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
二
十
三
頁
）
は
丈
Ｘを
「
丈
」
の
別
体
と
す
る
。『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
四
〇
五
頁
）
は
、
丈
Ｘを
「
丈
」
の
俗
字
と
す
る
。
丈
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
四
六
頁
）
●
大
丈
Ｘ夫
→
大
丈
夫
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
１
行
目
）
11
20
11
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
（
①
頁
上
３
行
目
）
12
11
●
方
丈
Ｘ→
方
丈
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
19
14
166
14
●
八
丈
Ｘヶ
島
→
八
丈
ヶ
島
（
④
５
枚
目
３
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
141
19
●
八
丈
Ｘ→
八
丈
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
５
行
目
）
15
142
○
丈
夫
→
丈
夫
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
12
177
22
四
三
頁
才
◎
→
歳
●
五
十
二
才
→
五
十
二
歳
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
12
19
11
18
●
二
十
四
、
五
才
→
二
十
四
、
五
歳
（
②
２
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）
→
（
②
頁
上
１
行
目
～
160
２
行
目
）
●
四
十
五
、
六
才
→
四
十
五
六
歳
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
12
177
21
●
三
十
才
→
三
十
歳
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
８
行
目
）
15
140
●
十
六
七
才
→
十
六
七
歳
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
15
142
24
●
三
才
→
三
歳
（
④
９
枚
目
４
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
～
行
目
）
143
19
20
●
六
才
→
六
歳
（
④
９
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
143
20
○
七
十
歳
→
七
十
歳
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
９
行
目
）
20
142
臟
◎
→
臓
臟
は
草
書
体
。
●
肝
臟
→
肝
臓
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
12
20
11
19
（
①
枚
目
８
行
目
）
→
（
①
頁
下
６
行
目
）
13
11
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
頁
下
６
行
目
）
13
11
△
肝
臟
・
臓
→
肝
臓
〔「
臟
」・「
臓
」
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
〕
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
４
行
目
）
14
12
12
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
７
行
目
）
15
16
12
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
９
行
目
）
21
20
167
眞
Ｘ×
→
真
眞
Ｘは
「
眞
」
の
上
部
が
「
直
」
の
か
た
ち
。
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
一
五
六
一
頁
）
は
眞
Ｘを
「
真
」
の
別
体
と
す
る
。『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
三
九
八
頁
）
は
眞
Ｘを
「
眞
」
の
俗
字
と
す
る
。
●
眞
Ｘ冬
→
真
冬
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
８
行
目
）
13
10
11
●
眞
Ｘ言
宗
→
真
言
宗
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
３
行
目
）
14
10
12
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）
13
17
164
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
12
164
14
●
眞
Ｘ面
目
→
真
面
目
（
①
枚
目
５
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
～
行
目
）
16
12
16
17
●
眞
Ｘ似
→
真
似
（
②
６
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
161
22
（
②
枚
目
行
目
～
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
下
９
21
20
22
167
行
目
）
●
寫
眞
Ｘ→
写
真
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
12
163
20
●
眞
Ｘ二
つ
→
真
二
つ
（
③
４
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
15
16
177
18
（
③
４
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
20
177
21
22
●
眞
Ｘ鴨
→
真
鴨
（
⑤
枚
目
４
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
５
行
目
）
11
125
（
⑤
枚
目
７
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
８
行
目
）
11
125
眞
◎
→
真
●
眞
最
中
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
12
17
144
11
○
真
赤
な
→
真
紅
の
（
②
２
枚
目
８
行
目
）
→
真
紅
の
（
②
頁
上
３
行
目
）
161
○
正
直
一
途
→
正
直
一
途
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
10
12
163
10
○
正
直
→
正
直
（
④
４
枚
目
７
行
目
）
→
（
④
頁
下
５
行
目
）
141
减
◎
→
減
●
减
つ
た
→
減
つ
た
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
13
15
11
11
●
减
多
→
減
多
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
５
行
目
～
６
行
目
）
19
123
四
四
頁
操
Ｘ×
→
操
操
Ｘは
、
構
成
要
素
「
品
」
の
下
部
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
。
操
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
操
Ｘ縱
→
操
縦
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
13
18
11
13
縱
◎
→
縦
●
操
Ｘ縱
→
操
縦〔
操
Ｘは
、構
成
要
素「
品
」の
下
部
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
〕
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
13
18
11
13
疵
◎
→
庇
『
大
漢
和
辞
典
』（
第
七
巻
、
一
一
五
八
頁
）
は
、
康
煕
字
典
を
引
用
し
て
「
疵
」
は
「
庇
」
に
通
ず
、
と
す
る
。
●
疵
ひ
→
庇
ひ
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
５
行
目
）
14
12
12
（
⑤
７
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
20
124
17
假
◎
→
仮
●
假
寢
→
仮
寝
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
14
18
12
11
●
假
に
→
仮
に
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
16
18
165
10
寢
◎
→
寝
●
假
寢
→
仮
寝
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
14
18
12
11
●
寢
な
く
て
は
→
寝
な
く
て
は
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
７
行
目
）
15
16
12
●
寢
箱
→
寝
箱
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
15
13
19
●
晝
寢
→
昼
寝
（
②
３
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
160
20
●
寢
床
→
寝
床
（
②
７
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
４
行
目
）
14
162
経
◎
→
終
●
経
り
→
終
り
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
頁
上
21 行
目
）
15
12
樂
◎
→
楽
●
千
秋
樂
→
千
秋
楽
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
３
行
目
）
15
12
12
（
③
３
枚
目
７
行
目
～
８
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
177
17
（
④
７
枚
目
７
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
142
11
●
樂
→
楽
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
13
163
22
●
田
樂
豆
腐
→
田
楽
豆
腐
（
③
２
枚
目
４
行
目
～
５
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
176
15
●
樂
し
み
→
楽
し
み
（
④
７
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
142
12
●
樂
し
め
→
楽
し
め
（
④
枚
目
９
行
目
）
→
（
④
頁
下
１
行
目
～
２
行
目
）
12
144
來
◎
→
来
●
家
來
→
家
来
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
上
９
行
目
）
17
13
（
⑤
７
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
14
124
13
●
來
た
れ
→
来
た
れ
（
③
９
枚
目
５
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
179
23
右
掲
以
外
に
も
、
自
筆
原
稿
で
は
『
新
潮
』
で
「
来
」
と
さ
れ
る
文
字
が
多
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
今
野
真
二
『
消
さ
れ
た
漱
石―
明
治
の
日
本
語
の
探
し
方
―
』（
笠
間
書
院
、二
〇
〇
八
年
六
月
一
日
、九
十
九
頁
）
に
倣
っ
て
「
来
」
の
楷
書
あ
る
い
は
行
書
の
筆
順
で
い
え
ば
、
第
二
画
・
第
三
画
を
横
画
一
本
の
よ
う
に
書
き
、
第
一
画
・
第
四
画
と
併
せ
て
横
画
三
本
の
か
た
ち
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
か
た
ち
は
、「
来
」・「
來
」
の
い
ず
れ
を
想
定
し
た
も
の
か
判
別
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
。
四
五
頁
籔
◎
→
藪
●
籔
→
藪
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
13
10
○
藪
路
→
藪
路
（
①
５
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
８
頁
上
７
行
目
）
鷄
◎
→
鶏
●
鷄
卵
→
鶏
卵
（
①
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
13
11
○
鷄
卵
→
鷄
卵
（
②
１
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
）
20
159
13
○
鷄
卵
→
鷄
卵
（
②
２
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
）
159
14
右
の
よ
う
に
『
新
潮
』
連
載
第
一
回
本
文
で
は
自
筆
原
稿
「
鷄
」
に
換
え
て
「
鶏
」
を
使
っ
て
い
る
が
、
連
載
第
二
回
本
文
で
は
自
筆
原
稿
と
同
じ
く
「
鷄
」
を
使
う
。
晝
◎
→
昼
●
晝
間
→
昼
間
（
①
枚
目
７
行
目
）
→
（
①
枚
目
上
行
目
）
17
13
12
●
晝
寢
→
昼
寝
（
②
３
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
160
20
●
お
晝
ご
ろ
→
お
昼
ご
ろ
（
④
１
枚
目
６
行
目
）
→
（
④
頁
３
行
目
）〔
本
文
右
脇
に
140
訂
正
〕
○
昼
食
→
昼
食
（
③
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）〔
欄
外
の
吹
10
11
179
20
き
出
し
に
訂
正
〕
將
◎
→
将
●
青
大
將
→
青
大
将
（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
13
14
13
17
●
將
兵
→
将
兵
（
⑤
４
枚
目
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
13
噛
×
→
噛
Ｘ
噛
Ｘは
、
拡
張
新
字
体
「
噛
」
の
正
字
体
で
、
旁
が
「
齒
」
の
か
た
ち
。
●
噛
ん
で
→
噛
Ｘん
で
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
13
13
●
噛
ま
れ
→
噛
Ｘま
れ
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
14
13
17
賴
◎
→
頼
●
賴
ん
で
→
頼
ん
で
（
①
枚
目
４
行
目
）
→
（
①
頁
下
５
行
目
）
18
13
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
行
目
）
18
11
13
10
（
②
７
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
１
行
目
）
12
162
●
賴
ん
だ
→
頼
ん
だ
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
頁
下
９
行
目
）
18
13
●
賴
み
に
→
頼
み
に
（
②
３
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
160
16
（
②
４
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
１
行
目
）
18
161
●
賴
む
→
頼
む
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）
16
165
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）〔
同
一
行
に
16
165
二
箇
所
〕
●
賴
ら
う
と
し
て
→
頼
ら
う
と
し
て
（
③
８
枚
目
９
行
目
）
→
（
③
頁
上
９
行
目
～
行
目
）
179
10
●
賴
も
し
→
頼
も
し
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
７
行
目
）
18
141
△
賴
・
頼
ん
で
→
頼
ん
で
〔「
賴
」・「
頼
」
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
〕
（
①
５
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
下
５
行
目
）
16
13
寫
◎
→
写
●
寫
し
→
写
し
（
①
枚
目
６
行
目
）
→
（
①
頁
下
６
行
目
）
18
13
●
寫
眞
Ｘ→
写
真
〔
眞
Ｘは
「
眞
」
の
上
部
が
「
直
」
の
か
た
ち
〕
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
12
163
20
四
六
頁
遥
×
→
遙
●
遥
か
→
遙
か
（
②
１
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
）
15
159
10
恊
◎
→
協
『
大
漢
和
辞
典
』（
第
四
巻
、
一
〇
二
五
頁
）
は
、「
恊
」
は
「
協
」
に
同
じ
と
し
、「
参
考
」
に
は
「
協
は
衆
人
の
和
す
る
意
、
恊
は
衆
心
の
和
す
る
意
。
今
同
用
す
る
。」
と
あ
る
。
大
町
桂
月
『
誤
れ
る
文
字
文
章
』（
有
精
堂
書
店
、
一
九
一
五
年
六
月
十
四
日
、
二
十
三
頁
）
は
「
恊
」
を
「
お
び
や
か
す
」
意
と
し
て
「
協
」・「
恊
」
の
混
同
を
退
け
る
。
他
方
、『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
三
九
三
頁
）
は
「
恊
」
を
「
協
」
の
通
用
字
と
す
る
。
太
田
晶
二
郎
「
古
文
書
の
よ
み
方
」（『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
五
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
一
月
十
日
、
四
〇
四
頁
。
初
出
は
『
郷
土
研
究
講
座
』
第
七
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
五
七
年
十
二
月
十
日
）
も
、
立
心
偏
を
木
偏
の
異
体
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
例
に
「
恊
」「
協
」
を
例
示
す
る
。
●
農
恊
→
農
協
（
②
１
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
５
行
目
～
６
行
目
）
159
（
②
１
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
）
18
159
12
（
②
１
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
）
20
159
13
（
②
４
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
15
160
20
（
②
８
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）
15
162
（
④
１
枚
目
７
行
目
）
→
（
④
頁
４
行
目
）
140
○
農
協
→
農
協
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
12
163
18
強
Ｘ◎
→
強
強
Ｘは
「
強
」
の
旧
字
体
で
、
旁
の
「
ム
」
の
部
分
が
「
口
」
の
か
た
ち
。
●
勉
強
Ｘ→
勉
強
（
②
２
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
行
目
）
159
16
●
強
Ｘく
→
強
く
（
⑤
枚
目
７
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
125
14
憶
◎
→
臆
●
憶
面
→
臆
面
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
（
①
９
頁
下
７
行
目
）
13
派
Ｘ×
→
派
派
Ｘは
「
派
」
の
旁
が
「
爪
」
に
似
て
、
左
払
い
の
下
に
縦
画
を
三
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
。
伏
見
冲
敬
編
『
書
道
大
字
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
九
月
二
〇
日
、
上
、
一
二
八
六
頁
）
は
派
Ｘの
か
た
ち
を
「
派
」
の
楷
書
体
の
例
に
掲
げ
る
。
●
派
Ｘ手
→
派
手
（
②
２
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
上
２
行
目
）
160
●
立
派
Ｘ→
立
派
（
③
８
枚
目
９
行
目
）
→
（
③
頁
上
９
行
目
）
179
●
特
派
Ｘ員
→
特
派
員
（
④
９
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
10
143
25
（
④
枚
目
６
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
10
143
14
徒
Ｘ×
→
徒
徒
Ｘは
「
徒
」
の
旁
が
「
赱
」
の
か
た
ち
。
『
常
用
書
体
字
典
』（
一
四
七
頁
）
で
は
「
徒
」
の
楷
書
体
・
行
書
体
・
草
書
体
の
例
に
徒
Ｘの
か
た
ち
を
掲
げ
る
。『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』
は
徒
Ｘを
「
徒
」
の
別
体
と
す
る
。
●
檀
信
徒
Ｘ会
舘
→
檀
信
徒
会
館
（
②
２
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
６
行
目
～
７
行
目
）
13
160
●
檀
徒
Ｘ→
檀
徒
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
10
11
163
10
●
仏
敎
徒
Ｘ→
仏
教
徒
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
165
15
○
門
徒
宗
→
門
徒
宗
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
（
①
頁
上
９
行
目
）
14
12
○
檀
徒
会
舘
→
檀
徒
会
館
（
⑤
４
枚
目
１
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
10
樓
◎
→
楼
●
鐘
樓
→
鐘
楼
四
七
頁
（
②
２
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
８
行
目
）
15
160
●
橦
樓
→
鐘
楼
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
18
122
10
瓢
Ｘ×
→
瓢
箪
Ｘ×
→
箪
Ｙ
瓢
Ｘは
「
瓢
」
の
旁
が
「
爪
」
の
か
た
ち
。
箪
Ｘは
「
箪
」
の
構
成
要
素
「
ツ
」
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
。
箪
Ｙは
「
箪
」
の
旧
字
体
で
、
竹
冠
の
下
が
「
單
」
の
か
た
ち
。
瓢
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
四
六
頁
）
箪
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
瓢
Ｘ箪
Ｘ型
→
瓢
箪
Ｙ型
（
②
３
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）
16
160
櫻
◎
→
桜
●
山
櫻
→
山
桜
（
②
３
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
６
行
目
）
19
160
勸
◎
→
勧
「
勧
」
の
偏
の
上
部
に
、
行
書
体
の
草
冠
が
「
ム
」
に
似
通
っ
た
か
た
ち
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、「
勧
」で
は
な
く
「
勸
」
と
見
做
し
た
。
な
お
、
偏
を
同
じ
く
す
る
「
歓
」（
⑤
９
枚
目
３
行
目
→
⑤
頁
下
行
目
）
が
自
筆
原
稿
に
見
え
る
が
、
124
15
こ
ち
ら
は
明
ら
か
に
「
歡
」
で
は
な
く
「
歓
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
●
勸
め
て
→
勧
め
て
（
②
４
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
16
160
21
○
勧
進
→
勧
進
（
⑤
３
枚
目
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
122
18
斂
Ｘ×
→
斂
斂
Ｘは
「
斂
」
の
偏
「
僉
」
が
、「
剣
」
の
偏
の
か
た
ち
。
斂
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
七
頁
）
●
葬
斂
Ｘ→
葬
斂
（
②
５
枚
目
２
行
目
）
→
（
②
頁
上
４
行
161
目
）
等
Ｘ◎
→
等
等
Ｘは
「
等
」
の
竹
冠
が
、
草
冠
の
か
た
ち
。
『
常
用
書
体
字
典
』（
三
一
九
頁
）
で
は
、「
等
」
の
楷
書
体
・
行
書
体
の
例
に
等
Ｘの
か
た
ち
を
掲
げ
て
「
伝
統
的
に
は
」
等
Ｘに
「
作
る
こ
と
が
多
い
」と
す
る
。
ま
た
、山
田
忠
雄
『
当
用
漢
字
の
新
字
体―
制
定
の
基
盤
を
た
づ
ね
る―
』（
新
生
社
、
一
九
五
八
年
七
月
二
十
五
日
、
四
十
四
頁
）
は
、
竹
冠
と
草
冠
と
が
、「
異
体
字
に
お
い
て
大
規
模
に
通
用
す
る
事
実
が
あ
る
」
と
す
る
。
●
等
Ｘ級
→
等
級
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
10
161
11
●
平
等
Ｘ→
平
等
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
８
行
目
）
15
11
165
●
子
等
Ｘ→
子
等
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）
16
165
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）〔
同
一
行
に
16
165
二
回
使
用
〕
萬
◎
→
万
●
五
萬
円
→
五
万
円
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
12
161
11
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
161
12
●
拾
萬
円
→
拾
万
円
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
～
行
目
）
19
161
18
19
〔「
萬
」
は
草
書
体
。
自
筆
原
稿
連
載
の
他
の
箇
所
は
全
て
「
萬
」
も
し
く
は
「
万
」
の
楷
書
体
。
第
二
回
５
枚
目
に
お
い
て
も
、
こ
の
５
枚
目
行
目
だ
け
が
草
書
体
で
、
19
残
る
行
目
と
行
目
は
楷
書
体
〕
12
13
●
萬
端
→
万
端
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
２
行
目
）
12
11
164
○
二
万
円
→
二
万
円
（
②
５
枚
目
２
行
目
）
→
（
②
頁
上
５
行
目
）
161
（
②
５
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
上
５
行
目
）
161
○
三
万
円
→
三
万
円
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
10
161
10
四
八
頁
○
五
万
円
→
五
万
円
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
10
161
11
○
拾
万
円
→
拾
万
円
（
②
５
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
上
９
行
目
）
161
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
10
161
11
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
11
161
11
○
一
粒
万
倍
→
一
粒
万
倍
（
②
８
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
162
14
○
何
万
遍
→
何
万
遍
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
165
19
耕
Ｘ×
→
耕
耕
Ｘは
、
｢ 耕
｣ の
草
書
体
に
似
る
が
、
偏
の
第
一
画
が
左
払
い
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
の
筆
勢
で
第
二
画
の
横
画
に
続
く
か
た
ち
。
「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」〔
http://joao-roiz.j
p/HNG11/ 〕
で
は
、『
齊
民
要
術
卷
五
』（
略
称
「
斉
民
要
術
」）
に
似
た
か
た
ち
が
見
え
る
。
●
耕
Ｘす
→
耕
す
（
②
６
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
161
22
●
耕
Ｘ作
→
耕
作
（
②
６
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
161
（
②
６
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
６
行
目
）
11
161
●
耕
Ｘし
→
耕
し
（
⑤
９
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
３
行
目
）
13
125
搜
◎
→
捜
●
搜
し
ま
す
→
捜
し
ま
す
（
②
６
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
～
６
行
目
）
10
161
隙
Ｘ×
→
隙
隙
Ｘは
「
隙
」
の
旁
の
上
部
が
「
小
」・「
少
」
で
は
な
く
「
大
」
と
見
え
る
か
た
ち
。
●
隙
Ｘ間
→
隙
間
（
②
７
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
９
行
目
）
20
162
●
隙
Ｘ→
隙
（
⑤
枚
目
８
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
125
15
暦
Ｘ◎
→
暦
暦
Ｘは
「
暦
」
の
旧
字
体
で
、「
暦
」
の
構
成
要
素
の
「
木
」
が
「
禾
」
の
か
た
ち
。
●
柱
暦
Ｘ→
柱
暦
（
②
８
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
162
13
●
暦
Ｘ→
暦
（
②
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
11
163
22
晩
Ｘ◎
→
晩
晩
Ｘは
「
晩
」
の
旧
字
体
で
、
旁
の
「
免
」
の
上
部
が
「
刀
」
の
か
た
ち
。
●
晩
Ｘは
→
晩
は
（
②
６
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
17
161
12
●
昨
晩
Ｘ→
昨
晩
（
②
８
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
11
162
21
從
◎
→
従
●
從
つ
て
→
従
つ
て
（
②
９
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
下
９
行
目
）
162
（
③
８
枚
目
６
行
目
）
→
（
③
頁
上
６
行
目
）
179
●
從
ひ
→
従
ひ
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
21
15
167
僅
Ｘ◎
→
僅
僅
Ｘは
「
僅
」
の
旧
字
体
で
、
旁
の
上
部
が
「
廿
」
の
か
た
ち
。
●
僅
Ｘか
→
僅
か
（
②
９
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
162
12
喜
Ｘ×
→
喜
喜
Ｘは
「
喜
」
の
草
書
体
に
類
似
し
、「
七
」
を
中
央
上
部
に
置
き
、そ
の
下
部
に
「
七
」を
横
に
二
つ
並
べ
た
か
た
ち
。「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」〔
http://joao-roiz.jp/HN
G11/ 〕
で
は
、『
金
剛
大
教
王
經
卷
第
二
』（
略
称
「
院
政
大
教
」）
に
似
た
か
た
ち
が
見
え
る
。
ま
た
、
太
田
晶
二
郎
「
古
文
書
の
よ
み
方
」（『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
五
冊
、
吉
川
四
九
頁
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
一
月
十
日
、
四
一
八
頁
。
初
出
は
『
郷
土
研
究
講
座
』
第
七
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
五
七
年
十
二
月
十
日
）
に
は
「
喜
」
の
異
体
字
と
し
て
喜
Ｘが
見
え
る
。
●
喜
Ｘぶ
→
喜
ぶ
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
10
20
163
17
●
喜
Ｘび
→
喜
び
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
６
行
目
）
20
12
167
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
11
178
16
●
歓
喜
Ｘ→
歓
喜
（
⑤
９
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
124
15
拜
◎
→
拝
●
礼
・
禮
拜
→
礼
拝
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
11
11
163
（
②
枚
目
７
行
目
）
→
（
②
頁
上
７
行
目
）
12
164
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
12
164
14
（
⑤
４
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
16
●
拜
む
→
拝
む
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
１
行
目
）
13
15
164
●
拜
聴
→
拝
聴
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
142
20
●
拜
み
に
→
拝
み
に
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
20
122
13
祭
Ｘ×
→
祭
祭
Ｘは
、「
処
」
の
「
几
」
に
換
え
て
「
ソ
」
の
運
筆
を
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
二
画
を
上
部
に
置
き
、
そ
の
下
に
「
示
」
を
配
し
た
か
た
ち
。「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〔
http://j
oao-roiz.jp/HNG11/ 〕」
で
は
、『
日
本
書
紀
卷
二
十
四
( 兼
右
本
) 』（
略
称
「
兼
右
紀
」）
に
似
た
か
た
ち
が
見
え
る
。
24
祭
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
五
四
頁
）
●
祭
Ｘ壇
→
祭
壇
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
５
行
目
）
11
12
163
（
②
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
12
163
15
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
12
163
19
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
12
164
21
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
６
行
目
）
10
178
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
16
178
19
（
⑤
４
枚
目
７
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
16
●
冠
婚
葬
祭
Ｘ→
冠
婚
葬
祭
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
８
行
目
）
13
176
●
鎭
魂
祭
Ｘ→
鎮
魂
祭
（
⑤
４
枚
目
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
13
●
祭
Ｘ→
祭
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
12
122
22
器
Ｘ×
→
器
「
器
」
の
上
下
の
構
成
要
素
は
「
口
」
を
横
に
二
つ
並
べ
て
い
る
が
、
噐
Ｘは
「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
構
成
要
素
を
、「
大
」
の
上
下
に
配
す
る
か
た
ち
。
器
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
食
器
Ｘ→
食
器
（
②
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
12
163
17
●
録
Ｘ音
器
Ｘ→
録
音
器
〔
録
Ｘは
「
録
」
の
旧
字
体
で
、
旁
が
「
祿
」
と
同
じ
か
た
ち
〕
（
⑤
４
枚
目
８
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
17
噐
Ｙ×
→
器
「
噐
」
の
上
下
の
構
成
要
素
は
「
口
」
を
横
に
二
つ
並
べ
て
い
る
が
、
噐
Ｙは
「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
構
成
要
素
を
、「
工
」
の
上
下
に
配
す
る
か
た
ち
。
な
お
、
自
筆
原
稿
連
載
第
五
回
３
枚
目
行
目
に
は
「
柏
崎
」
の
文
字
が
18
あ
る
が
、
他
の
自
筆
原
稿
の
字
形
か
ら
判
断
す
る
と
「
崎
」
の
旁
の
上
部
は
「
大
」
を
意
図
し
た
も
の
の
は
ず
だ
が
「
工
」
に
も
見
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
噐
Ｙは
噐
Ｘを
意
図
し
て
書
か
れ
た
と
も
解
し
得
る
。
大
町
桂
月
『
誤
れ
る
文
字
文
章
』（
有
精
堂
書
店
、
一
九
一
五
年
六
月
十
四
日
、八
十
一
頁
）は
噐
Ｙお
よ
び
噐
Ｚ〔
噐
Ｙの「
工
」
に
換
え
て
「
犬
」
と
し
た
か
た
ち
〕
を
掲
げ
て
、
い
ず
れ
も
「
不
可
」
と
す
る
。
噐
Ｙ＝
■
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
扇
風
噐
Ｙ→
扇
風
器
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
４
行
目
）
12
13
164
五
〇
頁
●
不
噐
Ｙ用
→
不
器
用
（
③
８
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
上
８
行
目
）
179
●
食
噐
Ｙ→
食
器
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
６
行
目
）
10
140
●
録
Ｘ音
器
Ｙ→
録
音
器
〔
録
Ｘは
「
録
」
の
旧
字
体
で
、
旁
が
「
祿
」
と
同
じ
か
た
ち
〕
（
⑤
４
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
15
傳
◎
→
伝
傳
は
草
書
体
。
●
傳
統
→
伝
統
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
11
16
163
10
●
宣
傳
→
宣
伝
（
②
枚
目
７
行
目
）
→
（
②
頁
下
８
行
目
）
19
166
●
傳
へ
た
→
伝
へ
る
（
④
９
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
２
行
目
）
11
143
菓
◎
→
果
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
三
九
一
頁
）
は
「
菓
」
を
「
果
」
の
別
体
と
し
、「
今
果
物
・
菓
子
互
ニ
書
キ
分
ク
」
と
注
す
る
。『
新
字
源
』（
八
五
七
頁
）
も
、「
菓
」
字
に
つ
い
て
、「
果
物
ワ（
く
だ
も
の
・
は
た
す
）
に
「
艸
」
を
増
し
加
ク
え
て
、
果
と
区
別
し
、
お
も
に
「
く
だ
も
の
」
の
意
に
用
い
る
。」
と
し
、
さ
ら
に
、「
日
本
で
は
、
果
を
く
だ
も
の
、
菓
を
か
し
の
意
に
使
い
分
け
て
い
る
。」
と
参
考
事
項
を
記
載
し
て
い
る
。『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』
は
、「
菓
物
」（
一
九
一
七
頁
）・「
果
物
」（
一
一
〇
二
頁
）
の
両
表
記
を
立
項
し
、「
菓
物
」の
項
で
は
二
葉
亭
四
迷「
其
面
影
」か
ら
例
を
引
き
、「
果
物
」
の
項
で
は
正
岡
子
規
「
病
牀
六
尺
」
か
ら
例
を
引
く
。
●
菓
物
→
果
物
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
12
163
19
膝
Ｘ×
→
膝
膝
Ｘは
「
膝
」
の
旁
の
上
部
を
「
夾
」
に
し
た
か
た
ち
。
こ
の
旁
の
書
き
方
は
、
漆
Ｘの
そ
れ
と
同
じ
。『
俗
字
畧
字
』（
二
五
四
頁
）
は
膝
Ｘを
「
正
し
き
文
字
」
と
し
て
掲
げ
る
。
□
膝
Ｘ＝
俗
畧
（
二
五
四
頁
）
●
膝
Ｘ→
膝
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
９
行
目
）
12
19
164
燒
◎
→
焼
●
燒
香
→
焼
香
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
13
14
164
22
●
蒲
燒
→
蒲
焼
（
③
２
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
～
行
目
）
176
16
17
難
Ｘ◎
→
難
難
Ｘは
「
難
」
の
旧
字
体
で
、
偏
の
上
部
が
「
廿
」
の
か
た
ち
。
●
有
難
Ｘい
→
有
難
い
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
13
19
164
●
難
Ｘし
い
→
難
し
い
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
17
164
18
（
④
７
枚
目
２
行
目
）
→
（
④
頁
下
６
行
目
）
142
●
有
難
Ｘう
→
有
難
う
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
～
行
目
）
19
15
166
14
15
（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（
②
頁
上
３
行
目
）
20
167
（
④
枚
目
６
行
目
）
→
（
④
頁
上
５
行
目
～
６
行
目
）
11
144
（
⑤
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
18
125
22
●
有
難
Ｘく
→
有
難
く
（
③
３
枚
目
４
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
177
14
●
難
Ｘ解
の
→
難
解
な
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
18
179
18
●
わ
か
り
難
Ｘく
→
わ
か
り
難
く
（
③
９
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
８
行
目
）
14
179
●
聞
取
り
難
Ｘい
→
聞
取
り
難
い
（
④
４
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
19
141
15
畧
◎
→
略
●
前
文
畧
→
前
文
略
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
164
11
○
抄
略
→
抄
略
（
①
枚
目
７
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
15
12
20
五
一
頁
○
後
略
→
後
略
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
16
164
17
○
中
略
→
中
略
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
166
13
（
②
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
166
16
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
12
166
19
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
１
行
目
）
18
18
166
關
◎
→
関
關
は
草
書
体
。
●
關
す
る
→
関
す
る
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
164
11
●
關
西
風
→
関
西
風
（
④
６
枚
目
４
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
142
13
●
關
心
→
関
心
（
⑤
８
枚
目
２
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
124
20
●
玄
關
→
玄
関
（
⑤
８
枚
目
４
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
124
22
○
玄
関
→
玄
関
（
②
枚
目
２
行
目
）
→
（
②
頁
上
２
行
目
）
10
163
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
11
144
11
金
Ｘ×
→
金
Ｙ
金
Ｘは
金
偏
に
旁
を
「
一
」
＋
「
友
」
と
し
た
か
た
ち
。
金
Ｙ
は
金
偏
に
「
拔
」
の
旁
の
か
た
ち
。
金
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
五
一
頁
）
●
金
Ｘ→
金
Ｙ
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
18
164
18
突
Ｘ◎
→
突
突
Ｘは
、「
突
」
の
旧
字
体
で
、
構
成
要
素
「
大
」
が
「
犬
」
の
か
た
ち
。
●
突
Ｘい
た
→
突
い
た
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
14
18
164
18
○
業
突
張
→
業
突
張
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
上
２
行
目
）
15
165
○
突
き
だ
し
→
突
き
だ
し
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
９
行
目
）
16
140
○
突
出
し
て
→
突
出
し
て
（
⑤
６
枚
目
９
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
９
行
目
～
行
目
）
123
10
師
Ｘ×
→
師
師
Ｘは
、「
師
」
の
偏
が
縦
画
二
本
で
構
成
さ
れ
、「
帰
」
な
ど
の
偏
と
同
じ
く
片
仮
名
「
リ
」
の
よ
う
な
か
た
ち
。
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
七
〇
五
頁
）
は
師
Ｘを
「
師
」
の
別
体
と
す
る
。
山
田
忠
雄
『
当
用
漢
字
の
新
字
体―
制
定
の
基
盤
を
た
づ
ね
る―
』（
新
生
社
、
一
九
五
八
年
七
月
二
十
五
日
、
二
十
七
頁
）
は
、「「
臣
」
を
「
リ
」
と
す
る
こ
と
は
筆
写
体
通
有
の
現
象
で
」
あ
る
と
し
て
、「
師
」
の
偏
が
「
臣
」
に
変
化
す
る
過
程
を
示
し
、「
師
」
を
師
Ｘと
書
く
と
す
る
。
●
導
師
Ｘ→
導
師
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
７
行
目
）
15
10
165
（
③
枚
目
８
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
10
179
17
18
●
お
大
師
Ｘさ
ま
→
お
大
師
さ
ま
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
18
16
166
21
涙
Ｘ◎
→
涙
涙
Ｘは
「
涙
」
の
旧
字
体
で
、
構
成
要
素
「
大
」
が
「
犬
」
の
か
た
ち
。
●
涙
Ｘ→
涙
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
16
10
165
（
③
枚
目
２
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
10
179
15
呑
Ｘ◎
→
呑
呑
Ｘは
「
呑
」
の
第
一
画
が
左
払
い
で
は
な
く
、
横
画
の
か
た
ち
。
『
新
字
源
』（
一
七
三
頁
）
は
呑
Ｘを
見
出
し
に
掲
げ
、「
呑
」
は
誤
字
と
す
る
。
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』（
上
、
五
十
六
頁
）
で
は
、『
五
車
韻
符
』（
一
八
二
〇
年
）
が
呑
Ｘの
か
た
ち
を
掲
げ
、『
三
五
ポ
イ
ン
ト
見
本
帳
』（
民
友
活
字
製
造
所
、
一
九
三
四
年
）
は
五
二
頁
「
天
」
＋
「
口
」
の
か
た
ち
と
す
る
。
こ
の
二
つ
の
活
字
見
本
帳
以
外
は
全
て
「
呑
」の
か
た
ち
を
掲
げ
る
。『
五
車
韻
符
』
は
海
外
で
制
作
さ
れ
た
古
い
も
の
で
あ
り
、『
三
五
ポ
イ
ン
ト
見
本
帳
』
は
新
聞
の
見
出
し
用
で
あ
る
。
近
代
の
明
朝
体
活
字
印
刷
で
は
「
呑
」
の
か
た
ち
が
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
他
方
、『
常
用
書
体
字
典
』（
六
十
九
頁
）
は
全
て
呑
Ｘの
か
た
ち
を
掲
げ
る
。
呑
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
五
〇
頁
）
●
呑
Ｘみ
た
い
→
呑
み
た
い
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
４
行
目
）
16
11
165
●
呑
Ｘ込
ん
だ
→
呑
込
ん
だ
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
22
167
15
●
呑
Ｘむ
→
呑
む
（
③
９
枚
目
３
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
）
179
22
●
呑
Ｘ気
→
呑
気
（
④
３
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
16
應
◎
→
応
●
應
召
→
応
召
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
16
20
165
13
蕐
◎
→
華
●
散
蕐
→
散
華
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
２
行
目
）
17
13
166
妲
×
→
嫂
・
姐
『
新
字
源
』（
二
五
六
頁
）・『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
五
六
七
頁
）
は
、
い
ず
れ
も
「
妲
」
と
「
姐
」
は
別
字
と
注
す
る
。
左
に
最
初
に
掲
げ
る
自
筆
原
稿
「
妲
さ
ん
」（
②
枚
目
行
18
20
目
）
か
ら
『
新
潮
』「
嫂
」（
②
頁
下
３
行
目
）
へ
の
変
更
166
は
、
こ
の
「
妲
さ
ん
」
が
自
筆
原
稿
連
載
第
二
回
枚
目
20
19
行
目
「
聟
、
嫂
さ
ん
」（
→
②
頁
上
行
目
）
の
「
嫂
さ
ん
」
167
12
と
同
一
人
物
を
指
す
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
次
の
自
筆
原
稿
「
妲
さ
」（
④
枚
目
行
目
）
か
ら
『
新
潮
』「
姐
あ
ね
あ
ね
13
13
さ
」（
④
頁
下
行
目
）
へ
の
変
更
に
は
、
校
正
の
手
が
入
144
17
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
る
と
、「
姐
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
井
伏
は
「
妲
」
と
書
く
習
慣
が
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
●
妲
さ
ん
→
嫂
さ
ん
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
行
目
）
18
20
166
●
妲
さ
→
姐
さ
あ
ね
あ
ね
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
13
13
144
17
益
◎
→
益
●
益
々
→
益
々
（
②
枚
目
行
目
～
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
下
３
18
20
19
166
行
目
）
筋
Ｘ◎
→
筋
筋
Ｘは
「
筋
」
の
「
肋
」
の
部
分
が
「
助
」
の
か
た
ち
。
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
一
六
七
〇
頁
）は
、筋
Ｘを「
箸
」
の
異
体
字
で
、「
筋
」と
は
別
字
と
す
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
八
巻
、
七
九
〇
頁
）
も
同
じ
く
別
字
と
す
る
。『
俗
字
畧
字
』（
二
四
三
頁
）
は
、
筋
Ｘを
「
筋
」
の
俗
字
と
す
る
。
筋
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
四
三
頁
）
●
本
家
筋
Ｘ→
本
家
筋
（
②
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
19
12
166
12
醤
Ｘ◎
→
醤
醤
Ｘは
「
醤
」
の
旧
字
体
で
、「
醤
」
の
上
部
が
「
將
」
の
か
た
ち
。
●
醤
Ｘ油
→
醤
油
（
②
枚
目
１
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
20
166
19
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
上
１
行
目
）
20
167
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
９
行
目
）
16
176
漆
Ｘ×
→
漆
漆
Ｘは
「
漆
」
の
旁
の
上
部
を
「
夾
」
に
し
た
か
た
ち
。
こ
の
旁
の
書
き
方
は
、
膝
Ｘの
そ
れ
と
同
じ
。『
俗
字
畧
字
』（
二
五
四
頁
）
は
漆
Ｘを
「
正
し
き
文
字
」
と
し
て
掲
げ
る
。
□
漆
Ｘ＝
俗
畧
（
二
五
四
頁
）
五
三
頁
●
漆
Ｘ→
漆
（
②
枚
目
４
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
22
167
14
（
②
枚
目
６
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
22
167
15
（
②
枚
目
７
行
目
）
→
（
②
頁
下
行
目
）
22
167
16
横
Ｘ◎
→
横
横
Ｘは
「
横
」
の
旧
字
体
で
、「
横
」
の
旁
が
「
廿
」
＋
「
一
」
＋
「
由
」
＋
「
ハ
」
の
か
た
ち
。
●
横
Ｘ板
→
横
板
（
③
１
枚
目
９
行
目
）
→
（
③
頁
５
行
目
）
176
●
横
Ｘ→
横
（
③
４
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
17
177
19
横
Ｙ×
→
横
横
Ｙは
「
横
」
の
旁
が
「
廿
」
＋
「
田
」
＋
「
ハ
」
の
か
た
ち
。
○
横
Ｙ手
→
横
手
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
２
行
目
）
15
123
獲
Ｘ×
→
穫
・
獲
獲
Ｘは
「
獲
」
の
草
冠
を
全
体
の
上
部
に
置
い
た
か
た
ち
。
●
収
獲
Ｘ→
収
穫
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
７
行
目
）〔
鉛
筆
書
き
で
13
176
欄
外
に
「
校
注
〔
犬
〕
デ
ヨ
シ
」
と
あ
る
。
た
だ
し
「
犬
」
は
獣
偏
の
か
た
ち
を
記
す
〕
●
獲
Ｘる
→
獲
る
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
２
行
目
）
12
142
鯉
Ｘ×
→
鯉
鯉
Ｘは
「
魚
」
の
下
の
点
が
「
大
」
の
か
た
ち
。
鯉
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
七
頁
）
●
鯉
Ｘ→
鯉
（
③
２
枚
目
６
行
目
）
→
（
③
頁
行
目
）
176
17
杖
Ｘ×
→
杖
杖
Ｘは
、
手
偏
に
、「
丈
」
の
右
脇
下
に
点
を
打
っ
て
旁
と
し
た
か
た
ち
。
こ
の
旁
の
部
分
に
関
し
て
、『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』
（
四
〇
五
頁
）
及
び
『
俗
字
畧
字
』（
二
四
六
頁
）
は
、「
丈
」
の
右
肩
に
点
を
打
っ
た
か
た
ち
を
「
丈
」
の
俗
字
と
す
る
。
手
偏
と
木
偏
が
通
用
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、杖
Ｘは「
杖
」
の
別
体
と
見
る
べ
き
か
。
杖
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
四
六
頁
）
●
杖
Ｘ×
→
杖
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
13
179
13
蒙
Ｘ◎
→
蒙
蒙
Ｘは
、「
蒙
」
の
草
冠
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
が
「
業
」
の
第
四
画
ま
で
の
か
た
ち
で
、
そ
の
下
に
「
冖
」
を
置
き
、
下
部
は
「
豕
」
の
草
書
体
と
解
す
る
べ
き
か
た
ち
を
配
し
た
も
の
。
伏
見
冲
敬
編
『
書
道
大
字
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
九
月
二
〇
日
）
の
「
蒙
」
の
項
（
下
、
一
九
二
〇
頁
）
に
類
似
し
た
か
た
ち
が
見
え
る
。
◎
を
附
し
て
示
し
た
よ
う
に
、『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』（
下
、
六
四
三
頁
）「
一
覧
表
に
な
い
漢
字
」
の
『
明
朝
四
号
活
字
総
数
目
録
』（
大
阪
国
文
社
、
一
八
八
七
年
）
の
「
豕
」
部
に
蒙
Ｘが
見
え
る
。
な
お
、
同
じ
「
一
覧
表
に
な
い
漢
字
」
の
『
五
号
活
字
総
数
目
録
』（
大
阪
国
文
社
、
一
八
八
七
年
）・『
二
号
明
朝
活
字
書
体
見
本
』（
東
京
築
地
活
版
印
刷
所
、
一
八
九
二
年
）・『
改
正
三
号
明
朝
活
字
書
体
見
本
』（
東
京
築
地
活
版
印
刷
所
、
一
九
一
二
年
）
な
ど
の
「
豕
」
部
に
は
、
蒙
Ｘと
冠
の
部
分
は
同
一
で
「
冖
」
と
「
豕
」
の
間
に
横
画
を
一
本
増
画
し
た
か
た
ち
が
見
え
る
。
●
蒙
Ｘり
→
蒙
り
（
③
３
枚
目
９
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
177
20
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
７
行
目
）
18
142
●
蒙
Ｘ古
→
蒙
古
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
11
140
18
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
12
140
18
（
④
３
枚
目
４
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
13
（
④
３
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
16
141
22
（
④
４
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
25
（
④
４
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
下
１
行
目
）
141
（
④
４
枚
目
４
行
目
～
５
行
目
）
→
（
④
頁
下
３
行
目
）
141
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
142
20
五
四
頁
●
蒙
Ｘ古
人
→
蒙
古
人
（
④
４
枚
目
４
行
目
）
→
（
④
頁
下
３
行
目
）
141
●
蒙
Ｘ古
馬
→
蒙
古
馬
（
④
４
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
７
行
目
）
10
141
楔
Ｘ×
→
楔
楔
Ｘは
「
楔
」
の
構
成
要
素
「
大
」
が
「
犬
」
の
か
た
ち
。
楔
Ｘ＝
■
俗
字
畧
字
（
二
四
六
頁
）
●
楔
Ｘ→
楔
（
③
４
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
15
177
17
○
楔
→
楔
（
③
４
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
19
177
20
蝉
Ｘ◎
→
蝉
Ｙ
蝉
Ｘは
「
蝉
」
の
偏
「
單
」
の
上
部
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
。
蝉
Ｙは
「
蝉
」
の
旧
字
体
で
、
偏
が
「
單
」
の
か
た
ち
。
蝉
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
油
蝉
Ｘ→
油
蝉
Ｙ
（
③
９
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
下
２
行
目
）
179
藝
◎
→
芸
●
藝
→
芸
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
11
177
19
●
演
藝
→
演
芸
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
４
行
目
～
５
行
目
）
19
177
潜
◎
→
僭
●
潜
越
→
僭
越
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
14
177
23
總
◎
→
総
●
總
之
助
→
総
之
助
（
③
５
枚
目
７
行
目
）
→
（
③
頁
上
４
行
目
）
178
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
６
行
目
）
10
178
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
７
行
目
）
11
178
（
③
６
枚
目
４
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
178
16
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
13
178
23
（
③
７
枚
目
９
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
178
13
●
總
出
→
総
出
（
④
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
13
144
17
抗
◎
→
坑
●
炭
抗
→
炭
坑
（
③
６
枚
目
６
行
目
）
→
（
③
頁
上
行
目
）
178
19
繰
Ｘ×
→
繰
繰
Ｘは
、
構
成
要
素
「
品
」
の
下
部
が
、「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
か
た
ち
。
繰
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
繰
返
さ
れ
た
→
繰
返
さ
れ
た
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
２
行
目
）
16
178
記
◎
→
謳
●
記
歌
→
謳
歌
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
16 行
目
）
11
179
舊
◎
→
旧
●
舊
制
→
旧
制
（
③
９
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
６
行
目
）
11
179
漢
Ｘ◎
→
漢
漢
Ｘは
「
漢
」
の
旧
字
体
で
、
旁
の
草
冠
の
直
下
に
横
画
を
一
本
加
え
た
か
た
ち
。
●
漢
Ｘ詩
→
漢
詩
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
18
140
10
●
漢
Ｘ土
→
漢
土
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
10
141
25
撥
Ｘ×
→
撥
撥
Ｘは
「
撥
」
の
旁
が
「
発
」
の
か
た
ち
。
撥
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
三
七
頁
）
五
五
頁
●
撥
Ｘ型
→
撥
型
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
20
140
吟
Ｘ×
→
吟
吟
Ｘは
「
吟
」
の
旁
「
今
」
の
最
終
画
が
「
フ
」
で
は
な
く
、
横
画
「
一
」
と
、
そ
の
中
央
か
ら
下
ろ
し
た
縦
画
も
し
く
は
左
払
い
と
で
構
成
さ
れ
た
か
た
ち
。
吟
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
八
頁
）
●
詩
吟
Ｘ→
詩
吟
（
④
２
枚
目
７
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
140
15
○
詩
吟
→
詩
吟
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
９
行
目
）
16
140
（
④
２
枚
目
３
行
目
）
→
（
④
頁
行
目
）
140
13
拔
◎
→
抜
●
拔
か
り
→
抜
か
り
（
④
４
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
18
141
14
○
抜
け
て
→
抜
け
て
（
①
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
行
目
）
17
14
13
18
負
Ｘ◎
→
負
負
Ｘは
「
負
」
の
上
部
が
「
刀
」
の
か
た
ち
。
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』（
下
、
五
〇
三
頁
）
に
は
、
負
Ｘ
と
「
負
」
の
二
つ
の
か
た
ち
が
見
え
る
。
負
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
〇
頁
）
●
勝
負
Ｘ→
勝
負
（
④
５
枚
目
９
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
141
24
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
１
行
目
）
11
142
変
→
奕
●
博
変
→
博
奕
（
④
５
枚
目
９
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
141
25
染
Ｘ×
→
染
染
Ｘは
「
染
」
の
構
成
要
素
「
九
」
が
「
丸
」
の
か
た
ち
。
染
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
四
七
頁
）
●
染
Ｘめ
た
→
染
め
た
（
④
６
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
142
10
裝
◎
→
装
●
改
裝
→
改
装
（
④
６
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
～
行
目
）
142
16
17
廳
Ｘ×
→
庁
廳
Ｘは
「
广
」
＋
「
聴
」
の
か
た
ち
。
廳
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
六
頁
）
●
市
廳
Ｘ→
市
庁
（
④
８
枚
目
２
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
142
24
實
◎
→
実
●
實
力
→
実
力
（
④
９
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）〔
欄
外
〕
143
16
○
実
に
→
実
に
（
①
枚
目
５
行
目
）→
（
①
頁
下
１
行
目
～
２
行
目
）〔
欄
13
11
外
〕
○
実
の
→
実
の
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
１
行
目
）
12
10
○
実
兄
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
（
①
頁
上
３
行
目
）
15
10
○
そ
の
実
→
そ
の
実
（
④
８
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
６
行
目
）
11
143
○
忠
実
→
忠
実
（
④
４
枚
目
８
行
目
）
→
（
④
頁
下
５
行
目
）
141
○
実
は
→
実
は
（
④
枚
目
３
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
12
144
22
○
実
際
Ｘ→
実
際〔
際
Ｘは
、構
成
要
素「
祭
」の
部
分
が
、「
処
」
の
「
几
」
に
換
え
て
「
ソ
」
の
運
筆
を
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
二
画
を
上
部
に
置
き
、
そ
の
下
に
「
示
」
を
配
し
た
か
た
ち
〕
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
行
目
）
20
121
13
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
１
行
目
）
13
123
五
六
頁
練
Ｘ×
→
練
練
Ｘは
「
練
」
の
旁
が
「
川
」
の
か
た
ち
。
●
訓
練
Ｘ→
訓
練
（
④
９
枚
目
１
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
143
16
憑
Ｘ×
→
憑
憑
Ｘは
、「
憑
」
の
上
部
の
「
馮
」
の
二
水
が
、
三
水
の
か
た
ち
。
●
憑
Ｘ玉
祥
→
憑
玉
祥
（
④
９
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
143
21
幼
Ｘ×
→
幼
幼
Ｘ
は
「
幼
」
の
旁
が
「
刀
」
の
か
た
ち
。
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
七
二
二
頁
）
は
幼
Ｘを
「
幼
」
の
別
体
と
す
る
。
今
野
真
二
『
消
さ
れ
た
漱
石―
明
治
の
日
本
語
の
探
し
方―
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
六
月
一
日
、
一
一
三
頁
、
一
三
四
頁
）
に
も
言
及
が
あ
る
。
●
幼
Ｘ稚
園
→
幼
稚
園
（
④
９
枚
目
５
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
143
20
駈
◎
→
駈
「
駈
」
は
草
書
体
。
『
新
字
源
』（
一
一
二
四
頁
）
は
「
駈
」
を
「
驅
」
の
俗
字
と
す
る
。『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
七
二
二
頁
）
は
「
駈
」
を
「
驅
」
の
別
体
と
す
る
。『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』（
下
、
五
九
六
頁
、
五
九
九
頁
）
は
「
駈
」・「
驅
」
を
別
々
に
掲
出
す
る
。
た
だ
し
、「
驅
」
字
は
全
て
の
活
字
見
本
帳
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
駈
」
字
は
八
種
の
見
本
帳
に
は
見
え
な
い
。
国
語
調
査
委
員
会
編
纂
『
漢
字
要
覧
』（
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
、
一
九
〇
八
年
五
月
二
十
七
日
、
二
十
八
頁
～
二
十
九
頁
）
で
は
｢ 元
来
同
一
ノ
文
字
ナ
レ
ド
モ
、
字
体
ノ
異
ナ
ル
ニ
因
ツ
テ
、
ソ
ノ
用
例
同
ジ
カ
ラ
ズ
、
殆
ド
別
種
ノ
文
字
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
｣ と
し
て
挙
例
さ
れ
た
中
に
「
驅
」と
「
駈
」
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
と
し
て
「
馳
驅
／
驅
逐
」・「
駈
足
／
駈
落
」
を
掲
げ
て
い
る
。『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
三
九
〇
頁
）
は
「
駈
」
を
「
驅
」
の
別
体
と
す
る
が
、
「
今
ハ
多
ク
驅
使
・
驅
逐
ニ
驅
ヲ
用
ヒ
、
駈
歩
ナ
ド
ニ
駈
ヲ
用
フ
」と
注
す
る
。『
常
用
書
体
字
典
』（
四
八
一
頁
）は
、「
驅
」
の
草
書
体
の
一
つ
を
楷
書
化
し
て
「
駈
」
が
で
き
た
、
と
す
る
。
●
駈
け
つ
け
て
→
駈
け
つ
け
て
（
④
９
枚
目
９
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
143
24
○
駆
け
さ
せ
→
駆
け
さ
せ
（
④
４
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
７
行
目
）
10
141
○
駆
け
ず
り
→
駆
け
ず
り
（
④
４
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
④
頁
下
９
行
目
）
11
12
141
聴
Ｘ×
→
聴
聴
Ｘは
、「
聽
」
の
偏
と
「
聴
」
の
旁
と
を
併
せ
た
か
た
ち
。
聴
Ｘ＝
■
俗
畧
（
二
四
四
頁
）
●
御
清
聴
Ｘ→
御
清
聴
（
④
枚
目
６
行
目
）
→
（
④
頁
上
６
行
目
）
11
144
○
聴
い
て
→
聴
い
て
（
①
２
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
上
６
行
目
）
12
○
聴
い
て
→
〔
削
除
〕
（
③
６
枚
目
行
目
）
→
〔（
③
頁
上
行
目
）
に
相
当
〕
10
178
22
○
拜
聴
→
拝
聴
（
④
６
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
142
20
謠
◎
→
謡
●
民
謠
→
民
謡
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
11
11
144
10
察
Ｘ×
→
察
察
Ｘは
、
構
成
要
素
「
祭
」
の
部
分
が
、「
処
」
の
「
几
」
に
換
え
て
「
ソ
」
の
運
筆
を
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
二
画
を
置
き
、
そ
の
下
に
「
示
」
を
配
し
た
か
た
ち
。
察
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
四
頁
）
●
觀
察
Ｘ→
観
察
（
④
枚
目
３
行
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
12
144
22
●
察
Ｘし
→
察
し
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
５
行
目
）
12
121
五
七
頁
●
察
Ｘす
る
→
察
す
る
（
⑤
８
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
１
行
目
）
124
際
Ｘ→
際
際
Ｘは
構
成
要
素
「
祭
」
の
頭
の
部
分
が
、「
処
」
の
「
几
」
に
換
え
て
「
ソ
」
の
運
筆
を
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
二
画
を
置
き
、
そ
の
下
に
「
示
」
を
配
し
た
か
た
ち
。
際
Ｘ＝
□
俗
畧
（
二
五
四
頁
）
●
実
際
Ｘ→
実
際
（
⑤
１
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
行
目
）
20
121
13
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
１
行
目
）
13
123
●
間
際
→
間
際
（
⑤
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
10
12
125
18
△
際
Ｘ・
際
し
→
際
し
〔
際
Ｘ・「
際
」
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
〕
（
④
枚
目
行
目
）
→
（
④
頁
下
行
目
）
10
16
143
22
橦
◎
→
鐘
「
橦
」
と
「
鐘
」
は
別
字
。『
新
字
源
』
は
「
橦
」
を
「
木
の
名
」「
き
ぎ
れ
」「
と
ば
り
の
柱
」
等
の
意
と
し
（
五
二
七
頁
）、
｢ 鐘
｣ は
「
か
ね
」
の
意
と
す
る
（
一
〇
五
〇
頁
）。
●
橦
樓
→
鐘
楼
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
18
122
10
○
鐘
樓
→
鐘
楼
（
②
２
枚
目
行
目
）
→
（
②
頁
上
８
行
目
）
15
160
橦
◎
→
撞
「
橦
」
と
「
撞
」
は
別
字
。
た
だ
し
、
木
偏
と
手
偏
が
通
用
す
る
と
し
て
、「
橦
」
を
「
撞
」
の
筆
記
体
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
●
橦
木
綱
→
撞
木
綱
（
⑤
３
枚
目
３
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
122
16
△
橦
・
撞
木
綱
→
撞
木
綱
〔「
橦
」・「
撞
」
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
〕
（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
上
行
目
）
19
122
11
鎭
◎
→
鎮
●
鎭
魂
→
鎮
魂
（
⑤
４
枚
目
５
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
13
録
Ｘ◎
→
録
録
Ｘは
「
録
」
の
旧
字
体
で
、
旁
が
「
祿
」
と
同
じ
か
た
ち
。
●
録
Ｘ音
器
Ｘ・
器
Ｙ→
録
音
器
〔「
器
」
の
上
下
の
構
成
要
素
は
「
口
」
を
横
に
二
つ
並
べ
て
い
る
が
、
噐
Ｘは
「
口
」
の
中
央
に
縦
画
を
一
本
下
ろ
し
た
構
成
要
素
を
、「
大
」
の
上
下
に
配
す
る
か
た
ち
。
器
Ｙは
器
Ｘの
「
大
」
の
部
分
が
「
工
」
の
か
た
ち
〕
（
⑤
４
枚
目
６
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
15
（
⑤
４
枚
目
８
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
17
○
記
録
→
記
録
（
①
３
枚
目
行
目
）
→
（
①
７
頁
下
７
行
目
）
20
△
備
忘
録
Ｘ・
録
→
備
忘
録
〔
録
Ｘ・「
録
」
の
い
ず
れ
と
も
弁
別
で
き
な
い
〕
（
②
枚
目
５
行
目
）
→
（
②
頁
上
行
目
～
行
目
）
16
165
20
21
頚
×
→
頸
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』
は
「
頚
」
を
「
頸
」
の
別
体
と
す
る
。
頚
＝
□
俗
畧
（
二
三
九
頁
）
●
頚
→
頸
（
⑤
６
枚
目
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
行
目
）
17
123
16
稽
Ｘ×
→
稽
稽
Ｘは
「
稽
」
の
構
成
要
素
「
日
」
を
全
体
の
下
部
に
置
い
た
か
た
ち
。
●
稽
Ｘ古
→
稽
古
（
⑤
８
枚
目
７
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
２
行
目
）
124
勵
◎
→
励
●
勵
ん
で
→
励
ん
で
（
⑤
８
枚
目
７
行
目
）
→
（
⑤
頁
下
２
行
目
）
124
五
八
頁
一
、
本
一
覧
稿
の
性
格―
特
に
そ
の
限
界
に
つ
い
て―
相
違
は
細
か
い
け
れ
ど
も
、「
壮
」・「
乗
」・「
教
」
と
の
対
照
を
念
頭
に
置
け
ば
、
自
筆
原
稿
に
「
壯
」・「
乘
」・「
敎
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
新
字
体
で
は
「
漢
」・「
嘆
」・「
難
」・「
勤
」
の
よ
う
に
草
冠
の
か
た
ち
で
書
か
れ
る
構
成
要
素
が
、
自
筆
原
稿
で
は
全
て
「
廿
」
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
の
も
見
て
取
り
や
す
い
。
こ
れ
ら
は
偏
旁
な
ど
構
成
要
素
の
僅
か
な
相
違
だ
が
、
本
一
覧
稿
に
掲
出
し
た
。
し
か
し
、
行
書
体
・
草
書
体
・
省
略
字
形
で
書
か
れ
た
自
筆
原
稿
の
文
字
に
関
し
て
、
こ
の
一
覧
稿
は
、「
○
参
考
文
献
」
に
見
ら
れ
る
活
字
体
（
も
し
く
は
楷
書
体
）
に
近
似
す
る
と
判
断
し
た
字
体
・
字
形
に
置
き
換
え
る
と
い
う
一
つ
の
解
釈
を
施
し
た
結
果
で
あ
る
、
、
、
、
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
同
時
代
の
異
体
字
・
異
形
字
の
使
い
方
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
以
上
、何
を
以
て
或
る
字
体
・
字
形
と
す
る
か
と
い
う
判
断
に
は
、
私
自
身
の
〈
文
字
概
念
〉
が
反
映
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
一
覧
稿
も
、
そ
う
し
た
恣
意
性
か
ら
免
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
考
察
が
あ
る
が
（
注
２
）、
本
一
覧
稿
に
お
け
る
実
際
に
つ
い
て
例
を
引
い
て
述
べ
て
お
く
。
自
筆
原
稿
の
草
書
体
を
明
朝
体
「
關
」
に
置
き
換
え
て
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
新
字
体
と
同
じ
「
関
」
と
す
る
べ
き
か
決
し
難
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、「
門
」
の
中
の
構
成
要
素
中
、
縦
画
が
二
本
に
見
え
る
四
箇
所
を
「
關
」
と
見
做
し
、
一
本
し
か
見
み
え
な
い
二
箇
所
は
「
関
」
と
判
断
し
た
。「
團
」
の
崩
（
略
）
し
方
が
甚
だ
し
け
れ
ば
、「
団
」
に
近
づ
い
て
見
え
る
。
｢ 兼
行
寺
の
池
｣ 自
筆
原
稿
で
は
全
用
例
が
「
団
」
ま
で
は
崩
（
略
）
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
（
す
な
わ
ち
、
国
構
え
「
囗
」
の
中
を
「
寸
」
と
見
な
か
っ
た
）、
「
團
」
と
し
た
。「
傳
」・「
伝
」
や
「
轉
」・「
転
」
の
別
に
関
し
て
も
、
自
筆
原
稿
に
あ
る
草
書
体
の
二
例
は
「
伝
」
と
ま
で
崩
（
略
）
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
見
て
「
傳
」
と
し
、
同
様
に
一
箇
所
を
除
い
て
全
て
「
轉
」
と
見
た
。
こ
の
よ
う
に
新
・
旧
字
体
（
注
３
）の
別
を
実
際
上
の
基
準
と
し
て
用
い
、
新
字
体
に
近
似
す
る
ま
で
崩
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
全
て
旧
字
体
と
見
做
す
こ
と
と
し
た
。
活
字
体
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
草
書
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
附
記
し
て
お
い
た
こ
と
は
「
○
配
列
等
」
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。し
か
し
、
新
・
旧
字
体
の
別
と
い
う
便
宜
に
よ
っ
て
も
、
対
応
が
難
し
い
も
の
も
あ
っ
た
。「
風
」
を
例
に
し
て
み
る
（
注
４
）。『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』（
下
、
五
八
七
頁
）
を
見
る
と
、
殆
ど
の
活
字
見
本
帳
は
第
三
画
を
左
払
い
に
作
る
「
風
」
の
か
た
ち
を
掲
載
し
て
い
る
。
道
光
版
康
煕
字
典
が
第
三
画
は
横
画
に
つ
く
る
「
風
Ｘ」
を
掲
げ
る
の
だ
が
、
活
字
見
本
帳
で
は
、
僅
か
に
『
明
朝
体
四
号
活
字
総
数
目
録
』（
大
阪
国
文
社
、
一
八
八
七
年
）
な
ど
が
「
風
Ｘ」
を
掲
げ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
手
書
き
で
は
、
伝
統
的
に
は
第
三
画
を
横
画
に
つ
く
る
「
風
Ｘ」
も
行
な
わ
れ
て
き
た
と
い
う
（『
常
用
書
体
字
典
』
四
七
六
頁
。『
楷
行
草
筆
順
・
字
体
字
典
』
三
〇
五
頁
で
は
横
画
に
作
る
か
た
ち
を
伝
統
的
な
か
た
ち
と
見
て
い
る
）。
事
実
、「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
に
お
い
て
は
、
第
三
画
を
左
に
払
う
楷
書
体
・
行
書
体
の
「
風
」
の
か
た
ち
は
一
つ
も
見
え
ず
、
楷
書
体
・
行
書
体
で
は
第
三
画
を
横
画
に
す
る
「
風
Ｘ」
を
使
う
か
、
あ
る
い
は
、『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』が
掲
げ
る「
風
Ｙ」を
書
い
て
い
る
。こ
れ
ら
楷
書
体
・
行
書
体
に
つ
い
て
は
、
五
九
頁
大
き
な
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
草
書
体
に
目
を
転
じ
る
と
厄
介
で
あ
る
。
草
書
体
で
は
「
几
」
の
中
に
、
繰
り
返
し
を
示
す
「
二
の
字
点
」
の
よ
う
な
か
た
ち
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
活
字
体
に
は
写
／
移
し
難
い
。
ま
た
、「
臟
」・「
臓
」
に
関
し
て
は
「
爿
」
の
有
無
を
指
標
と
し
て
新
旧
字
体
の
区
別
を
試
み
た
も
の
の
、
全
六
例
の
内
半
数
の
三
例
に
つ
い
て
は
、
細
か
な
運
筆
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
明
確
な
判
断
を
下
し
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、新
旧
い
ず
れ
の
字
体
・
字
形
に
も
対
応
さ
せ
得
な
か
っ
た
場
合
は
、
「
臟
・
臓
」
の
よ
う
に
「
・
」
の
上
下
に
新
・
旧
の
字
体
・
字
形
を
配
し
て
た
上
で
、
そ
の
旨
を
特
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
『
新
編
校
正
技
術
』
（
注
５
）は
、「
手
書
き
の
と
き
は
、
魚
や
点
の
下
部
を
」「〈
大
〉
の
形
に
書
く
例
も
多
い
」
と
し
て
、
原
稿
に
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
も
、
特
別
な
指
示
が
な
い
限
り
、
魚
と
点
と
組
ま
れ
て
く
る
し
、
そ
の
ま
ま
で
よ
い
こ
と
に
な
る
。（
中
略
）
こ
れ
ら
は
、
ど
こ
ま
で
も
筆
記
の
た
め
の
文
字
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
印
刷
文
字
に
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
。
と
注
記
し
、
ま
た
、
同
書
旧
版
（
注
６
）で
は
、
原
稿
に
「
筆
記
上
の
簡
易
な
字
体
や
略
字
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
」
が
、「
た
と
え
ば
、
第
Ｘ一
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
「
第
一
」
と
な
る
こ
と
は
「
自
明
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
行
書
体
・
草
書
体
や
省
略
字
形
、
あ
る
い
は
、
活
字
体
と
相
違
の
あ
る
楷
書
体
で
書
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
活
字
に
写
／
移
す
（
指
示
す
る
〈
文
字
概
念
〉
に
相
違
は
な
い
）
と
い
う
編
集
実
務
上
の
慣
行
を
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
対
応
関
係
を
一
つ
の
約
束
事
（
コ
ー
ド
）
と
し
て
手
書
き
か
ら
活
字
へ
写
／
移
す
こ
と
は
出
版
上
の
常
識
・
慣
行
で
あ
る
し
、
具
体
例
を
引
い
て
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
自
筆
原
稿
の
文
字
の
か
た
ち
を
そ
の
ま
ま
活
字
に
写
、
、
、
、
／
移
す
こ
と
に
種
々
の
限
界
を
含
む
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
冒
頭
の
「
○
掲
出
し
な
か
っ
た
字
体
・
字
形
」
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
行
き
届
か
な
い
点
を
多
々
残
し
て
い
る
。「
一
覧
」
と
名
乗
り
が
た
く
「
一
覧
稿
」
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、
、
こ
れ
ま
で
送
り
仮
名
や
ル
ビ
等
の
本
文
推
移
の
問
題
を
見
て
き
た
延
長
上
に
、
自
筆
原
稿
に
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
書
か
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
実
態
を
知
り
た
い
と
い
う
願
い
、
、
、
が
私
に
は
強
く
あ
っ
た
。
文
字
・
表
記
を
専
門
に
し
な
い
ゆ
え
の
誤
解
や
早
計
な
判
断
な
ど
種
々
の
限
界
は
あ
ろ
う
が
、
本
一
覧
稿
が
自
筆
原
稿
の
字
体
・
字
形
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
の
、
問
題
提
起
の
足
掛
か
り
程
度
の
役
割
を
果
た
せ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
二
、「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
に
お
け
る
字
体
・
字
形
の
様
相
原
稿
が
書
き
手
一
人
の
心
覚
え
の
た
め
に
書
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
印
刷
用
の
底
本
と
し
て
使
わ
れ
る
以
上
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
か
た
ち
で
書
か
れ
る
（
文
字
が
社
会
性
を
持
つ
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
）
の
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
ご
く
僅
か
な
井
伏
の
誤
記
や
書
き
癖
ら
し
い
も
の
を
除
け
ば
、本
一
覧
稿
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
新
潮
』
と
相
違
す
る
自
筆
原
稿
の
字
体
・
字
形
の
多
く
は
伝
統
的
な
楷
書
体
・
行
書
体
・
草
書
体
と
見
做
し
得
る
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
先
行
文
献
に
、
類
似
す
る
字
体
・
字
形
や
構
成
要
素
を
同
一
に
す
る
字
体
・
字
形
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
自
筆
原
稿
の
文
字
が
前
後
関
係
の
文
脈
の
中
で
読
ま
れ
る
こ
と
も
（
文
脈
に
依
存
し
得
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
）、
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
背
後
で
支
え
て
い
る
。
さ
て
、
自
筆
原
稿
に
特
徴
的
な
現
象
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
一
文
字
・
複
数
表
記
〉
の
例
―
同
一
の
漢
字
に
対
し
て
、
複
数
の
字
体
・
字
形
を
使
用
し
て
い
る
例
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
真
」・「
眞
」・「
眞
Ｘ」
の
よ
う
に
三
種
類
の
字
体
・
字
形
を
用
い
る
も
の
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
際
は
、「
館
」・「
舘
」、「
萬
」・「
万
」、「
氣
」・「
気
」、「
禮
」
六
〇
頁
・「
礼
」
な
ど
の
二
種
類
の
字
体
・
字
形
を
使
用
す
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
新
潮
』
本
文
に
お
い
て
は
、
同
一
漢
字
に
対
し
て
一
種
類
の
字
体
・
字
形
を
使
用
す
る―
〈
一
文
字
・
一
表
記
〉
と
い
う
原
則
が
支
配
し
て
い
る
（
例
外
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
）。
本
一
覧
稿
で
は
『
新
潮
』
と
自
筆
原
稿
と
の
間
で
字
体
・
字
形
が
相
違
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、
当
該
の
文
字
だ
け
で
は
な
く
、
単
語
も
し
く
は
語
句
単
位
で
拾
っ
て
み
た
。「
一
号
館
」・「
一
号
舘
」
を
始
め
と
し
て
、「
出
征
」・「
出
Ｘ征
」、「
礼
拜
」・「
禮
拜
」
な
ど
複
数
の
字
体
・
字
形
が
同
一
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
見
て
と
れ
る
の
で
、
或
る
字
体
・
字
形
が
特
定
の
単
語
・
語
句
と
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
模
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
か
れ
た
場
所
に
注
目
し
て
み
る
と
、
同
じ
漢
字
で
も
、
原
稿
用
紙
欄
外
の
加
筆
・
訂
正
部
分
の
字
体
・
字
形
と
、
原
稿
用
紙
枡
目
内
に
書
か
れ
た
字
体
・
字
形
と
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
次
に
引
く
の
は
、
自
筆
原
稿
連
載
第
四
回
３
枚
目
９
行
目
～
行
目
で
あ
る
（
二
重
取
11
り
消
し
線
が
抹
消
を
示
し
、
罫
線
で
囲
っ
た
部
分
が
欄
外
の
書
き
込
み
を
示
す
。
判
読
で
き
な
か
っ
た
抹
消
部
分
は
□
と
示
し
た
。
以
下
同
様
）。
聲
が
次
第
Ｘに
高
く
な
つ
て
、
高
く
な
つ
た
声
が
今
度
は
次
第
Ｘに
低
く
な
□
つ
て
、
か
す
れ
聲
に
な
り
か
け
た
と
こ
ろ
で
□
唄
が
終
つ
た
。（
④
３
枚
目
９
行
目
～
行11
目
）
→
（
④
頁
上
行
目
）
141
17
右
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
自
筆
原
稿
枡
目
内
で
は
（
す
な
わ
ち
初
め
て
当
該
の
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
た
時
に
は
）、「
聲
」・「
か
す
れ
聲
」
と
「
聲
」
字
を
使
い
、
欄
外
に
吹
き
出
し
を
用
い
て
修
正
・
加
筆
す
る
際
に
｢ 声
｣ 字
を
使
う
、
と
い
う
現
象
を
観
察
で
き
る
。
も
う
一
例
引
い
て
み
よ
う
。
自
筆
原
稿
連
載
第
三
回
枚
目
の
欄
外
の
吹
き
出
し
を
用
10
い
て
加
筆
さ
れ
た
部
分
で
は
、
次
の
よ
う
に
「
昼
」
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
私
は
昼
食
を
し
た
た
め
な
が
ら
見
る
こ
と
に
し
て
、
食
パ
ン
や
チ
ー
ズ
を
（
③
10
枚
目
行
目
）
→
（
③
頁
下
行
目
）
11
179
20
と
こ
ろ
が
、「
晝
」（
全
三
例
）
が
使
わ
れ
て
い
る
他
の
箇
所
は
、
全
て
自
筆
原
稿
枡
目
内
に
あ
っ
て
、「
昼
」
字
は
こ
の
欄
外
加
筆
部
分
に
し
か
な
い
。
右
の
二
つ
の
箇
所
に
出
現
す
る
「
声
」
や
「
昼
」
に
注
目
す
る
と
、
白
紙
の
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
て
執
筆
し
て
い
る
際
に
は
旧
字
体
「
聲
」・「
晝
」
を
用
い
、
書
き
上
げ
て
し
ま
っ
た
本
文
を
修
正
す
る
際
に
は
新
字
体
「
声
」・「
昼
」
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
旧
字
体
・
新
字
体
と
い
う
言
い
方
を
筆
画
数
の
多
寡
に
置
き
換
え
れ
ば
、
修
正
の
際
に
は
、
筆
画
の
少
な
い
字
体
・
字
形
が
使
用
さ
れ
る
と
敷
衍
で
き
そ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
反
証
を
挙
げ
る
の
は
難
し
く
な
い
。
例
え
ば
連
載
第
三
回
６
枚
目
行
目
16
に
見
え
る
「
聲
」
や
連
載
第
三
回
９
枚
目
行
目
の
「
聲
」
は
加
筆
さ
れ
た
部
分
に
見
え
10
る
。
連
載
第
五
回
７
枚
目
３
行
目
の
「
聲
」
も
欄
外
に
所
在
す
る
。「
払
」・「
拂
」
の
使
用
は
一
例
ず
つ
し
か
な
い
が
、
い
ず
れ
も
自
筆
原
稿
枡
目
内
に
あ
る
。「
数
」・「
數
」
の
二
種
類
の
字
体
・
字
形
も
、
自
筆
原
稿
枡
目
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
て
枡
目
を
埋
め
て
ゆ
く
時
に
は
旧
字
を
使
い
、
後
に
修
正
す
る
際
に
は
、
新
字
体
あ
る
い
は
筆
画
の
少
な
い
字
体
・
字
形
を
使
用
し
て
い
る
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
筆
記
具
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
執
筆
時
点
の
違
い
が
字
体
・
字
形
の
相
違
を
も
た
ら
し
た
と
判
断
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
自
筆
原
稿
連
載
第
一
回
枚
目
の
文
字
は
殆
ど
が
11
万
年
筆
で
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
行
目
～
行
目
の
発
話
部
分
だ
け
が
ボ
ー
ル
ペ
ン
15
16
で
書
か
れ
て
い
る
（
原
稿
用
紙
枡
目
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
）。
こ
の
発
話
部
分
は
、
万
年
筆
を
使
っ
た
の
と
は
別
の
機
会
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
い
た
と
思
し
い
の
だ
が
、
そ
こ
に
「
兼
行
寺
の
池
」自
筆
原
稿
で
唯
一「
歸
」が
使
わ
れ
て
い
る
。他
の
箇
所
で
は
全
て「
帰
」
六
一
頁
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
執
筆
時
点
の
相
違
が
字
体
・
字
形
の
違
い
を
も
た
ら
し
た
例
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
も
反
例
が
提
示
で
き
る
。
お
そ
ら
く
連
続
的
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
同
じ
一
枚
の
原
稿
用
紙
に
も
、「
一
号
館
」（
連
載
第
一
回
７
枚
目
３
行
目
）
と
「
一
号
舘
」（
連
載
第
一
回
７
枚
目
行
目
）
の
表
記
が
併
存
し
、「
五
万
円
」（
連
載
第
二
回
５
10
枚
目
行
目
）
と
「
五
萬
円
」（
連
載
第
二
回
５
枚
目
行
目
）
と
が
同
一
原
稿
用
紙
に
10
12
見
え
る
。
連
載
第
三
回
９
枚
目
で
は
、
４
行
目
で
「
来
た
れ
」（
連
載
第
三
回
９
枚
目
４
行
目
）
と
書
き
、
次
の
５
行
目
で
は
「
來
た
れ
」（
連
載
第
三
回
９
枚
目
５
行
目
）
と
書
く
。
ま
た
、
同
じ
く
連
載
第
三
回
３
枚
目
３
行
目
に
「
御
馳
赱
」
と
あ
る
が
、
同
じ
３
枚
目
５
行
目
に
は
「
御
馳
走
」
と
書
い
て
い
て
、
同
一
の
語
句
を
表
記
す
る
の
に
異
な
る
字
体
・
字
形
を
使
用
し
て
い
る
。自
筆
原
稿
第
一
回
枚
目
４
行
目
で
は「
気
に
な
つ
た
風
」
11
の
「
風
」
を
草
書
体
で
書
き
、
同
じ
枚
目
８
行
目
で
は
「
風
Ｘ」
の
か
た
ち
を
使
っ
た
11
「
風
儀
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
行
目
に
至
る
と
再
び
草
書
体
の
「
風
」
が
出
現
す
る
。
12
接
近
し
た
場
所
で
同
一
の
字
体
・
字
形
の
使
用
を
避
け
た
と
も
見
え
る
。
だ
が
、
自
筆
原
稿
連
載
第
五
回
４
枚
目
で
は
、
４
行
目
に
「
会
舘
」
と
使
い
、
行
目
で
も
同
じ
く
「
会
15
舘
」
と
使
っ
て
い
る
。
使
用
回
数
の
多
い「
今
」と「
今
Ｘ」と
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、連
載
第
一
回
に
は「
今
」
の
使
用
例
は
な
く
、「
今
Ｘ」
字
が
三
回
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
傾
向
性
」
が
認
め
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
連
載
第
二
回
以
降
は
多
い
少
な
い
の
差
は
あ
っ
て
も
、「
今
」
と
「
今
Ｘ」
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
箇
所
に
特
定
の
字
体
・
字
形
が
集
中
し
て
い
る
現
象
が
観
察
で
き
た
と
し
て
も
、
も
う
一
段
抽
象
度
を
上
げ
て
一
般
化
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
反
例
が
出
現
す
る
。
一
字
単
位
で
は
な
く
、
偏
・
旁
な
ど
の
構
成
要
素
に
目
を
転
じ
て
も
、
類
似
し
た
現
象
を
指
摘
で
き
る
。「
爿
」を
構
成
要
素
と
す
る「
寝
」・「
壮
」・「
状
」・「
将
」・「
醤
」・「
装
」
に
関
し
て
は
、
自
筆
原
稿
で
は
「
寢
」・「
壯
」
の
よ
う
に
全
て
「
爿
」
を
用
い
て
い
て
、
「
寝
」・「
壮
」・「
状
」・「
将
」・「
醤
」・「
装
」
の
か
た
ち
は
見
え
な
い
。
他
方
、「
鱒
」・
「
鯖
」・「
鯉
」
の
魚
偏
の
下
部
に
は
全
て
「
大
」
の
か
た
ち
を
使
用
す
る
の
だ
が
、
同
じ
構
成
要
素
を
持
つ
「
魚
」・「
鮎
」・「
漁
」
で
は
構
成
要
素
「
魚
」
の
下
部
に
は
「
大
」
で
は
な
く
全
て
列
火
点
を
用
い
て
い
る
。
構
成
要
素
を
同
じ
く
す
る
文
字
の
場
合
で
も
、
常
に
同
じ
か
た
ち
の
構
成
要
素
を
使
い
続
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
は
、
一
覧
稿
の
●
の
用
例
に
続
け
て
○
の
用
例
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（「
農
協
」
と
「
農
恊
」
の
併
存
を
例
に
挙
げ
て
お
こ
う
）。
こ
の
一
覧
稿
で
見
る
限
り
、同
一
の
文
字
に
つ
い
て
複
数
の
字
体
・
字
形
が
用
い
ら
れ
、
同
じ
構
成
要
素
に
つ
い
て
も
複
数
の
か
た
ち
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
箇
所
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
そ
こ
に
使
い
分
け
ら
し
い
現
象
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
現
象
は
、
偶
然
に
出
現
し
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
つ
ま
り
、
複
数
の
字
体
・
字
形
を
運
用
す
る
際
に
、
一
般
的
な
原
則
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
現
在
、
同
じ
文
字
、
さ
ら
に
は
、
同
じ
単
語
に
つ
い
て
は
一
つ
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
を
原
則
の
よ
う
に
思
い
な
し
て
い
る
。
字
体
・
字
形
が
異
な
る
の
を
目
に
す
れ
ば
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
有
意
性
を
求
め
る
の
は
、〈
一
文
字
・
一
表
記
〉
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
親
し
ん
で
し
ま
っ
た
私
た
ち
の
抜
き
難
い
習
性
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
な
お
、
仮
名
に
関
し
て
は
〈
一
文
字
・
一
表
記
〉
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
〔
明
治
三
十
三
〕
年
小
学
校
令
の
改
正
に
よ
っ
て
小
学
校
教
育
の
平
仮
名
・
片
仮
名
の
字
体
が
統
一
さ
れ
る
。
井
伏
が
小
学
校
教
育
を
受
け
た
の
が
、
そ
の
後
で
あ
っ
た
た
め
か
、
こ
の
「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
に
は
変
体
仮
名
は
見
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
一
文
字
に
対
し
て
複
数
の
仮
名
文
字
が
使
わ
れ
る
と
い
う
〈
仮
名
文
字
遣
い
〉
は
窺
え
な
い
。
平
仮
名
・
片
仮
名
に
関
し
て
は
〈
一
文
字
・
一
表
記
〉
と
い
う
関
係
が
成
立
し
、
多
く
六
二
頁
の
漢
字
に
関
し
て
は
〈
一
文
字
・
一
表
記
〉
と
い
う
関
係
に
あ
る
が
、
一
部
の
漢
字
に
関
し
て
は
〈
一
文
字
・
複
数
表
記
〉
と
い
う
関
係
も
併
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
、〈
一
文
字
・
複
数
表
記
〉
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
表
記
に
使
い
分
け
の
意
識
（
有
意
差
）
は
見
ら
れ
な
い
と
見
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
三
、
自
筆
原
稿
の
様
相
（「
兼
行
寺
の
池
」
以
前
の
字
体
・
字
形
）
明
治
末
年
か
ら
大
正
期
に
文
字
教
育
を
受
け
た
井
伏
は
（
一
九
〇
五
〔
明
治
三
十
八
〕
年
、
加
茂
尋
常
小
学
校
入
学
。
一
九
一
二
〔
明
治
四
十
五
〕
年
、
福
山
中
学
入
学
）、
当
用
漢
字
・
当
用
漢
字
字
体
表
あ
る
い
は
そ
の
後
の
新
漢
字
表
試
案
（
こ
の
「
兼
行
寺
の
池
」
発
表
段
階
で
は
、
ま
だ
常
用
漢
字
表
は
告
示
さ
れ
て
い
な
い
）
な
ど
と
い
っ
た
敗
戦
後
の
言
語
政
策
と
は
関
係
な
く
、
数
え
年
八
十
一
歳
で
「
兼
行
寺
の
池
」
を
執
筆
し
た
時
も
、
そ
れ
ま
で
に
馴
染
ん
で
来
た
と
思
し
い
字
体
・
字
形
で
「
兼
行
寺
の
池
」
の
原
稿
を
手
書
き
し
た
と
見
て
よ
い
よ
う
だ
。
こ
の
｢ 兼
行
寺
の
池
｣ か
ら
遡
る
こ
と
五
十
年
弱
、
数
え
て
三
十
四
歳
の
井
伏
が
新
進
作
家
と
し
て
本
格
的
活
動
を
始
め
た
頃
の
作
品
で
、『
改
造
』
第
十
三
巻
第
二
号
（
一
九
三
一
年
二
月
）
創
作
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
丹
下
氏
邸
」
自
筆
原
稿
の
写
真
版
複
製
が
あ
る
（
注
７
）。
「
丹
下
氏
邸
」
自
筆
原
稿
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
一
枚
の
分
量
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
冒
頭
十
枚
分
を
主
な
対
象
と
し
て
、『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
字
体
・
字
形
（
す
な
わ
ち
、
当
時
の
活
字
シ
ス
テ
ム
で
は
字
体
・
字
形
を
そ
の
ま
ま
実
現
で
き
な
い
も
の
。
こ
の
場
合
は
、
自
筆
原
稿
に
書
か
れ
た
文
字
は
、
何
ら
か
の
対
応
シ
ス
テ
ム
で
、
別
の
字
体
・
字
形
で
印
刷
さ
れ
る
と
井
伏
が
想
定
し
て
い
た
も
の
、
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
）
で
「
兼
行
寺
の
池
」
と
共
通
す
る
も
の
を
以
下
に
掲
げ
て
み
よ
う
。
鱒
Ｘ（
１
枚
目
５
行
目
）
丈
Ｘ（
３
枚
目
２
行
目
）
今
Ｘ（
４
枚
目
８
行
目
、
４
枚
目
行
目
）
11
逑
Ｘ（
４
行
目
行
目
、
９
枚
目
７
行
目
）〔
述
（
枚
目
行
目
、
枚
目
７
行
目
）
17
23
18
28
の
か
た
ち
も
あ
る
〕
鯉
Ｘ（
５
枚
目
行
目
、
６
枚
目
１
行
目
）
19
察
Ｘ（
７
枚
目
行
目
）
16
際
Ｘ（
７
枚
目
行
目
、
７
枚
目
行
目
、
８
枚
目
行
目
、
９
枚
目
行
目
）
11
18
13
15
膝
Ｘ（
枚
目
行
目
、
枚
目
行
目
、
枚
目
行
目
）
10
13
10
14
10
15
等
Ｘ（
枚
目
行
目
、
枚
目
行
目
）
10
14
10
14
十
一
枚
目
以
降
で
は
、
右
の
ほ
か
「
拭
Ｘ」（
枚
目
行
目
）・「
膝
Ｘ」（
枚
目
２
行
目
）
12
11
13
・「
単
Ｘ」（
枚
目
８
行
目
）・「
噐
Ｙ」（
枚
目
５
行
目
、
枚
目
４
行
目
）・「
噐
Ｘ」（
13
25
27
25
枚
目
７
行
目
）・「
獲
Ｘ」（
枚
目
６
枚
目
）・「
赱
」（
枚
目
行
目
）
な
ど
が
、「
兼
行
26
31
16
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
と
共
通
す
る
。
ま
た
、『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、「
風
Ｘ」（
１
枚
目
行
目
）
も
「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
と
同
様
に
出
現
す
る
こ
11
と
を
附
言
し
て
お
こ
う
。
複
数
の
字
体
・
字
形
を
使
用
す
る
こ
と
も
、「
兼
行
寺
の
池
」自
筆
原
稿
と
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
右
に
掲
げ
た
「
今
Ｘ」
の
か
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、「
丹
下
氏
邸
」
自
筆
原
稿
の
他
の
箇
所
に
は
、「
今
」（
枚
目
行
目
、
枚
目
行
目
）
の
よ
う
な
か
た
ち
も
あ
る
。
29
15
29
18
ま
た
、「
兼
行
寺
の
池
」
に
「
突
」・「
突
Ｘ」
の
両
形
が
見
え
る
の
と
同
じ
く
、「
丹
下
氏
邸
」
で
も
「
突
」（
枚
目
８
行
目
、
枚
目
行
目
）
と
「
突
Ｘ」（
枚
目
行
目
）
の
17
19
13
19
15
二
つ
の
か
た
ち
が
見
え
る
。
「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
に
は
「
拭
Ｘ」・「
丈
Ｘ」・「
楔
Ｘ」・「
杖
Ｘ」
の
よ
う
に
、
一
般
的
な
か
た
ち
に
余
分
な
点
を
打
つ
事
例
が
あ
る
が
、「
丹
下
氏
邸
」
で
も
右
に
掲
げ
た
六
三
頁
「
丈
Ｘ」
の
ほ
か
、「
契
」
の
下
部
を
「
大
」
で
は
な
く
「
犬
」
と
す
る
か
た
ち
（
枚
目
13
６
行
目
）
が
見
出
せ
る
。
「
兼
行
寺
の
池
」
と
同
じ
く
敗
戦
後
の
作
品
で
、
井
伏
六
十
四
歳
の
時
に
発
表
さ
れ
た
「
南
島
風
土
記
」（『
新
潮
』
第
五
十
八
巻
第
一
号
、
一
九
六
一
年
一
月
）
の
自
筆
原
稿
（
注
８
）
に
も
、
瞥
見
の
限
り
だ
が
、『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
字
体
・
字
形
で
、「
兼
行
寺
の
池
」
と
共
通
す
る
か
た
ち
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。
鱒
Ｘ（
１
枚
目
４
行
目
）
戰
Ｘ（
１
枚
目
行
目
、
３
枚
目
６
行
目
、
８
枚
目
５
行
目
）
17
祭
Ｘ（
２
枚
目
行
目
、
３
枚
目
行
目
）
12
15
務
Ｘ（
２
枚
目
行
目
、
３
枚
目
行
目
）〔「
務
」（
２
枚
目
行
目
）
の
か
た
ち
も
18
17
10
あ
る
〕
眞
Ｘ（
３
枚
目
３
行
目
）
単
Ｘ（
３
枚
目
５
行
目
）
品
Ｘ（
３
枚
目
行
目
、
７
枚
目
２
行
目
）
11
出
Ｘ（
３
枚
目
行
目
、
４
枚
目
６
行
目
、
４
枚
目
９
行
目
、
４
枚
目
行
目
、
６
枚
11
14
目
６
行
目
、
７
枚
目
５
行
目
、
９
枚
目
４
行
目
、
枚
目
行
目
、
枚
目
10
15
10
17
行
目
）
第
Ｘ（
３
枚
目
行
目
、
４
枚
目
１
行
目
、
４
枚
目
６
行
目
、
枚
目
９
行
目
）
12
10
魚
Ｘ（
４
枚
目
行
目
、
４
枚
目
行
目
、
４
枚
目
行
目
、
４
枚
目
行
目
、
５
枚
12
11
15
19
目
７
行
目
、
５
枚
目
行
目
）
16
風
〔
草
書
体
〕（
５
枚
目
３
行
目
、
９
枚
目
３
行
目
）
察
Ｘ（
９
枚
目
９
行
目
）
獲
Ｘ（
枚
目
行
目
）
15
13
比
較
の
対
象
と
し
て
は
、
井
伏
三
十
四
歳
の
「
丹
下
氏
邸
」
と
、
六
十
四
歳
の
「
南
島
風
土
記
」
の
自
筆
原
稿
を
垣
間
見
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
井
伏
が
自
筆
原
稿
執
筆
に
用
い
る
字
体
・
字
形
は
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
て
の
字
体
・
字
形
が
継
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
丹
下
氏
邸
」
自
筆
原
稿
に
は
、「
兼
行
寺
の
池
」
と
は
異
な
っ
た
字
体
・
字
形
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
兼
行
寺
の
池
」
で
「
才
」〔
年
齢
の
助
数
詞
と
し
て
使
用
。「
歳
」
は
一
例
の
み
で
、「
才
」が
三
例
〕、「
氣
」〔「
氣
」は
二
例
の
み
で
、大
多
数
は「
気
」〕、「
出
Ｘ」〔「
出
Ｘ」
・「
出
」
を
併
用
〕、「
眞
Ｘ」〔「
眞
Ｘ」
が
十
二
例
、「
眞
」
が
一
例
、「
真
」
が
三
例
〕
の
か
た
ち
で
書
か
れ
て
い
た
文
字
が
、「
丹
下
氏
邸
」
自
筆
原
稿
で
は
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
出
現
す
る
（
挙
例
は
冒
頭
か
ら
十
枚
目
ま
で
）。
歳
〔
年
齢
の
助
数
詞
〕（
１
枚
目
７
行
目
、
１
枚
目
７
行
目
）
気
（
３
枚
目
２
行
目
、
５
枚
目
１
行
目
、
８
枚
目
行
目
、
９
枚
目
２
行
目
）
13
出
（
４
枚
目
行
目
、
４
枚
目
行
目
、
４
枚
目
行
目
、
６
枚
目
行
目
、
６
枚
12
16
15
13
目
行
目
、
６
枚
目
行
目
、
７
枚
目
７
行
目
、
７
枚
目
行
目
、
７
枚
目
16
20
11
16
行
目
、
９
枚
目
行
目
）
12
眞
Ｙ〔「
眞
Ｙ」
は
「
眞
」
の
終
画
三
画
が
「
∟
」
＋
「
ハ
」
で
は
な
く
、「
∟
」
＋
｢ 人
｣
の
か
た
ち
〕（
９
枚
目
８
行
目
）
「
丹
下
氏
邸
」十
一
枚
目
以
降
に
も
拡
げ
れ
ば
、「
兼
行
寺
の
池
」で
は
「
師
Ｘ」・「
点
Ｘ」
・「
喜
Ｘ」
の
か
た
ち
で
あ
っ
た
の
が
、「
丹
下
氏
邸
」
で
は
次
の
よ
う
な
か
た
ち
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。
師
（
枚
目
行
目
）
23
19
點
（
枚
目
５
行
目
）
12
喜
（
枚
目
行
目
）
11
17
ま
た
、「
兼
行
寺
の
池
」
で
多
用
さ
れ
て
い
た
「
風
」
の
草
書
体
も
「
丹
下
氏
邸
」
で
は
全
く
使
用
さ
れ
ず
、「
丹
下
氏
邸
」
自
筆
原
稿
で
は
全
て
「
風
Ｘ」
の
か
た
ち
が
使
わ
れ
て
六
四
頁
い
る
。
こ
れ
ら
八
字
に
つ
い
て
、
｢ 丹
下
氏
邸
｣ と
｢ 兼
行
寺
の
池
」
と
を
対
照
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
丹
下
氏
邸
」
使
用
字
体
・
字
形
「
兼
行
寺
の
池
」
使
用
字
体
・
字
形
歳
歳
才
気
気
氣
出
出
出
Ｘ
眞
Ｙ
眞
眞
Ｘ
真
師
師
Ｘ
點
点
Ｘ
喜
喜
Ｘ
風
Ｘ
風
Ｘ
風
〔
草
書
体
〕
「
兼
行
寺
の
池
」
で
は
「
氣
」・「
気
」
や
「
出
Ｘ」・「
出
」
な
ど
複
数
の
か
た
ち
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
丹
下
氏
邸
」
で
は
「
歳
」〔
年
齢
の
助
数
詞
〕・「
気
」・「
出
」・「
眞
Ｙ」
「
師
」・「
點
」・「
喜
」・「
風
Ｘ」
の
か
た
ち
だ
け
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
八
文
字
に
つ
い
て
は
、
右
に
掲
げ
た
字
体
・
字
形
以
外
の
か
た
ち
の
使
用
例
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
文
字
に
対
し
て
一
字
体
・
字
形
が
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
｢ 丹
下
氏
邸
｣ で
使
用
例
を
見
な
い
草
書
体
や
省
略
字
形
・
異
体
字
が
「
兼
行
寺
の
池
」
で
は
新
た
に
出
現
し
て
い
る
。
同
人
誌
作
家
か
ら
よ
う
や
く
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
た
「
丹
下
氏
邸
」執
筆
当
時
の
井
伏
は
ま
だ
省
略
字
形
・
異
体
字
を
使
う
の
に
慎
重
で
、
も
は
や
老
大
家
の
地
位
を
占
め
て
久
し
い
｢ 兼
行
寺
の
池
」
執
筆
時
に
は
、
手
書
き
用
の
字
体
・
字
形
を
使
う
こ
と
や
、
一
文
字
に
複
数
の
字
体
・
字
形
を
使
用
す
る
こ
と
に
躊
躇
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
大
多
数
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、（
少
な
く
と
も
三
十
四
歳
の
自
筆
原
稿
で
）
使
い
慣
れ
た
字
体
・
字
形
を
「
兼
行
寺
の
池
」
に
お
い
て
も
使
用
し
続
け
て
い
る
、
と
見
て
よ
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
に
い
わ
ゆ
る
新
字
体
と
同
じ
字
体
・
字
形
が
見
え
て
も
、
井
伏
が
敗
戦
後
に
出
現
し
た
当
用
漢
字
・
当
用
漢
字
字
体
表
・
新
漢
字
表
試
案
用
に
採
用
さ
れ
た
字
体
・
字
形
を
そ
れ
と
意
識
し
て
使
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
念
の
た
め
、「
丹
下
氏
邸
」
自
筆
原
稿
十
枚
目
ま
で
の
間
に
出
現
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
新
字
体
と
同
じ
か
た
ち
で
書
か
れ
た
用
例
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。
広
（
２
枚
目
行
目
）
10
囲
（
４
枚
目
１
行
目
）
変
（
７
枚
目
１
行
目
、
７
枚
目
行
目
）
10
雑
（
７
枚
目
行
目
）
13
豊
（
７
枚
目
行
目
）
17
辺
（
８
枚
目
行
目
）
13
体
（
９
枚
目
行
目
、
９
枚
目
行
目
）
16
12
実
（
９
枚
目
８
行
目
）
こ
こ
に
掲
げ
た
「
丹
下
氏
邸
」
に
見
ら
れ
る
新
字
体
と
同
じ
か
た
ち
は
、「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
で
も
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
井
伏
が
時
々
の
言
語
政
策
に
従
っ
て
自
筆
原
稿
に
用
い
る
字
体
・
字
形
を
変
更
し
た
の
で
は
な
く
、
馴
染
ん
だ
字
体
・
字
形
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
四
、『
新
潮
』
以
降
の
字
体
・
字
形
お
よ
び
用
字
に
つ
い
て
「
兼
行
寺
の
池
」
は
、『
新
潮
』（
一
九
七
八
年
一
月
～
五
月
）
に
発
表
さ
れ
た
後
、
初
め
て
『
海
揚
り
』（
新
潮
社
、
一
九
八
一
年
十
月
二
十
日
）
に
収
録
さ
れ
、
次
い
で
『
井
伏
六
五
頁
鱒
二
自
選
全
集
』
第
四
巻
（
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
一
月
二
十
日
）
に
収
め
ら
れ
た
。
井
伏
存
命
中
の
本
文
は
、
こ
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
直
近
の
本
文
を
底
本
と
し
て
版
が
組
ま
れ
、
諸
本
と
も
に
旧
仮
名
・
新
字
体
を
表
記
の
原
則
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
（
一
）
当
用
漢
字
字
体
表
（
常
用
漢
字
表
）
に
あ
る
も
の
（
表
内
字
）
は
当
用
漢
字
（
常
用
漢
字
）
を
使
う
。
（
二
）
当
用
漢
字
字
体
表
（
常
用
漢
字
表
）
に
な
い
も
の
（
表
外
字
）
は
旧
字
体
を
使
用
す
る
。
（
三
）
用
字
の
書
換
（
国
語
審
議
会
「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
」
一
九
五
六
年
）
は
行
な
わ
ず
に
原
稿
の
表
記
を
尊
重
す
る
。
と
い
っ
た
原
則
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。こ
の
原
則
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
れ
ば
、
著
者
の
手
入
れ
部
分
を
除
い
て
、
同
じ
字
体
・
字
形
が
使
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、『
新
編
校
正
技
術
』
の
「
個
人
全
集
の
表
記
の
基
準
」
（
注
９
）で
も
、
数
多
く
の
例
外
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
右
に
掲
げ
た
原
則
は
原
則
に
過
ぎ
ず
、
実
際
の
運
用
次
第
で
字
体
・
字
形
に
相
違
が
生
じ
る
。
｢ 兼
行
寺
の
池
｣ 本
文
も
、
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
詳
し
い
考
察
は
後
日
を
期
す
と
し
て
、
幾
つ
か
気
づ
い
た
点
に
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
、『
海
揚
り
』・『
自
選
全
集
』
で
、
何
ら
か
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
字
体
・
字
形
あ
る
い
は
用
字
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
『
新
潮
』
で
は
連
載
回
に
よ
っ
て
「
鶏
」・「
鷄
」
の
扱
い
に
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
を
『
海
揚
り
』
で
は
「
鷄
」
と
統
一
し
、『
自
選
全
集
』
で
は
「
鶏
」
と
校
訂
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
自
筆
原
稿
→
『
新
潮
』
→
『
海
揚
り
』
→
『
自
選
全
集
』（「
自
」
と
略
記
）
の
順
に
掲
げ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
矢
印
→
の
前
の
本
文
（
直
近
の
本
文
）
を
底
本
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
作
成
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
鷄
卵
（
自
筆
原
稿
①
枚
目
６
行
目
）
17
→
鶏
卵
（『
新
潮
』
①
頁
上
行
目
）
13
11
→
鷄
卵
（『
海
揚
り
』
頁
８
行
目
）
165
→
鶏
卵
（
自
頁
行
目
）
348
13
鷄
卵
（
自
筆
原
稿
②
１
枚
目
行
目
）
20
→
鷄
卵
（『
新
潮
』
②
頁
行
目
）
159
13
→
鷄
卵
（『
海
揚
り
』
頁
８
行
目
）
167
→
鶏
卵
（
自
頁
７
行
目
）
350
鷄
卵
（
自
筆
原
稿
②
２
枚
目
１
行
目
）
→
鷄
卵
（『
新
潮
』
②
頁
行
目
）
159
14
→
鷄
卵
（『
海
揚
り
』
頁
９
行
目
）
167
→
鶏
卵
（
自
頁
８
行
目
）
350
「
鶏
」
字
は
当
用
漢
字
表
に
含
ま
れ
る
。
新
字
体
採
用
方
針
で
あ
れ
ば
、『
海
揚
り
』
の
よ
う
に
「
鷄
」
に
統
一
す
る
の
で
は
な
く
、『
自
選
全
集
』
が
採
用
し
た
よ
う
に
「
鶏
」
字
を
使
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
「
座
蒲
団
」・「
坐
蒲
団
」
に
関
し
て
も
、『
海
揚
り
』
と
『
自
選
全
集
』
と
の
間
で
は
、
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
座
蒲
團
（
自
筆
原
稿
②
枚
目
３
行
目
）
12
→
座
蒲
団
（『
新
潮
』
②
頁
下
行
目
）
163
17
→
坐
蒲
団
（『
海
揚
り
』
頁
７
行
目
）
176
→
座
蒲
団
（
自
頁
２
行
目
）
358
座
蒲
團
（
自
筆
原
稿
②
枚
目
行
目
）
13
11
→
座
蒲
団
（『
新
潮
』
②
頁
上
行
目
）
164
19
→
坐
蒲
団
（『
海
揚
り
』
頁
行
目
）
177
11
→
座
蒲
団
（
自
頁
２
行
目
～
３
行
目
）
359
六
六
頁
座
蒲
團
（
自
筆
原
稿
②
枚
目
行
目
）
13
11
→
座
蒲
団
（『
新
潮
』
②
頁
上
行
目
）
164
20
→
坐
蒲
団
（『
海
揚
り
』
頁
行
目
）
177
11
→
座
蒲
団
（
自
頁
３
行
目
）
359
坐
蒲
團
（
自
筆
原
稿
③
７
枚
目
行
目
）
14
→
坐
蒲
團
（『
新
潮
』
③
頁
下
行
目
）
178
18
→
坐
蒲
団
（『
海
揚
り
』
頁
７
行
目
）
191
→
座
蒲
団
（
自
頁
２
行
目
～
３
行
目
）
359
『
新
潮
』
で
は
自
筆
原
稿
の
用
字
を
尊
重
し
て
「
座
蒲
団
」・「
坐
蒲
団
」
の
併
存
を
認
め
て
い
た
わ
け
だ
が
（
連
載
回
が
異
な
る
の
で
統
一
処
理
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
併
存
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
）、『
海
揚
り
』
で
は
「
坐
蒲
団
」
に
統
一
し
、
他
方
、『
自
選
全
集
』
で
は
「
座
蒲
団
」
に
統
一
し
て
い
る
。
な
お
、
先
に
引
い
た
戦
前
の
国
語
辞
典
で
は
、
見
出
し
の
漢
字
表
記
に
は
全
て
「
座
蒲
団
」
を
掲
げ
て
い
て
、「
坐
蒲
団
」
を
採
用
す
る
も
の
は
な
い
（
注
）。
し
か
し
、
戦
前
の
文
献
に
「
坐
蒲
団
」
の
用
字
を
見
出
10
す
の
は
困
難
で
は
な
い
。
井
伏
作
品
で
は
「
歪
な
る
図
案
」（『
不
同
調
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
二
七
年
二
月
）
に
｢ 坐
蒲
團
｣ の
表
記
が
見
え
、
井
上
真
理
亜
編
『
上
司
小
劍
コ
ラ
ム
集
』（
龜
鳴
屋
、
二
〇
〇
八
年
十
月
三
十
日
）
に
も
「
坐
蒲
團
」（
二
十
四
頁
と
一
三
七
頁
。
底
本
は
『
小
剣
随
筆
／
そ
の
日
そ
の
日
』
読
売
新
聞
日
就
社
、
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
）
と
出
て
来
る
の
を
偶
々
目
に
し
た
。
次
は
「
縁
」・「
椽
」（〈
縁
側
〉
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
も
の
）。
自
筆
原
稿
と
『
新
潮
』
で
は
、〈
縁
側
〉
を
意
味
す
る
際
に
今
日
一
般
的
な
「
縁
」
で
は
な
く
、「
椽
」・「
落
椽
」
・「
椽
側
」
と
全
て
「
椽
」
字
が
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、『
海
揚
り
』
で
は
「
落
椽
」（『
海
揚
り
』
頁
行
目
）
の
一
箇
所
を
除
い
て
「
縁
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。『
海
揚
り
』
本
166
10
文
の
別
の
箇
所
で
は
「
落
縁
」（『
海
揚
り
』
頁
６
行
目
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
156
お
そ
ら
く
、
こ
の
「
落
椽
」（『
海
揚
り
』
頁
行
目
）
は
、『
海
揚
り
』
の
校
正
段
階
で
166
10
見
落
と
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
自
選
全
集
』
で
は
、
こ
の
箇
所
も
含
め
て
「
椽
」
字
は
使
用
せ
ず
、
全
て
「
縁
」
字
を
用
い
て
い
る
（
注
）。11
『
自
選
全
集
』
本
文
で
、
踏
み
込
ん
だ
校
訂
を
行
な
っ
て
い
る
と
見
え
る
の
が
、「
翻
」
・「
飜
」
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
、
自
筆
原
稿
・『
新
潮
』・『
海
揚
り
』
が
い
ず
れ
も
「
翻
」
字
を
使
っ
て
い
た
の
が
、『
自
選
全
集
』
で
は
「
飜
」
字
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
（
自
筆
原
稿
②
枚
目
行
目
）
13
18
→
翻
訳
（『
新
潮
』
②
頁
下
３
行
目
）
164
→
翻
訳
（『
海
揚
り
』
頁
２
行
目
）
178
→
飜
訳
（
自
頁
８
行
目
）
359
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』
で
は
「
翻
」（
下
、
四
〇
四
頁
）
と
「
飜
」（
下
、
五
八
九
頁
）
と
の
両
者
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、新
字
使
用
以
前
に
は
、「
翻
訳
」で
は
な
く「
飜
譯
」
と
使
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
の
は
、『
辞
林
』（
一
〇
九
一
頁
）・『
新
訂
版
広
辞
林
』
（
一
七
二
九
頁
）・『
大
言
海
』（
一
九
二
二
頁
）・『
修
訂
大
日
本
国
語
辞
典
』（
二
〇
二
六
頁
）・『
こ
と
は
の
い
つ
み
』（
一
二
八
四
頁
）が
見
出
し
の
漢
字
表
記
に「
飜
譯
」を
掲
げ
、
『
辞
苑
』（
一
九
二
七
頁
）
が
「
飜
譯
・
反
譯
」
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
推
測
で
き
る
。『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
七
四
七
頁
）
も
「
普
通
用
語
」
に
「
飜
案
」「
飜
刻
」「
飜
譯
」
な
ど
と
掲
げ
て
い
る
。
「
翻
」・「
飜
」
に
関
わ
る
戦
後
の
字
体
整
理
の
扱
い
は
厄
介
だ
が
、『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
一
七
九
四
頁
）
は
、
旧
字
に
「
翻
」（
た
だ
し
旁
は
「
羽
」
の
か
た
ち
）
を
掲
げ
、
「
飜
」
は
別
体
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
の
当
用
漢
字
表
で
は
「
飜
」
が
選
ば
れ
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
の
当
用
漢
字
字
体
表
で
は
「
翻
」
に
字
体
整
理
さ
れ
た
。
常
用
漢
字
表
で
も
い
わ
ゆ
る
康
煕
字
典
体
の
活
字
と
し
て
括
弧
内
に
「
飜
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
経
六
七
頁
緯
か
ら
見
る
と「
飜
」が
旧
字
で
あ
る
が
、「
飜
」は
厳
密
に
は
別
の
字
な
の
で
、「
翻
」
〔
旁
は
「
羽
」
の
か
た
ち
〕
を
旧
字
と
し
た
。
『
新
編
校
正
技
術
』の
「
筆
記
上
の
略
字
の
問
題
」の
項
に
附
さ
れ
た
注
（
注
）で
は
、「
人
12
名
・
地
名
・
書
名
な
ど
の
固
有
名
詞
」
を
例
外
と
し
つ
つ
、
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
原
稿
や
著
者
校
の
入
朱
に
お
い
て
「
仝
右
」「
省
畧
」「
状
况
」「
冲
積
」「
草
苅
」「
秀
峯
」「
飜
訳
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
、「
仝
・
畧
・
况
・
冲
・
苅
・
峯
・
飜
」
を
常
用
漢
字
に
直
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
、
校
正
方
針
に
も
よ
る
が
、
一
般
書
で
は
、
著
者
に
確
か
め
た
上
で
常
用
漢
字
に
直
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
い
い
、
右
の
漢
字
の
ほ
か
に
、「
舘
→
館
」「
聟
→
婿
」「
耻
→
恥
」「
凉
→
涼
」
な
ど
も
矢
印
の
下
の
方
に
直
す
と
す
る
。
他
方
、
同
書
の
「
個
人
全
集
の
表
記
の
基
準
」
（
注
）に
掲
げ
ら
れ
た
、
十
七
項
目
か
ら
成
13
る
｢ 常
用
漢
字
（
新
字
体
）・
旧
仮
名
づ
か
い
使
用
の
場
合
の
い
ち
お
う
の
条
件
を
備
え
た
基
準
例
｣ の
方
を
見
る
と
、「
常
用
漢
字
、
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
使
用
を
原
則
と
す
る
」
と
い
い
、「
用
字
の
書
き
換
え
は
行
わ
な
い
」
こ
と
を
謳
う
。「
書
き
換
え
や
画
一
的
な
統
一
を
避
け
る
も
の
」
の
例
に
、
画
劃
連
聯
座
坐
没
歿
州
洲
欲
慾
飜
翻
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
書
名
・
人
名
・
地
名
等
の
固
有
名
詞
に
限
り
、
次
の
文
字
な
ど
は
原
文
の
用
字
に
従
い
、
書
き
換
え
は
行
わ
な
い
」
と
し
て
、
そ
の
具
体
例
に
、
岳
嶽
峰
峯
恥
耻
略
畧
万
萬
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。
一
般
書
と
個
人
全
集
で
は
校
訂
方
針
が
異
な
り
、
ま
た
、
個
人
全
集
本
文
内
部
に
お
い
て
も
品
詞
の
相
違
に
よ
っ
て
例
外
が
出
現
す
る
（
こ
の
ほ
か
、
常
用
漢
字
と
旧
字
と
の
字
体
・
字
形
の
相
違
の
大
き
い
場
合
も
原
文
を
尊
重
す
る
と
す
る
）。
し
か
し
、『
自
選
全
集
』
本
文
で
、『
新
潮
』・『
海
揚
り
』
の
「
翻
」
字
を
、
底
本
（
遡
れ
ば
、
自
筆
原
稿
に
も
見
え
な
い
）
に
は
見
え
な
い
「
飜
」
字
に
変
更
し
た
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。著
者
の
意
向
だ
と
す
る
と
、『
自
選
全
集
』第
四
巻
所
収
の
井
伏「
覚
え
書
」
に
あ
る
「
翻
訳
」（
三
九
七
頁
一
行
目
）
と
符
節
が
合
わ
な
い
。
同
じ
『
自
選
全
集
』
第
四
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
児
玉
花
外
（
上
脇
進
の
口
述
）」
に
「
飜
訳
」（
二
七
五
頁
二
行
目
、
二
八
四
頁
五
行
目
・
七
行
目
・
八
行
目
な
ど
）
と
あ
る
の
で
（『
自
選
全
集
』
が
底
本
に
し
た
『
井
伏
鱒
二
全
集
』〈
増
補
版
〉
第
七
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
二
月
二
十
五
日
）
収
録
「
上
脇
進
の
口
述
」
の
該
当
箇
所
で
は
「
飜
訳
」
と
使
う
）、『
自
選
全
集
』
収
録
作
品
本
文
に
つ
い
て
は
表
記
の
統
一
が
行
な
わ
れ
た
の
か
。
事
の
つ
い
で
に
触
れ
れ
ば
、
自
筆
原
稿
の
「
菓
物
」
が
、『
新
潮
』
本
文
で
「
果
物
｣ と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
は
疑
問
を
残
す
。
自
筆
原
稿
で
は
一
旦
原
稿
用
紙
枡
目
の
中
に
「
菓
」
と
書
か
れ
た
の
を
消
し
、
再
度
欄
外
右
脇
に
「
菓
」
と
書
き
込
ん
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
欄
外
右
脇
に
書
き
込
ま
れ
た
「
菓
」
の
右
側
に
は
赤
い
点
が
打
っ
て
あ
る
。
こ
の
赤
い
点
は
、
編
集
者
も
し
く
は
校
正
者
が
注
意
喚
起
を
促
す
た
め
に
附
け
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
注
意
喚
起
は
「
菓
物
」
が
一
般
的
で
な
い
と
判
断
し
た
疑
問
か
、
あ
る
い
は
、「
菓
物
」
が
似
通
っ
た
「
果
物
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
疑
問
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。『
新
潮
』
本
文
で
は
「
果
」
字
が
使
わ
れ
て
い
る
以
上
、
井
伏
は
、
そ
の
注
意
喚
起
に
「
菓
」
を
「
果
」
に
修
正
す
る
こ
と
で
応
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
井
伏
が
「
菓
物
」
で
は
な
く
「
果
物
」
を
認
め
た
、
、
、
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
井
伏
が
自
筆
原
稿
の
用
字
に
さ
ほ
ど
拘
泥
す
る
こ
と
は
な
く
編
集
者
・
校
正
者
に
一
任
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
し
、
私
自
身
は
そ
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。し
か
し
、「
菓
」の
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、明
治
末
期
に
「
菓
物
」
の
用
例
が
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
該
項
目
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
、『
新
訂
版
広
辞
林
』（
五
一
二
頁
）・『
辞
苑
』（
五
六
六
頁
）
な
ど
の
漢
字
表
記
は
「
菓
物
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
「
菓
物
」
を
退
け
て
「
果
物
」
へ
の
変
更
を
求
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
よ
う
六
八
頁
に
思
わ
れ
る
。
編
集
者
あ
る
い
は
校
正
者
の
介
入
は
、
結
果
と
し
て
は
、「
菓
物
」
の
表
記
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
、
や
は
り
、
残
念
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
な
お
、
自
筆
原
稿
の
「
菓
物
」
と
い
う
用
字
が
『
新
潮
』
で
は
「
果
物
｣ と
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
、自
筆
原
稿
を
参
看
し
た
と
は
思
え
な
い
（
そ
う
し
た
習
慣
も
な
い
）
『
海
揚
り
』
が
「
果
物
」（
一
七
六
頁
九
行
目
）
と
し
、『
自
選
全
集
』
も
同
様
に
「
果
物
」
（
三
五
八
頁
四
行
目
）
と
す
る
の
は
当
然
の
処
置
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
筆
原
稿
を
参
照
し
て
れ
ば
、
別
の
判
断
の
余
地
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
統
一
処
理
す
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、『
新
潮
』
以
降
の
本
文
で
も
初
出
の
か
た
ち
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
も
の
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
『
新
潮
』
本
文
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
游
」・「
泳
」
が
、『
海
揚
り
』・『
自
選
全
集
』
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。「
兼
行
寺
の
池
」本
文
で
は
、「
游
」は
地
の
文
で
使
わ
れ
、「
泳
」
は
兼
行
寺
住
職
の
書
簡
を
写
し
た
箇
所
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
作
品
内
の
書
き
手
の
相
違
を
生
か
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
、
単
に
別
字
と
見
て
底
本
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
自
筆
原
稿
の
用
字
が
『
新
潮
』
本
文
以
下
、
次
の
よ
う
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
游
い
で
ゐ
る
鴨
（
自
筆
原
稿
①
枚
目
行
目
）
16
14
→
游
い
で
ゐ
る
鴨
（『
新
潮
』
①
頁
下
行
目
～
頁
上
１
行
目
）
12
22
13
→
游
い
で
ゐ
る
鴨
（『
海
揚
り
』
頁
行
目
）
お
よ
164
14
→
游
い
で
ゐ
る
鴨
（
自
頁
５
行
目
）
お
よ
348
泳
い
で
ゐ
ま
す
が
（
自
筆
原
稿
①
枚
目
２
行
目
）
17
→
泳
い
で
ゐ
ま
す
が
（『
新
潮
』
①
頁
上
８
行
目
）
13
→
泳
い
で
ゐ
ま
す
が
（『
海
揚
り
』
頁
５
行
目
～
６
行
目
）
165
→
泳
い
で
ゐ
ま
す
が
（
自
頁
９
行
目
）
348
游
ぎ
だ
し
た
（
自
筆
原
稿
②
６
枚
目
２
行
目
～
３
行
目
）
→
游
ぎ
だ
し
た
（『
新
潮
』
②
頁
上
行
目
）
161
21
→
游
ぎ
だ
し
た
（『
海
揚
り
』
頁
２
行
目
）
171
→
游
ぎ
だ
し
た
（
自
頁
８
行
目
～
９
行
目
）
353
游
い
で
ゐ
た
（
自
筆
原
稿
⑤
５
枚
目
５
行
目
）
→
游
い
で
ゐ
た
（『
新
潮
』
⑤
頁
上
行
目
）
123
10
→
游
い
で
ゐ
た
（『
海
揚
り
』
頁
行
目
）
208
10
→
游
い
で
ゐ
た
（
自
頁
６
行
目
）
385
「
駈
」・「
駆
」
は
異
体
字
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
自
筆
原
稿
の
字
体
・
字
形
が
、
以
下
の
よ
う
に
踏
襲
さ
れ
る
。
駈
け
つ
け
て
（
自
筆
原
稿
９
枚
目
９
行
目
）
→
駈
け
つ
け
て
（『
新
潮
』
④
頁
上
行
目
）
143
24
→
駈
け
つ
け
て
（『
海
揚
り
』
頁
３
行
目
）
201
→
駈
け
つ
け
て
（
自
頁
行
目
）
378
16
駆
け
さ
せ
（
自
筆
原
稿
４
枚
目
行
目
）
10
→
駆
け
さ
せ
（『
新
潮
』
④
頁
下
７
行
目
）
141
→
駆
け
さ
せ
（『
海
揚
り
』
頁
７
行
目
）
196
→
駆
け
さ
せ
（
自
頁
行
目
）
374
16
駆
け
ず
り
（
自
筆
原
稿
４
枚
目
行
目
～
行
目
）
11
12
→
駆
け
ず
り
（『
新
潮
』
④
頁
下
９
行
目
）
141
→
駆
け
ず
り
（『
海
揚
り
』
頁
８
行
目
）
196
→
駆
け
ず
り
（
自
頁
１
行
目
）
375
戦
前
の
国
語
辞
典
が
、「
か
け
る
」
の
見
出
し
に
掲
げ
る
漢
字
表
記
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
六
九
頁
『
辞
林
』（
二
八
八
頁
）「
駈
」
『
新
訂
版
広
辞
林
』（
二
八
八
頁
）「
駈
」
『
辞
苑
』（
三
三
一
頁
）「
駈
」
『
新
編
大
言
海
』（
四
〇
三
頁
）
か
け
る
〔
古
語
〕「
驅
駈
」、
か
け
る
〔
口
語
（
訛
言
・
俚
言
）〕「
駈
」
『
修
訂
大
日
本
国
語
辞
典
』（
三
五
〇
頁
）「
驅
」
『
こ
と
は
の
い
つ
み
』（
三
〇
一
頁
）「
駈
」〔「
か
く
」
の
項
目
〕
当
用
漢
字
字
体
表
・
常
用
漢
字
表
告
示
以
前
に
「
駈
」・「
駆
」
に
使
い
分
け
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』
を
引
い
て
該
当
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
。『
修
訂
大
日
本
国
語
辞
典
』
を
除
く
戦
前
の
国
語
辞
典
の
見
出
し
の
漢
字
表
記
は
、
そ
う
し
た
使
い
分
け
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
驅
」・「
駈
」
を
語
成
分
と
す
る
単
語
の
掲
げ
方
に
つ
い
て
『
新
訂
版
広
辞
林
』
を
例
に
と
れ
ば
、
和
語
の
項
目
に
「
駈
」
字
を
宛
て
（
か
け
あ
し
・
駈
足
、
か
け
は
す
・
駈
合
、
か
け
だ
す
・
駈
出
）、
漢
語
の
項
目
に「
驅
｣ 字
を
宛
て
て
い
る（
驅
使
・
驅
除
・
驅
逐
な
ど
）。古
語
に
は「
驅
駈
」
の
二
つ
を
宛
て
る
『
新
編
大
言
海
』
で
も
、『
新
訂
版
広
辞
林
』
と
同
じ
く
、
和
語
の
項
目
に
は
「
駈
足
」・「
駈
合
」・「
駈
出
」
な
ど
と
「
駈
」
字
を
使
っ
て
い
る
。
な
お
、『
修
訂
大
日
本
国
語
辞
典
』
は
、
そ
う
し
た
使
い
分
け
を
せ
ず
、
和
語
・
漢
語
と
も
に
も
全
て
「
驅
」
字
を
宛
て
て
い
る
が
、「
か
く
」
に
は
「
驅
駈
」
の
両
字
を
漢
字
表
記
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。
五
、
校
正
・
校
訂
の
関
与
と
残
さ
れ
た
課
題
私
た
ち
読
者
は
、
自
筆
原
稿
で
作
品
を
読
む
の
で
は
な
く
、
機
械
的
な
複
製
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
活
字
印
刷
（
近
年
の
電
算
植
字
も
含
め
て
活
字
と
い
う
言
い
方
を
し
て
お
く
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
本
文
を
読
む
。
近
代
文
学
の
作
品
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
の
中
に
し
か
な
い
（
宮
澤
賢
治
の
よ
う
に
、
大
部
分
の
作
品
が
著
者
生
前
に
は
印
刷
に
付
さ
れ
ず
、
自
筆
原
稿
稿
だ
け
が
残
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
読
者
は
、
後
年
に
な
っ
て
活
字
印
刷
さ
れ
た
本
文
を
読
む
の
が
通
例
だ
）。
そ
う
い
う
枠
組
の
中
で
本
文
は
流
布
し
、
読
ま
れ
る
。
そ
れ
が
近
代
文
学
本
文
の
宿
命
で
あ
る
。
他
方
、
井
伏
の
自
筆
原
稿
で
は
、
多
少
の
揺
れ
幅
は
あ
っ
て
も
、
伝
統
的
な
楷
書
・
行
商
・
草
書
に
由
来
す
る
、
自
ら
が
馴
染
ん
で
き
た
字
体
・
字
形
を
概
ね
保
ち
続
け
て
い
る
の
は
、
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
国
語
政
策
の
転
換
に
拠
っ
て
生
じ
た
掲
載
メ
デ
ィ
ア
の
用
字
方
針
の
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
井
伏
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
用
字
や
字
体
・
字
形
で
自
筆
原
稿
を
書
き
続
け
き
た
わ
け
で
あ
る
。
旧
仮
名
・
旧
漢
字
の
時
代
に
文
字
を
習
得
し
、
そ
こ
で
習
得
し
た
用
字
や
字
体
・
字
形
、
、
、
を
使
用
し
続
け
た
井
伏
の
場
合
、
旧
仮
名
・
旧
漢
字
の
時
期
は
ま
だ
し
も
、
そ
れ
に
取
っ
、
、
、
て
替
わ
っ
た
旧
仮
名
・
新
漢
字
の
印
刷
シ
ス
テ
ム
に
対
応
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
自
筆
原
、
、
、
稿
と
印
刷
シ
ス
テ
ム
と
の
間
を
媒
介
す
る
編
集
者
・
校
正
者
・
印
刷
担
当
者
の
介
入
の
度
合
い
は
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
も
う
少
し
慎
重
に
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
け
る
私
の
目
論
見
を
言
え
ば
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
井
伏
は
、
字
体
・
字
形
の
処
置
を
編
集
者
・
校
正
者
・
印
刷
担
当
者
の
裁
量
に
委
ね
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
筆
原
稿
で
は
〈
一
語
・
複
数
表
記
〉
と
い
う
現
象
が
観
察
さ
れ
た
。
例
え
ば
、「
座
蒲
団
」・「
坐
蒲
団
」
で
あ
る
。『
新
潮
』
で
は
統
一
さ
れ
な
か
っ
た
が
、『
海
揚
り
』・『
自
選
全
集
』
で
は
、
別
々
の
方
針
で
統
一
処
理
さ
れ
る
（
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
）。〈
一
語
・
一
表
記
〉と
い
う
原
則
が
社
会
的
に
共
有
さ
れ
て
い
れ
ば
、同
一
作
品
中
に
「
座
蒲
団
」・「
坐
蒲
団
」
が
併
存
す
る
よ
う
な
ぶ
ざ
ま
は
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。『
新
潮
』
に
お
け
る
、
、
、
「
菓
物
」
か
ら
「
果
物
」
へ
の
改
変
、『
海
揚
り
』・『
自
選
全
集
』
に
お
け
る
「
椽
」
字
の
七
〇
頁
排
除
（
へ
の
意
志
）
は
、「
菓
物
」
や
「
椽
」
と
い
う
井
伏
が
原
稿
執
筆
の
際
に
想
定
し
て
い
た
、
井
伏
と
社
会
と
の
間
に
あ
っ
た
筈
の
共
有
性
が
失
わ
れ
た
現
象
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
初
出
紙
誌
・
初
刊
本
に
お
け
る
編
集
・
校
正
と
い
う
作
業
が
、
版
面
を
整
え
、
執
筆
者
の
勘
違
い
や
誤
解
あ
る
い
は
不
注
意
を
修
正
す
る
と
い
う
重
要
で
欠
か
せ
な
い
過
程
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
幾
ら
強
調
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
印
刷
シ
ス
テ
ム
と
い
う
機
械
に
よ
る
複
製
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
す
（
そ
こ
で
は
用
意
さ
れ
た
活
字
セ
ッ
ト
の
中
に
用
字
を
収
め
る
。
活
字
セ
ッ
ト
に
な
け
れ
ば
作
字
を
す
る
）
こ
と
で
あ
り
、
読
者
と
い
う
社
会
的
存
在
に
向
け
た
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
、
編
集
・
校
正
・
印
刷
の
際
に
準
拠
す
る
そ
の
時
々
の
規
範
・
通
念
が
、
歴
史
的
に
は
存
在
し
て
き
た
要
素
を
、
往
々
に
し
て
排
除
す
る
よ
う
に
働
く
こ
と
だ
ろ
う
。〈
一
語
・
一
表
記
〉
と
い
う
原
則
が
、
そ
の
抑
圧
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、「
駈
」・「
駆
」
が
併
存
し
て
い
る
よ
う
に
全
て
に
亘
っ
て
抑
圧
的
に
働
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。し
か
し
、
「
座
蒲
団
」
も
し
く
は
「
坐
蒲
団
」
へ
の
統
一
が
、
或
る
時
期
の
〈
一
語
・
複
数
表
記
〉
と
い
う
実
態
を
見
え
な
く
す
る
の
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
菓
物
」
か
ら
「
果
物
」
へ
の
校
正
も
、「
兼
行
寺
の
池
」
発
表
当
時
の
規
範
・
通
念
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
に
は
、
、
許
容
し
得
る
筈
の
一
つ
の
表
記
を
消
し
去
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
時
代
の
規
範
・
通
念
に
近
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
者
の
抵
抗（
あ
る
は
不
審
・
苦
情
）
は
減
少
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
、
自
筆
原
稿
に
顕
現
し
た
過
去
へ
の
視
野
を
閉
ざ
す
結
果
を
導
き
、
或
る
時
代
の
狭
隘
な
規
範
を
絶
対
化
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
一
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
否
め
ま
い
。
事
の
理
非
で
は
な
く
、
事
実
と
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
個
人
全
集
に
お
い
て
は
、
作
品
が
執
筆
・
発
表
さ
れ
た
当
時
の
規
範
・
通
念
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
個
人
全
集
本
文
作
成
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
一
般
書
の
基
準
で
校
正
さ
れ
た
も
の
（
あ
る
い
は
、
多
少
な
り
と
も
、
作
者
の
そ
れ
よ
り
も
同
時
代
の
規
範
・
通
念
を
優
先
し
た
も
の
）
を
底
本
に
用
い
た
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
判
断
も
実
質
的
に
は
役
立
た
な
い
。
個
人
全
集
編
纂
の
際
に
は
、
本
文
校
訂
に
関
わ
る
事
項
と
し
て
、
使
用
す
る
底
本
の
字
体
・
字
形
及
び
用
字
に
関
す
る
情
報
も
欠
い
て
は
な
る
ま
い
（
立
場
を
換
え
て
言
う
と
、
そ
う
し
た
一
般
書
の
基
準
で
校
正
さ
れ
た
も
の
も
、
一
つ
の
印
刷
・
流
布
の
形
態
と
し
て
価
値
を
与
え
得
る
）。
こ
の
よ
う
に
言
う
と
自
筆
原
稿
を
尊
重
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
私
の
本
意
は
そ
こ
に
は
な
い
。
自
筆
原
稿
が
活
字
印
刷
の
前
段
階
に
あ
る
、
と
い
う
実
態
も
こ
の
一
覧
稿
か
ら
は
見
え
て
き
た
筈
で
あ
る
。
手
書
き
文
字
を
そ
の
ま
ま
活
字
に
写
／
移
せ
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
職
業
作
家
に
と
っ
て
自
筆
原
稿
と
い
う
も
の
は
そ
も
そ
も
活
字
化
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
書
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
草
書
体
・
省
略
字
形
で
書
か
れ
た
手
書
き
文
字
は
、
特
定
の
明
朝
体
活
字
を
指
示
す
る
機
能
を
果
た
せ
ば
事
足
り
る―
す
な
わ
ち
、
手
書
き
の
字
体
・
字
形
が
そ
の
ま
ま
明
朝
体
活
字
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
期
待
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
自
筆
原
稿
に
は
〈
一
文
字
・
複
数
表
記
〉
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
に
有
意
的
な
差
は
な
い
と
い
う
事
実
を
確
認
し
た
。
そ
の
事
実
が
、
何
よ
り
も
の
証
拠
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、
①
井
伏
の
自
筆
原
稿
の
漢
字
は
旧
漢
字
・
旧
仮
名
時
代
に
習
得
し
た
、
概
ね
伝
統
的
な
字
体
・
字
形
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
②
〈
一
文
字
・
複
数
表
記
〉
の
関
係
が
見
え
る
。
し
か
し
、
③
〈
一
文
字
・
複
数
表
記
〉
で
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
個
別
の
表
記
に
有
意
性
は
存
在
し
な
い
。
他
方
、『
新
潮
』・『
海
揚
り
』・『
自
選
全
集
』
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
訂
方
針
に
基
づ
い
て
本
文
が
作
成
さ
れ
て
い
て
、
④
印
刷
本
文
に
お
い
て
は
、
字
体
・
字
形
及
び
用
字
は
必
ず
し
も
底
本
（
印
刷
用
原
七
一
頁
稿
）
を
踏
襲
し
な
い
。
そ
の
判
断
基
準
は
必
ず
し
も
歴
史
的
過
程
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
、
⑤
印
刷
本
文
が
作
成
さ
れ
る
時
代
の
規
範
・
通
念
が
優
先
さ
れ
る
。
そ
れ
を
顧
慮
す
る
、
⑥
個
人
全
集
本
文
で
も
底
本
の
調
査
が
行
き
届
か
な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も
歴
史
的
過
程
を
踏
ま
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
自
筆
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
た
場
合
に
そ
れ
を
底
本
に
用
い
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
の
か
、
参
考
資
料
と
し
て
は
自
筆
原
稿
が
ど
の
程
度
参
看
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
や
、
Greg-Bowrs 理
論
と
の
関
係
な
ど
も
検
討
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
１
、
太
田
晶
二
郎
「
古
文
書
の
よ
み
方
」（『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
五
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
一
月
十
日
、
四
〇
四
頁
。
初
出
は
『
郷
土
研
究
講
座
』
第
七
巻
、角
川
書
店
、一
九
五
七
年
十
二
月
十
日
）、乾
善
彦「
同
形
異
字
小
考
」
（『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
一
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
七
年
二
月
二
十
日
、
第
二
刷
、
七
十
一
頁
。
第
一
刷
は
一
九
九
二
年
九
月
）
な
ど
に
は
、
手
偏
と
木
偏
が
通
用
す
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
注
２
、
廣
岡
義
隆
「
字
形
の
衝
突
」（『
園
田
女
子
大
論
文
集
』
第
十
一
号
、
一
九
七
七
年
一
月
八
日
）、
乾
善
彦
「
文
字
の
異
同
あ
る
い
は
通
用―
万
葉
集
の
校
訂
を
め
ぐ
っ
て―
」（『
万
葉
』
第
一
四
〇
号
、
一
九
九
一
年
十
月
三
十
一
日
）、
あ
る
い
は
、今
野
真
二
『
消
さ
れ
た
漱
石―
明
治
の
日
本
語
の
探
し
方―
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
六
月
一
日
、
九
十
七
頁
～
一
〇
一
頁
、
一
七
〇
頁
～
一
七
一
頁
な
ど
）。
注
３
、
歴
史
的
に
は
、
当
用
漢
字
字
体
表
制
定
以
降
に
新
字
体
・
旧
字
体
と
い
う
名
称
が
成
立
す
る
。
し
か
し
、
以
前
か
ら
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
字
体
・
字
形
を
当
用
漢
字
字
体
表
に
採
用
し
た
と
い
う
の
が
正
確
で
あ
り
、
｢ 新
字
体
と
い
っ
て
も
、そ
れ
ら
が
制
定
さ
れ
る
際
に
制
作
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、｢ 畳
｣
が
そ
の
例
外
と
い
わ
れ
て
い
る
｣ （
笹
原
宏
之
「
第
一
章
異
体
字
と
は
」。
笹
原
宏
之
ほ
か
『
現
代
日
本
の
異
体
字
』
三
省
堂
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
十
日
、
二
十
六
頁
）
と
い
う
。
他
方
、
康
煕
字
典
体
が
明
朝
活
字
の
規
範
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
当
用
漢
字
字
体
表
制
定
以
前
に
印
刷
に
使
用
さ
れ
て
い
た
字
体
・
字
形
の
全
て
が
康
煕
字
典
の
字
体
・
字
形
に
従
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
当
用
漢
字
字
体
表
制
定
以
前
に
印
刷
に
使
用
さ
れ
て
い
た
字
体
・
字
形
を
指
し
て
、
康
煕
字
典
体
と
呼
ぶ
の
も
正
確
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
旧
字
体
を
、
「
当
用
漢
字
字
体
表
制
定
以
前
に
活
字
と
し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
字
体
」
（
武
部
良
明
『
日
本
語
の
表
記
』
角
川
小
辞
典
、
一
九
八
五
年
四
月
二
十
日
再
版
、
九
十
二
頁
。
初
版
は
一
九
七
九
年
十
二
月
二
十
日
）、
あ
る
い
は
、「
当
用
漢
字
以
前
に
は
「
正
し
い
漢
字
」
と
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
」（
円
満
字
二
郎
『
漢
和
辞
典
に
訊
け
！
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
十
日
、
一
〇
二
頁
）
と
い
う
、
些
か
曖
昧
だ
が
、
事
の
実
際
を
言
い
当
て
て
い
る
定
義
に
従
う
。
注
４
、
当
用
漢
字
字
体
表
に
附
さ
れ
た
「
使
用
上
の
注
意
事
項
」、
あ
る
い
は
、
常
用
漢
字
表
に
附
さ
れ
た
「
明
朝
体
活
字
と
筆
写
の
楷
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
で
は
、「
風
Ｘ」
を
筆
写
体
の
一
つ
と
し
て
認
め
て
い
る
。
注
５
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
編
『
新
編
校
正
技
術
』
上
巻
（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
第
二
刷
、
一
九
九
九
年
十
一
月
二
十
四
日
、
一
九
七
頁
。
新
編
第
一
刷
は
一
九
九
八
年
三
月
二
十
八
日
）。
注
６
、
鈴
木
兼
吉
ほ
か
編
『
校
正
技
術
』
上
巻
（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
第
六
刷
、
一
九
八
二
年
五
月
二
十
五
日
、
一
七
四
頁
。
第
一
刷
は
一
九
七
二
年
九
月
二
十
五
日
）。
七
二
頁
注
７
、『
井
伏
鱒
二
著
「
丹
下
氏
邸
」』〈『
福
山
の
文
学
』
ふ
く
や
ま
文
学
館
所
蔵
シ
リ
ー
ズ
第
二
集
〉（
ふ
く
や
ま
文
学
館
、
二
〇
〇
一
年
一
月
二
十
五
日
）。
注
８
、『
井
伏
鱒
二
著
「
南
島
風
土
記
」』〈『
福
山
の
文
学
』
ふ
く
や
ま
文
学
館
所
蔵
シ
リ
ー
ズ
第
一
集
〉（
ふ
く
や
ま
文
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
日
）。
注
９
、
注
５
に
同
じ
。
上
巻
、
三
〇
六
頁
～
三
〇
七
頁
。
注
、
参
照
し
た
の
は
次
の
国
語
辞
典
で
あ
る
。
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・『
辞
林
』（
三
省
堂
、
中
形
版
第
十
四
刷
、
一
九
二
四
年
九
月
二
十
五
日
。
中
形
版
初
版
一
九
二
三
年
十
二
月
二
十
日
）
・『
新
訂
版
広
辞
林
』（
三
省
堂
、
第
四
五
〇
刷
、
一
九
三
八
年
二
月
二
十
日
。
新
訂
版
初
版
一
九
三
四
年
三
月
五
日
）
・『
辞
苑
』（
博
文
館
、
第
一
八
二
刷
、
一
九
三
八
年
四
月
二
十
六
日
。
初
版
一
九
三
五
年
二
月
五
日
）
・『
新
編
大
言
海
』（
冨
山
房
、
第
十
二
刷
、
一
九
九
四
年
十
月
七
日
。
新
編
版
一
九
八
二
年
二
月
二
十
八
日
）
・『
修
訂
大
日
本
国
語
辞
典
』（
冨
山
房
、
新
装
版
一
二
七
刷
、
一
九
六
七
年
十
二
月
十
日
。
元
版
一
九
一
五
年
十
月
八
日
～
一
九
一
九
年
十
二
月
十
五
日
）
・『
こ
と
は
の
い
つ
み
』（
大
倉
書
店
、
縮
刷
第
一
版
、
一
九
一
四
年
二
月
二
十
八
日
。
元
版
一
九
〇
八
年
十
一
月
十
四
日
）
注
、「
椽
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
か
ら
見
え
て
く
る
11も
の
」
で
『
新
編
大
言
海
』
以
下
複
数
の
国
語
辞
典
が
「
椽
」・「
椽
側
」
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
が
、
印
刷
現
場
で
誤
字
と
す
る
見
方
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
水
沼
辰
夫
『
文
選
・
植
字
の
技
術
』（
印
刷
学
会
出
版
部
、
一
九
六
一
年
四
月
、
十
八
頁
～
十
九
頁
）
に
「
椽
側
」
を
誤
字
と
し
「
縁
側
」
が
正
し
い
と
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
で
確
か
め
ら
れ
る
。
夏
目
漱
石
『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』
上
篇
（
大
倉
書
店
・
服
部
書
店
、
一
九
〇
五
年
十
月
六
日
）
一
九
二
頁
に
は
「
椽
の
下
」
と
出
て
来
る
。
本
文
に
引
い
た
井
上
真
理
亜
編
『
上
司
小
劍
コ
ラ
ム
集
』
で
も
十
一
頁
と
八
十
五
頁
に
「
椽
側
」
と
あ
る
。
樋
口
一
葉
「
わ
れ
か
ら
」
に
も
用
例
が
見
え
て
、『
樋
口
一
葉
集
』〈
日
本
近
代
文
学
大
系
六
十
〉（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
九
月
三
十
日
）
の
二
八
六
頁
十
七
行
目
に
は
「
椽
が
は
」、
二
八
七
ゑ
ん
頁
三
行
目
に
は
「
椽
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
同
書
補
注
三
三
で
、
和
田
芳
恵
は
ゑ
ん
「
椽
縁
側
に
同
じ
。
椽
は
一
葉
の
誤
っ
た
書
き
く
せ
」
と
す
る
。
注
、
注
５
に
同
じ
。
上
巻
、
一
九
七
頁
。
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注
、
注
５
に
同
じ
。
上
巻
、
三
〇
五
頁
～
三
〇
七
頁
。
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